
四国横断自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

第二十一冊

川津下樋遺跡

1996.3

香 川 県 教 育 委 員 会

(財 )香川県埋蔵文化財調査センター

日  本  道  路  公  団



四国横断自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

第二十一冊

川津下樋遺跡

1996。 3

香 川 県 教 育 委 員 会

(財 )香川県埋蔵文化財調査センター

日  本  道  路  公  団



四国横断自動車道は,高松～善通寺間が平成 4年 5月 に開通しました。これにより,瀬

戸大橋と香川県の高速道路が結ばれることになり,香川県は本格的な高速交通時代を迎え

ることになりました。

香川県教育委員会では,四国横断自動車道 (高松～善通寺間)の建設に伴い,昭和63年

度から財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託して,用地内の埋蔵文化財の発掘調

査を行ってまいりました。 3年 6カ 月の期間を要して28遺跡の発掘調査を実施し,平成 3

年 9月 に発掘調査を終了いたしました。また,平成 3年度からは同センターにおきまして

発掘調査の出土品の整理を順次行っているところであり,平成 4年度からは発掘調査報告

書の刊行を開始いたしております。

このたび『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第二十一冊』として

刊行いたしますのは,坂出市川津町に所在します川津下樋遺跡についてであります。川津

下樋遺跡の調査では,縄文時代から江戸時代にかけての遺構 。遺物が検出されています。

特に,弥生時代前期の自然河川跡から検出されました井堰跡は,香川県最古の合掌型の井

堰で当時の灌漑技術の水準の高さがうかがえ,ま た水田跡も検出されていることから,当

時の集落における生産域の解明に重要な資料となるものと考えられます。

本報告書が,本県の歴史研究の資料として広く活用されるとともに,埋蔵文化財に対す

る理解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが,発掘調査から出土品の整理 0報告にいたるまでの間,日 本道路公

団及び関係機関並びに地元関係各位には多大の御協力と御指導をいただきました。ここに

深 く感謝の意を表しますとともに,今後ともよろしく御支援賜りますようお願い申し上げ

ます。

平成 8年 3月

香川県教育委員会

教育長  田中 壮一郎
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(3)水 田址掘削前 (東 より)

(4)水 田址掘削後 (南 より)
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(5)S R 01出 土弥生土器
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(8)出 土弥生土器



例 ロ

1.本報告書は,四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第二十一冊で
,

香川県坂出市川津町弘光で実施した川津下樋遺跡 (かわつしもといいせき)の発掘調査

の報告を収録した。

2.発掘調査は,香川県教育委員会が日本道路公団から委託され,香川県教育委員会が調

査主体,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3.発掘調査は,(予備調査を平成 2年 2月 から3月 まで実施し,本調査を)平成 2年 5

月10日 から平成 3年 1月 31日 まで実施した。宅地部分の調査は平成 3年 7月 1日 から平

成 3年 7月 16日 まで実施した。

発掘調査の担当は以下のとおりである。

(予備調査 渡邊茂智,西岡達哉,大林修三,古野徳久,山下平重)

本  調 査 片桐孝浩,大西義則,石川ゆかり,白川悦世,中野 (松尾)優美

宅地部分調査 西岡達哉,真下拓也,自川悦世

4.調査にあたつて,下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。(順不同)

香川県土木部横断道対策室,同坂出土木事務所横断道対策課,坂出市瀬戸大橋・横断

道対策室,坂出市教育委員会,坂出市川津公民館,四国横断自動車道建設坂出市川津連

合対策協議会,弘光地区自治会,弘光地区水利組合

5。 報告書の作成は,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の編集は,片桐が担当した。

6.プラント・オパール分析は古環境研究所に,樹種同定・種子同定についてはパリノ

サーヴェイ株式会社に委託し,実施している。



7。 報告書の作成にあたっては,下記の方々の御教示を得た。記して謝意を表したい (順

不同,敬称略)。

茨木市教育委員会 宮脇 薫,高槻市教育委員会 森田克行,

御所市教育委員会 藤田和尊

8。 本報告書で用いる方位の北は,国土座標系第Ⅳ系の北であり,標高はT.P.を 基準とし

ている。

また,遺構は下記の略号により,表示している。

SK…土坑   SD… 溝状遺構   SZ… 水田遺構   SR… 自然河川

SX…不明遺構

9.挿図の一部に国土地理院地形図 丸亀 (1/25,000)を 使用した。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経過

四国横断自動車道高松～善通寺間の建設は,同善通寺～豊浜間に引き続き,昭和57年 1

月8日 に整備計画決定され,昭和59年 11月 30日 に建設大臣から日本道路公団総裁に対し

て施工命令が下された。

香川県教育委員会は,こ れを受けて路線内の埋蔵文化財包蔵地の状況を確認する目的で

国庫補助事業として分布調査を実施した。これらの成果をもとに,路線内に所在する埋蔵

分化財包蔵地の取り扱いについて, 日本道路公団と文化庁の協議が行われ,基本的には記

録保存で対応することが決定した。路線内での対象面積はこの時点で39万 m2余 りと判断した。

また香川県教育委員会は,同事業に対応するため香川県土木部横断道対策室及び日本道

路公団高松建設局管理課,同高松工事事務所と昭和62年度の早い時期から調査体制等につ

いて協議を開始した。

協議の結果,昭和63年度当初から2カ 年の予定で本調査を実施すること,整理報告は発

掘調査の終了後に実施すること等が決定した。このため香川県教育委員会では,調査体制

の充実を図ることを目的に,昭和62年 H月 に財団法人香川県埋蔵文化財調査センターを設

置し,専門職員の増員等の措置を順次実施した。

平成元年には,坂出市川津町に所在す

る埋蔵文化財包蔵地の具体的な内容につ

いて確認するため,日 本道路公団と協議

の上,用地買収の進歩状況に合わせ平成

2年 2月 26日 ～3月 17日 の期間で予備

調査を実施した。実施にあっては,地元

関係者,四国横断自動車道 。南進自動車

道対策協議会,同中塚地区対策協議会,

同西又地区対策協議会,坂出市都市開発

Ъ《澤

第 1図 遺跡位置図
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部瀬戸大橋・四国横断道対策室,香川県坂出土木事務所横断道対策課等の協力を得た。予

備調査の結果,川津下樋遺跡を始めとする集落跡を中心とした6遺跡についての内容を把

握し,同地区での本調査対象面積を111,750ポ に確定した。

今回報告する川津下樋遺跡は,こ の6遺跡の北部に位置し,調査対象面積9,850m2を 計る。

本調査は,調査区を I区～V区 に分けて行い,平成 2年 5月 10日 に I区から着手し,平

成 3年 1月 31日 に同遺跡全体の調査を終了した。ただし宅地部分は,平成 3年 7月 1日 か

ら平成 3年 7月 16日 に調査を行った。

調査は,香川県教育委員会が日本道路公団高松建設局から委託を受け,財団法人香川県

埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

多度津町

1/、 .ノ
ハ

,

第 2図 四国横断自動車道埋蔵文化財包蔵地 (高松～善通寺 )
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第 2節 調査の経過

川津下樋遺跡の発掘調査は,平成 2年 2月 ～3月 に試掘調査を行い,本調査は平成 2年

5月 に着手した。

発掘調査は,調査区をI～ Ⅳ区に分け,それぞれの調査区をI一① o② o③, Ⅱ一①・

②,Ⅲ 一① o②,Ⅳ 一① o② o③・④に細分した (第 7図 )。 このなかでI一③区とⅣ一

④区は宅地部分にあたり,家屋の撤去が遅れていたⅣ―④区を除く9,650m2を 平成2年 5

月10日 から工事請負方式で調査を開始した。また,宅地部分であるⅣ一④区 (200m2)

は,平成3年 7月 から直営方式で調査を行った。

調査にあたってはまず,予備調査を行い,試掘結果より詳細なデーターの収集に努めた。

その結果,試掘調査では確認されていない遺構や包含層の厚さに新たな状況が判明した。

また,工事用道路の仮設のも含め,調査工程の変更と土量の変更を余儀なくされた。

調査は, I・ Ⅱ区から開始した。この調査区は溝を中心とする遺構が検出されているが
,

やや希薄な状況である。次に取り掛かつたⅢ区では水田址や溝が多数検出された。水田址

は小区画のもので,計 34区画検出されている。また,こ の水田址と関連するであろう井堰

がⅣ区SR01で検出された。

Ⅳ―④区宅地部分では,川津二代取遺跡から延びるSR02自然河川や溝が検出され
,

当遺跡と川津二代取遺跡の繋がりが確認された。

以上で平成 2年度と3年度の川津下樋遺跡の発掘調査は終了し,その調査面積は合計

9,850m2と なる。

整理作業は,平成 6年 4月 1日 から同年 9月 30日 に行った。

整理作業の内容は,ま ず注記・接合作業・遺物抽出の後,土器 。石器 。木器の総数729点

の実測作業を実施した。整理期間のほとんどが遺物の実測作業に費やされている。実測作

業後遺構・遺物のトレースを行い, レイアウト・編集ののち終了した。
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発掘調査及び整理作業の体制

平成 2年度

文化行政課
総括

総務

埋蔵文化財

平成 3年度

文化行政課
総括

総務

埋蔵文化財

平成 6年度

文化行政課
総括

総務

副 主 幹

課  長
主  幹
課長補佐

太田 彰一

菅原 良弘
野網朝二郎
宮内 憲生
横田 秀幸
石川恵三子
大山 真充
岩橋  孝
北山健一郎

中村  仁
菅原 良弘
小原 克己
(6。 1～ )

野網朝二郎
(～ 5。 31)

宮内 憲生
横田 秀幸
(～ 5.31)
櫻木 新士
(6.1～ )

石川恵三子
大山 真充
岩橋  孝
北山健一郎

高木  尚
小原 克己
高本 一義
(6.1～ )

源田 和幸
星加 宏明
(6.1～ )

櫻木 新士
(～ 5。 31)

高倉 秀子
(6。 1～ )

藤原 和子
(～ 5。 31)

藤好 史郎
國木 健司
森下 英治

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括   所  長
次  長

総務   係長(事務)

主査 (土木)

主  事
調査   参  事

係  長
係  長
主任技師
主任技師
調査技術員
調査技術員
調査技術員

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

十川  泉
安藤 道雄
加藤 正司
山地  修
斎藤 政好
見勢  護
藤好 史郎
真鍋 昌宏
片桐 孝浩
大西 義則
石川ゆかり
白り|1 悦世
中野 優美
(松尾)

鎌谷 周子
葛西  薫

松本 豊胤
安藤 道雄
加藤 正司
(～ 5。 31)
土井 茂樹
(6。 1～ )

山地  修
(～ 5.31)
今田  修
(6.1～ )

斎藤 政好
真鍋 昌宏
西岡 達哉
真下 拓也
白り|1 悦世

松本 豊胤
真鍋 隆幸
土井 茂樹
(～ 5。 31)
前田 和也
(6.1～ )

西村 厚二
廣瀬 常雄
片桐 孝浩
岡崎江伊子
中野 優美
山地真理子
市川 孝子
小林 里美
大西沙和美
水谷 葉子

長
佐
幹
長
事
事
長
師
師

節
主
　
　
　
　
戯

課
課
副
係
主
主
係
主
技

長
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佐補長

課
主
課

長
事
　
事

係
主
　
主

事
長
師
師

技任

主
係
主
技

現場整理作業員

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括    所  長
次  長

総務    係長 (事務 )

係長 (事務 )

主査 (土木 )

係長 (土木 )

主  事
調査    係  長

主任技師
主任技師
調査技術員

総括

総務

調査

所  長
次  長
係長(事務)

係長(事務)

員門
員

査
長
専
助

財
補

化
理

主
係
文
整

長
査
　
事
　
事
　
事

係
主
　
主
　

王ヽ
　

王ヽ

長
師
師
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主
技

埋蔵文化財
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第 3図 整理作業風景

第 4図 発掘作業に従事 した方々
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第2章 遺跡の立地と環境

第 1節 地理的環境

香川県は四国北東部にあり,面積が四県で最小の県である。北は備讃瀬戸を挟んで岡山

県と相対し,南は阿讃山脈で徳島県と隔絶している。河川は地勢上からその流路が短く,

しかも急勾配である。そのため常には水の流れがあまりないが,ひ とたび洪水が起こると

流れが速くなり,荒れる。そのため現在でも現地表面に旧流路 (洪水河川)が確認できる

水田地割りが見られる。

L要グ(1′ 中 埒
1向

日本柑橘
坂出工場

ヽ
T千短

／
　
　
　

・

”
　

ぐ

ハ

＼/

 ヽ ・・・
＼
＼

第 5図 遺跡位置図 (1/5000)
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土地面積に占める平野の割合の高い香川県には,西から三豊平野・丸亀平野・高松平野

・志度平野などがある。このなかの丸亀平野には現在西から弘田川 。金倉川 。土器川 。大

束川の4河川があり,善通寺付近と坂出付近は弘田川・金倉川 。大束川の沖積作用によっ

て形成された沖積平野であることが判っている。しかし丸亀付近は平野の東 。西部と異な

り,緩扇状地形を呈した洪積台地が大半を占めている。その洪積台地上およびそれぞれの

沖積平野には上記各河川の旧河道の痕跡が現地表面においても容易に観察される。

川津下樋遺跡は大東川によって形成された沖積平野部分にあり,現在の大束川の西岸際

に位置する。南に飯野山,東は常山 。金山・城山,北に角山・聖通寺山などがあり,西は

丸亀平野部へと開けている。

川津下樋遺跡に近い下川津遺跡では,発掘調査により,旧大束川の流路が微高地を挟む

ように数条確認されている。この地が不安定であったことをよく物語つている。このよう

な状況は徐々に変化していったようで,古代には下川津遺跡が「津」として機能していた

ことも推定される。

第 2節 歴史的環境

旧石器時代

旧石器時代の遺構は石器の素材となるサヌカイトの産地である国分台・城山 。金山が近

くにあることもあり,備讃瀬戸の島嶼部や城山 。国分台周辺に多く確認されている。

縄文時代

縄文時代の遺構としては櫃石島ガンド遺跡 。下川津遺跡で突帯文系の土器が出土してい

る程度で,確実な遺構は検出されていない。

弥生時代

弥生時代前期には下川津遺跡で多数の遺物が出土している。前期の遺構は上面不定形の

竪穴住居跡が検出されてはいるが,な お不明な部分が多い。しかし大東川流域には西又遺

跡 。川津下樋遺跡などの集落および生産域 (水田跡)と しての遺構が検出されているので

弥生時代前期から集落が形成されていたことは確実である。弥生時代中期になると青ノ山

・飯野山などの比高が高い場所に散布地が見られる。平野部ではあまり遺構が確認されて

いないことから居住域の変化が窺える。弥生時代後期になると爆発的に竪穴住居が増え
,

集落が形成されるようである。付近では下川津遺跡周辺と飯野山北山麓周辺に単位集落が
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第 6図 遺跡分布図
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あるのではないかと推定されている。

このように付近においては弥生時代前期より大規模な集落が形成されており,当遺跡で

井堰・水田跡が確認されているように,前期の頃から高度な技術による開発が行われてい

たことが裏づけられている。

古墳時代

古墳時代前期には爺ケ松古墳 。ハカリゴーロ古墳などの前期古墳が見られる。これらの

前期古墳は弥生時代終末期 (庄内併行期)か ら集落を形成した集団の首長の古墳である。

古墳時代中期の古墳はあまり確認されていない。古墳時代後期になると青ノ山・飯野山・

城山周辺に多数の群集墳が出現する。

古代から中世

古代において下川津遺跡は貢納生産物の一時的な集積地と考えており,「津」としての

性格が強い遺跡と推定している。また,中世には港としての「宇多津」もあることから大

東川流域は交通の要所で,古代から中世においては讃岐国の窓国の一つであった可能性が

考えられる。また,こ の平野には現在でも確認できる方画地割が残っており,条里制が施

行されていたことが窺える。

第 3表 遺跡一覧表

番号 名   称 種   類 所在地    18 川津中塚泄 跡 集 落 跡 川津町中塚,中原

1 青ノ山山頂古墳 古   墳 丸亀市土器町     19 塚 津町中塚

青ノ山古墳群 古   墳 九亀市土器町     20 塚 津町中塚

青ノ山墓地公園古墳 古   墳 もりさん 塚 津町中塚

4 青ノ山窯址群 窯 九亀市土器町     22 骨壺出土地 津町弘光

吉岡神社古墳 古   墳 九亀市土器町吉岡   23 弘光庵薬師如来座像 仏   像 津町弘光

田尾茶臼山古墳 古   墳 八幡町        24 国重塚 塚 津町中塚

南田尾古墳 古   墳 川津下樋遺跡 水田跡 。河川跡 津町弘光,下樋

潮見場古墳 古   墳 川津二代取遺跡 集落跡 ・河川跡 津町二代取

岡宮古墳 古   墳 川津町下川津      27 塚 津町弘光

下川津 1号墳 古   墳 川津町下川津      28 川津西又遺跡 集 落 跡 り| 津町西又,中又

Jヽ山古墳 古   墳 Jヽ 山 散 布 地 り| 津町六反地

川津茶臼山古墳 古   墳 川津一 ノ又遺跡 集 落 跡 り| 津町一ノ又,中又

菫尺茶自山古墳 古   墳 川津東山田遺跡 集 落 跡 津町東山田

下川津遺跡 集落跡・河川跡 津町下川津,中塚  32 川津川西遺跡 集落跡 。河川lt( 津町川西

塚 津町下川津     33 三ノ池古墳 古   墳 三ノ池

おたかのもり 塚 津町中塚      34 飯野山山頂遺跡 祭 祀 遺 跡 り| 津,九亀市,飯山町

川津元結木遺跡 集 落 跡 ll 津町元結木     35 飯野・東二瓦礫遺跡 丸亀市飯野町東二瓦礫

一 H一



第3章 調査の成果

第 1節 調査の方法

川津下樋遺跡の発掘調査は平成 2年 5月 10日 から工事請負方式で開始し,平成 3年 1月

31日 に終了した。

発掘調査に先立って当調査区をI～ V区に分けた (第 7図 )。 また,調査区画として
,

遺跡周辺部分の土地区画を考慮に入れ,グ リッドを設定した。その基準となるのは,現在

の遺跡周辺の土地区画に方画地割の状況が残つており,その基軸が真北から23° 西方に偏

るのを反映したものである。区画設定の基準点として使用したのは,下川津遺跡調査時の

12ポイント (国土座標第Ⅳ座標系,X=143,328,276,Y=32,022,306)で ある。

上記の基準点から,最小単位20m× 20mの正方形の小区画を調査対象地域が包括できるように

設定し,区画された基準線に対して東西方向にA～のアルファベットを南北方向に0～ のアラビ

ア数字を用いて呼称した。この区画設定の方法は,大東川右岸に所在する川津中塚遺跡 I・ Ⅱ区,

川津下樋遺跡,川津二代取遺跡に共通し,当遺跡はその中のH～ Nと 23～ 33の基準線が適用できる。

発掘調査は試掘調査の結果を再確認するために試掘調査の行っていない部分に予備調査

を実施し,その結果を踏まえ第I調査区から順次発掘調査を実施した。

検出された遺構の平面図化は基本的には航空写真測量を行い,土層および細かい部分に

ついては適宜手書きを導入した。

第 2節 土層序

川津下樋遺跡で検出された遺構は,大別すると縄文時代晩期～弥生時代前期 。中期 。後

期・古墳時代前期・古代 。中世 。近世の 7時期ある。 しかし,層位的には後世の削平によ

り同一遺構面で違う時期の遺構が検出されることもある。たとえば縄文時代晩期～弥生時

代前期の遺構面と弥生時代中期の遺構面の間に第67図 より10 cmの 間層が確認できる部分も

あ り,統一性はない。弥生時代中期 と後期および中世の遺構面は同一面で検出した。近世
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は更に上位に遺構面があることが確認されている。

土層は上位から耕作土,灰茶色粘質土,茶灰色粘質土,黄灰色粘質土,濁白黄色粘質土

とほとんど水平堆積を呈しており,旧の水田面と考えられる面が 2面確認されている。この

下層に若干の包含層があり,明茶黄色粘質土の地山がある。ほぼこの層位を基本としている。

第 3節 遺構・遺物について

1.弥生時代前期

川津下樋遺跡が所在する坂出平野(広義の丸亀平野)は ,大東川を主要河川として北に下川津遺跡・

川津中塚遺跡 ,南の飯野山裾に川津一ノ又遺跡などの大集落が形成されている。このような周辺遺

跡の隣接するなかで川津下樋遺跡では,竪穴住居などの集落は検出されず,自然河川・溝・水田など

の遺構が検出されている。また,自然河川では井堰も検出され,こ のような遺構からもわかるよう

に,当遺跡は当時の生活空間のなかでの居住域ではなく,生産域として位置付けられるものである。

川津下樋遺跡と同じような状況の川津二代取遺跡でも,溝を主とする遺構が検出されている。

そのため当遺跡周辺は下川津遺跡や川津一ノ又遺跡などの2大集落の基盤である生産域として位

置付けられ,弥生時代の坂出平野の生活を復元するにあたり,重要な位置を占めるものと思われる。

当遺跡は坂出平野を北流する大束川の東部に位置 し,検出されたSR01や 溝はこの大

東川の一支流 と考えられる。 しかし,当時 (弥生時代)の大束川が現在の位置に流路を

取つていたかは不明で,大束川の一支流説は推測の域をでない。

検出された遺構を弥生時代のなかでも古いものから紹介する。

SR01

この自然河川は当調査区南部の川津二代取遺跡で検出されている自然河川と同じものと考

えられるが,その接点がちようど宅地部分と重複しており確証はない。そこでまず始めに当

調査区 (第 Ⅲ～V調査区)の状況と川津二代取遺跡の状況とを説明する。まず,①川津二代

取遺跡で検出された自然河川 (SR02)は蛇行しながらも南西方向から北東方向に流路を

取るもので明確には検出されていないが,調査区北部では北東隅に向かって延びている。規

模は検出幅約6m,深 さ約0。 75mを計る。②当調査区で検出されている自然河川SR01は

南東方向から北西方向に流路を取るがその南端部では若干東に屈曲する。規模はほぼ中央部

で天幅約 11。 Om,深 さ約1.08mを計る。③上記の接点部分である宅地部分 (第 V調査区)の
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① 耕作土
② 濁茶白責色粘質土層
③ 濁白黄色粘質土層
④ 濁白色粘質土層
⑤ 暗こげ茶灰色粘質土層 (l～ 4 mmの 砂粒を少量含む)

⑥ 濁灰色粘質土層
⑦ 責茶灰色粘質土層
③ 茶灰色粘質土層
⑨ 茶灰色砂混じり粘質土層 (1～ 4 mmの 砂粒を多量に合む)

⑩ ⑦と同じ
⑪ ③と同じ
⑫ 茶灰色砂混じり粘質土層 (0.5～ 2 mmの 砂粒を含む)

⑬ 淡茶灰色砂混じり粘質土層 (0.5～ 3 mmの 砂粒を多量に含む)

⑭ 淡灰黄茶色砂混じり粘質土層 (0.5～ 3 mmの 砂粒を多量に含む)

⑮ 責茶色砂混じり粘質土層 (0.5～ 4 mmの 砂粒を含む)

⑮ 暗灰色粘質土層
⑫ 暗灰色砂混じり粘質土層 (1～ 10 mmの 砂粒を含む)

⑬ 暗黄灰白色砂質土層 (1～ 6 mmの 砂粒を少量含む)

⑬ 暗茶灰色砂混じり粘質土層 (l～ 5 mmの 砂粒を少量含む)

⑩ 茶灰色砂混じり粘質土層 (1～ 5 mmの 砂粒を少量含む)

④ 淡茶灰色砂質土層 (部分的に1～ 5 mmの 砂粒を含む)

② 暗灰白色砂質土層
⑭ 淡茶灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 2 mmの 砂粒を多量に含む)

④ 暗茶白色砂層 (l mm以下の砂粒)

④ 灰茶色粘質土層
④ 茶灰色粘質土層 (微砂粒を含む)

④ 灰こげ茶色粘質土層 (微砂粒を含む)

④ 灰茶色粘質土層 (微砂粒を含む)

④ 暗茶白色砂混じり粘質土層 (0.5～ 4 mmの 砂粒を多量に含む)

⑩ こげ茶灰色砂混じり粘質土層 (1～ 3 mmの 砂粒を多量に含む)

① 暗茶灰色粘質土層
⑫ 淡灰茶色粘質土層
⑬ 淡茶灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 5 mmの 砂粒を多量に含む)

⑭ 濁茶灰色砂質土層 (0.2～ 4 mmの 砂粒を含む)

⑮ 濁茶灰色砂層 (1～ 2 mmの 砂粒)

① 濁茶灰色砂層 (l～ 7 mmの 砂粒)

⑪ 濁茶灰色砂層 (l mm以下の砂粒)

① 淡灰色砂質土層
⑩ 暗茶白色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒)

⑩ 黒灰色砂混じり粘質土層 (1～ 5 mmの 砂粒を少量含む)

① 淡茶色砂層 (1～ 3 mmの 砂粒)

① 淡白茶色砂層 (0.2～ 2 mmの 砂粒)

⑩ 暗緑灰色粘質土層 (木・葉の堆積物を含む)

〇 淡灰色砂質土層
⑮ ⑭に1～ 3 mmの 砂粒が混じった層
① ①に〇が混じった層
〇 灰色砂質土層
① 灰色砂層 (l mm以下の砂粒)

第10図  S R 01土層断面図①

o                         2m

⑩
⑩
①
①
⑬
⑭
①
①
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①
①
⑩
⑪
⑫
①
⑭
⑮
①
O
①
⑩
⑩
①

灰色粘質土層 (微砂粒 を含 む)

淡茶灰色粘質土層 (微砂粒 を含 む)

暗茶灰 白色砂層 (0.2～ 2 mmの 砂粒,主 として l mm以 下 )

暗灰色粘質土層 (木・ 葉等の堆積物 を含 む)

灰色粘質土層 (微砂粒 を少量含 む)

茶灰色砂層 (1～ 2 mmの 砂粒 )

暗茶 白色砂層 (1～ 3 mmの 砂粒 )

濁 白色砂層 (l mm以 下の砂粒 )

淡 こげ茶灰色砂層 (1～ 10 mmの 砂粒 )

暗灰色粘質土層 と灰色砂層 (1～ 2 mmの 砂粒)の互層

淡灰色砂層 (1～ 2 mmの 砂粒 )

暗灰色粘質土層 (木・葉の堆積物有 )

淡茶色砂層 (1～ 5 mmの 砂粒 )

濁茶灰色砂混 じり粘質土層 (1～ 3 omの 砂粒 を少量含む)

][[::8:[肯 1::i:]弥

生時代前期の掘 り込み面 を形成する土

茶灰色粘質土層

暗灰色粘質土層

灰色砂混 じり粘質土層 (1～ 2 mmの 砂粒 を少量含 む)

淡緑灰色粘質土層

―

弥生時代前期の掘 り込み面 を形成する土

⑬

④

④

⑭

④

⑭

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦ ][::[:』li:[:]il::lili:llili:1弥

生時代後期③ 濁茶白色砂層 (0.2～ 6 mmの 砂粒)

⑨ 暗灰色粘土層
暗茶灰色砂混 じり粘質土層 (1

:::][[靭

～ 2 mmの 砂粒 を含 む)

縄文時代晩期
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑮

暗白灰色砂混 じり粘質土層 (1～ 6 mmの 砂粒 を少量含 む)

濁白色砂層 (0.2～ 10mの砂粒 )

濁茶白色砂混 じり粘質土層 (1～ 4 mmの 砂粒 を多量に含 む)

暗灰色砂混 じり粘質土層 (1～ 2 mmの 砂粒を少量含 む)

濁白茶色砂層 (0.2～ 3m程度の砂粒 )

濁茶白色砂層 (0.2～ 2m程度の砂粒 )

濁茶白色砂層 (1～ 2面程度の砂粒 )

⑫ 暗白灰色粘土層
⑬ 濁白色粘土混じり砂層 (l mm以下の砂粒)

第 11図  S R 01土層断面図②

弥生時代前期

§ 塁君量:言]宣:IIII](ベ
ース)
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L :6.90 m

O ⑫

① 暗灰白色砂質土層
⑫ 暗茶白色砂層 (0.2～ 2 mmの 砂粒)

⑩ 灰色砂質土層 (l mm程度の砂粒を含む)

① 暗茶白色砂層 (0.2～ 10 mm程 度の砂粒)

⑮ 暗黒灰色粘土層 (1～ 3 mmの 砂粒を含む)

① 暗黒灰色粘土層 (l～ 4 mmの 砂粒を多量に含む)

① 暗茶白色砂層 (暗灰色粘質土を少量含む)

① 暗白茶色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒)

① 灰色粘質土層 (l mm以下の砂粒を含む)

⑩ 暗茶灰色粘質土層 (l mmの砂粒を含む)

① 暗茶白色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒)

⑫ 濁茶白色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒)

⑬ 黄茶色粘質土層
〇 淡茶色粘質土層 (ベ ース)

2m

① 灰こげ茶色粗砂混じり粘質土層 (1～ 7 mmの 砂粒を含む)

② 暗こげ茶白色砂層 (1～ 3 mmの 砂粒)

③ こげ茶灰色祖砂混じり粘質土層 (1～ 5 mmの 砂粒を少量含む)

④ 暗灰こげ茶白色細砂層 (一部に粗砂混じる)

⑤ 暗灰色細砂混じり粘質土層
⑥ 暗こげ茶白色砂層 (1～ 5 mm程 度の砂粒)

⑦ こげ茶灰色砂層 (l mmの砂粒)

③ 茶灰色粘質土層
⑨ こげ茶灰色粘質土層
⑩ 茶灰色細砂混じり粘質土層
⑪ 灰色粘質土層 (茶色を少量含む)

⑫ 暗茶白色砂層 (0.2～ 2 mmの 砂粒を含む)

⑬ 暗茶白色砂層 (l mm以下の砂粒を含む)

⑭ 暗灰色シルト層
⑮ 暗茶白色砂層 (1～ 4 mmの 砂粒)

⑫

⑮ 暗白茶色砂層 (0.2～ 3 mmの砂粒)

⑫ 暗灰色粘土層
⑬ 暗茶灰色シルト層
⑬ 暗茶白色砂層 (0.2～ 3 mm程度の砂粒)

⑩ 茶灰色粘質土層
④ 暗茶白色粘質土混じり砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒を含む)

② 暗灰色砂質土層
④ 暗茶白色砂質土層 (0.2～ 4 mmの 砂粒,⑬と同じかも)

8雪 ル粟震[暑響菫[開
額 却 ° ～飾 mの 粒を多則 こ含0

⑮ 暗こげ茶灰色砂混じり粘質土層 (1～ 6 mmの 砂粒を少量含む)

④ こげ茶灰黒色粘質土層
① こげ茶灰色粘質土層
④ 暗茶灰白色細砂混じり粘質土層
⑩ 暗灰自色砂混じり粘質土層 (0.2～ 5 mmの 砂粒を多量に含む)

第 12図  S R 01土層断面図③

① 耕作土
② 濁白茶色粘質土層
③ 濁茶白色粘質土層
④ 淡茶灰色粘質土層
⑤ 茶灰色粘質土層
⑥ こげ茶灰色粘質土層
⑦ 淡茶色砂混じり粘質土層 (1～ 3 mmの 砂粒を含む)

③ 茶色砂混じり粘質土層 (1～ 3 mmの 砂粒を多量に含む)

③ 暗灰こげ茶色砂混じり粘質土層 (1～ 4 mmの 砂粒を含む)

⑩ 暗灰こげ茶色粘質土層
⑪ 暗白茶色砂混じり粘質土層 (0.2～ 10 mmの 砂粒を多量に含む)

⑫ 濁白色砂層 (0.2～ 6 mmの 砂粒)

⑬ 暗茶灰色粘質土層
⑭ 濁白色砂層 (0.5～ 10 mmの 砂粒)

⑮ 茶灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 4 1nDの砂粒を含む)

⑮ 暗灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 2 ooの 砂粒を少量含む)

暗茶白色砂質土層

暗白茶色砂質土層

暗白灰色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒 )

灰色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒 )

暗灰色粘質土層

濁茶白色砂層 (0.2～ 4 mmの 砂粒)

暗灰色粘質土層 (や や①より暗い)

暗灰色粘質土層 (下部に 0.2～ 4 mmの 砂粒 を少量含む)

暗茶白色粘質土混 じり砂層 (0.2～ 8 mmの 砂粒 )

暗茶白色砂層 (0.2～ 6 mmの 砂粒 )

④ 淡白茶色砂混じり粘質土層 (1～ 10 almの 砂粒を含む)

④ 茶黒色砂混じり粘質土層 (1～ lo olmの 砂粒を含む)

O 暗灰色砂混じり粘質土層 (1～ 4 mmの 砂粒を含む)

⑩ 灰色砂質土層
① 暗灰色粘質土層
⑫ 淡灰茶色砂混じり粘質土層 (1～ 7 malの砂粒を多量に含む)

⑬ 暗茶灰色砂混じり粘質土層 (1～ 4 mmの 砂粒を多量に含む)

① 濁茶灰色粘質土層
⑮ 暗灰色砂混じり粘質土層 (1～ 4 mmの 砂粒を少量含む)

① 淡茶灰色砂質土層
① 暗黒灰色砂混じり粘質土層 (1～ 6 mmの 砂粒を含む)

① 暗こげ茶白色砂混じり粘質土層 (1～ 4 mmの 砂粒を多量に含む)

① 茶灰色粘質土層 (微砂粒を含む)

⑩ ⑮とほぼ同じ (やや砂粒が多い)

① 濁白色砂層 (細砂粒とl～ 3mnの砂粒の互層)

⑫ 暗灰色砂混じり粘質土層 (1～ 4 mmの 砂粒を含む)

⑬ 暗黒灰色砂混じり粘質土層 (1～ 5 mmの 砂粒を少量含む)

○ 暗茶白色砂層 (0.5～ 5 mmの 砂粒)

⑮ 暗灰色粘質土層 (木・葉の堆積物有)

⑮ 白灰色砂質土層
〇 暗灰白色砂質土層 (一部に0.2～ 5 omの 砂粒を含む)

⑬ 暗茶白色砂質土層 (一部に0.2～ 5 omの 砂粒を含む)

④ 濁茶白色砂層 (0.2～ 4 mmの 砂粒)

⑩ 暗灰白色砂層 (l～ 2昴 mの砂粒)

① 暗灰白色砂層 (l mm以下の砂粒)

⑫ 暗茶白色砂質土層 (l mm以 下の砂粒を部分的に含む)

① 灰色粘質土層 (微砂粒を含む)

O 濁茶白色砂層 (0.2～ 2 mmの 砂粒.部分的に灰色粘質土を含む)

① 淡茶灰色砂層 (0.5～ 6 nmの 砂粒)

① 淡灰茶白色砂質土層
① 灰色砂質土層 (微砂粒)

① 自灰色粘質土層 (部分的に0.2～ 2 nmの 砂粒を含む)

① 暗白茶色砂層 (0.5～ 3 mmの 砂粒)

⑩ 暗灰白色粘質土層 (微砂粒を含む〉
⑪ 暗灰色粘質土層
⑫ 暗茶白色砂質土層
⑬ 濁白茶色砂層 (0.5～ 5 mmの 砂粒)

O 淡茶灰色砂層 (0.2～ 4 mmの 砂粒)

L==フ .20m
一― D´

① 灰茶色砂混じり粘質土層 (1～ 2 mmの砂粒を含む)

① 濁茶白色砂層 (0.2～ 5 mmの砂粒)

① 灰色粘土層
⑪ 濁灰色粘砂土と暗茶白色砂層 (0.5～ 4 mmの砂粒)の互層 (本の堆積物有)

⑩ 灰色粘質土層 (微砂粒を含む)

⑩ 灰色砂層 (0.2～ 2 mmの砂粒)

① 暗灰色粘砂土層 (木・葉の堆積物有)

⑫ 淡白茶色砂層
⑬ 暗緑灰色粘砂土層
⑭ 濁緑灰色粘砂土層
⑮ 暗黒灰色粘質土層
⑮ 濁茶白色粘質土のプロック状
○ 暗茶黒灰色粘質土層
⑬ 灰白色砂層
O 灰茶色粘質土層

⑫
⑬
⑬
⑬
④
②
⑭
⑭
⑮
④

S R 01上 層

第13図  S R 01土層断面図④
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①
②
③
①
⑤
⑥
⑦
③
③
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑮
0
⑬
⑬
⑩
①
⑫
⑬
⑭
⑮
⑤
0
⑩
O
⑩
⑪
⑫
⑩
①
⑮
⑮

l:;[:;〔[illi:[21::i[::llili]包
含層

茶灰色砂混 じり粘質土層 (1～ 2mの砂粒 を含 む)

暗灰色粘賀土層 (微砂粒 を含む)

濁灰色粘質土層

灰色砂層 (0.5～ 10 mmの 砂粒 )

灰色粘質土層

暗白灰色粘質土層

灰色粘質土層 (徴砂粒 を多量に含む)

濁茶白色砂層 (l mm以下の砂粒 )

濁茶自色砂層 (0.5～ 3 mmの 砂粒 )

濁灰白色砂層 (0.5 mm以 下の砂粒 )

濁茶白色砂層 (1～ 10 mmの 砂粒 )

濁茶灰白色砂層 (l mm以 下の砂粒 )

濁茶白色砂層 (05～ 10 mmの 砂粒 )

0と ほぼ同じ
灰色粘質土層 (薇砂粒 を含む)

淡灰茶色砂質土層

茶灰色砂質土層

自灰色砂貿土層

弥生時代後期包含層

淡白茶色砂層 (0.5～ 3 mmの 砂粒 )

淡白茶色砂層 (0.5～ 2 mmの 砂粒 )

灰色粘質土層 〈木・葉等の堆1員物有)

淡白茶色砂層 (0.2～ 6 mmの 砂ll)

暗灰色砂質土層 (木・葉等の堆積物有)

灰色砂層 (0.5～ 10 mmの 砂粒 )

灰色ll質土層

濁灰色粘質土層 (Oを プロンク状に含む)

灰黒色粘質土層 S D 29か ら派生 した溝埋土

濁茶灰白色砂層 (l mm以 下の砂粒 )

濁茶白色砂層 (l mm以 下の砂粒 )

淡白茶色砂層 (0.5～ 3 mmの 砂粒 )

88灰色砂混 じり粘質土層 〈徴砂粒・木・葉の堆積物有 )

淡茶自色砂層 (0.5～ 4 mmの 砂粒 )

暗灰色シル ト質層 (本・葉等の堆11物有 )

第14図  S R 01土 層断面図⑤

① 灰茶色砂層 (1二 2 mmの 砂粒)一 S D 29カ :ら 派生した溝埋土
⑪ 暗灰色粘質土層と濁白色砂層 (:mm以 下の砂粒)の互層
① 濁白色砂層 (0.2～ 6m,主 としてlm以 下の砂粒)に 暗灰色粘質土と木・葉物が混入
⑩ 淡茶色砂層 (0.5～ 4 mmの 砂粒)

① 淡灰茶色砂層 (0.2～ 5mの砂粒)

⑫ Oと Oが プロック状に雄積した層
⑮ 暗黒灰色粘質土層
⑭ 暗灰色砂質土層
⑮ 暗灰色粘質土層 (0.5～ lmの砂粒。木・葉等の堆積物を含む)

⑮ 濁茶灰白色砂層 (0.2～ 5 mnの砂粒.木等を含む)

① 灰色砂質土層
⑮ 淡白こげ茶色粘質土層 (下層に:～ 4 mmの 砂粒を含む)

⑪ 濁灰白色砂層(lm以下の砂粒、木等を含む)

⑩ 濁灰白色砂層 (:～ 5 mmの 砂粒,細砂とtB砂が互砂層になっている)

① 淡灰色砂層 (0.5～ 2 mmの 砂粒)

⑫ 録灰色砂層 (0.5～ 2mの砂粒,木尊を合む)

] [貫:::言i:垂II] (ベ
ース)

訂r師に
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調査では面積が狭いものの検出されている自然河川は流路を北方向に取り,第Ⅳ調査区南

部のSR02に 繋がる。④出土遺物および堆積土より両遺跡で検出された自然河川の時期

はほぼ同時期と考えられる。以上の4点から推察するとSR01と 川津二代取遺跡で検出

されているSR02は 流路の方向が違うことや規模も若干違うことなどからおそらく川津

二代取遺跡で検出された自然河川は流路を北方向に取り,当調査区のSR02に繋がり,南

東隅をかすめながら調査区外に延びるようである。したがって当調査区で検出されたSR01

は川津二代取遺跡で検出された自然河川 (SR02)と は別のもので,その分流と考えられる。

SR01は 調査区南部で検出されており,時期によって若干流路方向を異にするが,主

流は南東方向から北西方向に流路を取る。中央部では西に屈曲し,北端は西方向に調査区

外へと延びている。ちょうど中央屈曲部で井堰が 2箇所で検出されている。

SR01の 土層堆積状況は土層図①～⑤をみると下部に砂層を主にした土層を,上部に

粘質土を主にした土層がみられ,ほぼ同じような堆積を示しており,それを大別すると上

層 。中層・下層 。最下層となる。

`上層はSR01の 最終埋没時期と考えられる弥生時代後期のもので,流路は中層 。下層

。最下層のSR01の 流路方向を取らず中央屈曲部上から真直ぐ北方向に延びるようであ

る。規模は南端部では天幅約4.16m。 深さ約0.4m,中 央部では天幅約7.12m。 深さ約

0。 36m,北端部では天幅約5.20m,深 さ約0.42mを計る。

中層は粘質土を主とする上部部分と砂層の下部部分に分けられる。中層上部の埋没時期

は出土遺物より弥生時代中期で,中層下部は弥生時代前期である。規模は中央部で天幅約

5.4m・ 深さ約0.8mを 計る。

下層は砂層を主とし,埋没時期は出土遺物より弥生時代前期である。規模は南端部で天

幅約4.6m・ 深さ約0.64m,中 央部では天幅約6.48m。 深さ約0.84m,北端部では天幅約

5.4m,深 さ約1.32mを 計る。

最下層はSR01の 南端西側に堆積していたもので,直接SR01の埋土かどうか判別

できないが,土層図②より明らかに最下層を埋土とする落ち込みが確認できることからこ

こではSR01に含めた。

①最下層

SR01最 下層は第11図土層図②の第⑩層 (暗 こげ茶灰色粘質土)の上層と第④層 (暗

黒灰色粘質土)の下層からなる。

最下層はSR01の 土層図②でしか確認されていない。その堆積状況はSR01の最下

-22-
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第 16図  S R 01最 下層 (暗黒灰色粘質土)出土遺物実測図 (1)

部で確認される土層⑫～④の上部に水平堆積しているものである。また,こ の最下層は下

層以上の流路とは方向を異にしておりほぼ調査区南方向に真っ直ぐ延びるようである。土

層⑫～④からは遺物は出土していない。

1～ 23は最下層 (暗黒灰色粘質土)よ り出土した遺物である。

1～ 14は深鉢である。1～ 13は 口縁端部外面に刻目突帯を持つもので,頸部外面に鋸歯状

のヘラ描沈線が施されているものと施されないものがある。ヘラ描沈線が施されているもの

には,頸部と体部を区画するようなヘラ描沈線があり,全てその上方に施されている。14は

口縁端部外面と頸部下端に二条の刻目突帯を持つもので,日縁部は波J犬口縁を呈する。15は壷

である。頸部が内傾し,口縁部力汐ヽ 方に短く屈曲する。弥生時代前期の壺の祖形か。16は波

'大

一可一

“
　

　

　

』
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型
岬
′

ー
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―
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(暗黒灰色粘質土)出土遺物実測図 (2)
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第 18図  S R 01最 下層

第 4表 SR01最 下層

(暗黒灰色粘質土)出土遺物実測図(3)

(暗黒灰色粘質土)出土土器観察表

諦 器 種 口 径 器 高 底 径 外 面 内 面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

50 fAl文 深鉢 型WX・ 晋通 暗灰質色 2.5Y5/2
石 1受器3砂

粒 を少 Lt含 破 片

"
縄文 深鉢

"tr祠

月「 り贅L・ 暮″ 後 晋 lm
15豪じF褐

色
=者

謬争幣 gLtに 麟

50 縄 又 床邦 刻目突帝文 JIテ

‐

普通 暗灰賀色 2.5Y5/2 キ

「

螺 粒を含む 破 片

4

"
711文 深鉢 20.O cm

裂77X・ 摩 減 晋 通
奮亀を,幣 

「 「 丼肥?嗜環乳ξ″■lに 口径 2/8

縄 又 珠 郵
響甲大籠又・尺鴨・r 営 週 妹 買 色 Z.bYO/Z )租 を 宙 U 餃 片

50 縄 又 珠 鉢 響口~X・ 秋

" 螺雰誦 晋 3El ス買綺色 10YКyz 1覆 ぞ箇む 収 片

7 縄文 深鉢 4m
響曰失冊又・檄汗 晋通 秋貢色 2.5Y6/2

「
1翌γ留響審″・

rl 破 片

縄 又 深 鉢 秋 打 晋 迎

俺戻晏色3)野紡
租 ぞ宙 む 建 1/8

50 縄文 深鉢 ヘラミカ
‐
キ り

｀
テ

・

鼎 辮 に 晋通 ス貢褐色 10YR5/2 粗 を含 む 破 片

rllx深杯 くり霧学に営 Jm l桑1)F褐色 租 を宙 む 傲 片

50 縄文 深鉢 ナテ

ロロ
の

鶏謡
に晋 JEl 妹 買 褐 色 10YК 72 肛 そ宙 む 藪 片

縄文 深鉢 摩 減 ズリ揺撃に晋 通 灰買褐色 10YR4/2
L合型

の砂粒 を含 む 破 片

50 縄X床 邦 1甲の
鶏言尋ギ霊:こ 普 Jm ス貰褐色 10YK4/Z

l鯰
を言 U 牧 片

4 50 縄文 深鉢
イ]Ij「 ):ド

:lF;'F[・
独

" 饉夢桑晋 通 貫 妹 色 2.5Y6/1
岩類留懸袈響

τ冨じ 口径 1/8

50 穐 又 霊 摩 減 普通 灰貫色 2.5Y6/2
r響霊騨

=り

7FIを グ■ 口径 1/8

縄 又 深鉢 摩 減
IFkり蠣 晋 3m

岩り
のり肛ぞ言む 崚 片

縄 又 床杯

"‐

ナテ

‐

普通 暗灰買色 2.5Y5/2 を彗卿 τ ttU 底径 1/8

第 5表 SR01最 下層 (暗黒灰色粘質土)出土石器観察表

器 種 現存長 最大幅 最大厚 重 量 材 質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石庖丁

…

湧
4.4 cal

9.5 all

105。 81g
48.572 …l . Z`モ

石 倒 4m

口縁の浅鉢である。口縁部内面に3条のヘラ描沈線が認められる。17は底部である。

18～ 23は石製品である。

18～ 20は 打製石庖丁である。形態は短冊型を呈し,端部片側に決 りが認められる。21

022は打製石鍬である。刃部が真っ直ぐなものと傾斜するものが認められる。刃部は両側

が摩滅しており,擦痕が認められる。23は石錐である。
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第 19図  S R 01最 下層 (暗こげ茶灰色粘質土)出土遺物実測図 (1)

第 6表 SR01最 下層 (暗 こげ茶灰色粘質土)出土土器観察表

一一一一

岳最 器種 口径 器高 底径 外面 内 面 その他 焼 成 色   調 胎    土 遺存度

縄 文 深鉢 刻 日突帝文 摩 減 W 晋通 明 亦 匂 い Yめ/b

「
≠舅 粒を多量に破 片

縄 文 深 鉢 響J3矢T又・
" W 書

に晋 通 ′爵x)事
色   |

「
髯翌寧 ″量に破 片

縄 又 珠 鉢 響島7X・
ヘラミカ 晋 通 偲編kF褐色 1店

星騨
=ザ

租τグllll冨 破 片

縄 又 深 警 牌委墨益
.

晋 適 妹 買 褐 色 10YК yz

「
磐理P騨雀

量に仮 片

縄文 深鉢 19.5 cm 激 ・矢 需 摩 減 普通 夢群偲角 讐ご七肥餞 ′量に収 片

穐 又 床 野 矢常又 折
・

晋通 灰貢褐色 lllYR6/2
%l■顆 粒を含む石崚 片

縄文 深鉢 U13矢常又・剰 離 ズv碧撃に晋通
|ス轟X)F橙

色 1.■5P粒を含む石破 片

縄文 深鉢
響辮 X・ 厚 滅 晋 通 灰貢褐色 10YR5/2

「
看吻 粒を多量に口径 1/8

縄 又 深 鉢

鮮曇爾丹義
摩 減 771部に穿

`L
晋 週 黒 褐 色 10YКン Z

答ξt翼颯 ′
量に口径 2/8

FptX深鉢 摩 源

l再
lnlの W 書

に晋 JIE 晴妹 買 色 Z.5Y5/Z
|■響邸′Fttτ 冨じ魯 阪 片

縄X珠 鉢 簿方向
の

叉V 晋 週 灰 貫 褐 色 10YK4/Z 版 片

縄文 深鉢 孵 撃
に普 通 黄灰色 2.5Y5/1 阪 片

縄文 浅鉢 ヘラミがキ 普 通 黒 褐 色 Z.bYJ/1

「 ケ料讐γ鴛智審F・
rに 往 1/8

縄文 浅鉢 21.O cln 摩 減

巌r
普 通 灰 賞 色 Z.bYi7/

bZ～
Э alnのり私τダ=冨 収 片
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第21図  S R 01最 下層 (暗 こげ茶灰色粘質土)出土遺物実測図(3)
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第7表 SR01最下層 (暗こげ茶灰色粘質土)出土石器観察表
物
号

遺
番

真
版

写
図 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石庖丁 8.8 cm 5.6 cm 1.l cm 84.75g 風化 ,長側辺 (背)に敲打痕あ り,短側辺の一方に決 りあり

石庖丁 7.4m 4.3 cm 0.5 cm 22.61g 両短辺に決りあり,一部に摩減あり

スクレイハ・― 8.4 cm 5.9 cm 0.9 cm 61.34g 風化

スクレイハ・― 10.l cm 6.2 cm 0.9 cm 45.29g 自色風化

6.O cm 5.8 cm 1.2 cm 40.97g 風化,一部欠損

スクレイパ― 5.6m 8.4 cm 1.8 cm 108.28g 風化,一部欠損

スクレイハ・― 4.3 cm 6.2 cm 1.4 all 40.23g 風化 ,一部欠損 ,長側辺 (背)に 敲打痕あ り,片面に摩減あ り

石 鏃 1.3 cm 1.5 cm 0.3 cm 0.49g サヌカイト 風化 ,凹基式 ,先端部欠損

石鍬 2.7 cm 4.8 all 0.7 cm 9.62g 基部欠損,刃部片面に摩減・擦痕あり

石鍬 7.l cm 8.4 cm 1.6 cm 123.87g
号 1ヒ

,基部・刃部欠損 ,左側辺に敲打痕あ り,刃部片面に摩減・擦痕あ

53 石鍬 3.l cm 5.4 cm 1.2 cm 21.50g サヌカイト 風化,基部欠損,刃部片面に摩減あり

24～ 48は最下層 (暗 こげ茶灰色粘質土)よ り出土した遺物である。

24～ 35は深鉢である。この上層出土の深鉢も下層出土の深鉢と形態及び調整においてほ

ぼ同じものと考えられる。36・ 37は 浅鉢である。37は 波状口縁で,日縁部内面に3条の

ヘラ描沈線が施されている。

38～ 48は 石製品である。38・ 39は打製石庖丁である。短冊状を呈するものは端部片側

に袂 りを持つ。40～ 44は スクレイパーである。41・ 42は切り出しナイフ状を呈する。45

は石鏃,46～ 48は打製石鍬である。

最下層出土遺物は土器が深鉢と浅鉢を主とし,僅かに壺が認められる。深鉢は口縁端部

外面に 1条の刻目突帯を施し,頸部外面に鋸歯状のヘラ描沈線を施すものを主とし,頸部

外面にヘラ描沈線の鋸歯文が施されるものがある。この時期に石製品では打製の石庖丁が

共伴しているようである。したがってこの時期より水稲耕作が行われていたことが推測さ

れる。石器は短辺部に快りの入つた石庖丁やスクレイパー・石鍬が出土している。

最下層として上下 2層 に細分したが出土遺物にあまり時期差はなく, 2層 とも時期は縄

文時代晩期と思われる。

②下層

SROl下 層は0.5～ 5 nlnの砂粒の灰白色砂層 (下層)と 淡白茶色砂層 (上層)に細分

される。検出されたSR01全域で確認できる。それぞれの層より井堰が検出された。

下層で検出した井堰を第 1井堰とし,上層で検出した井堰を第2井堰とする。

第 1井堰

第 1井堰はSR01の ほぼ中央部,西に屈曲する部分で検出された。検出状態は灰白色

砂層に混じり井堰部材が崩壊し,その隙間から杭が数本確認できる状態であった。

第 1井堰はSR01の 土砂によつて倒壊されているため,その詳細は不明であるが,河
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S D 19

/

19リ

ρ第1

ノ井堰

toつ

o          4m
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床に残る杭やその他の部材の出土からここでは井堰 とし,概要を説明する。

土層的には下層第⑬層 (灰 白色砂層)内 より検出されており,こ の堆積によって破壊さ

れたものである。この層内より多数の杭および井堰を構成する板状の部材と横木が出土し,

炭化物も多量に混じつている。

この部材と灰白色砂層を取りのぞくとSR01河床に15本の杭が確認された。この杭は

河床全面に打たれており,流路に平行に並びが取れるものと直行に並びが取れるものがあ

る。その杭列の規模をみるとSR01に直行する長さは約2.5m,平行する長さは約2.4m

を計る。ちょうどこの付近のSR01が天幅4.64m,河床幅2.52mあ ることからほぼ幅
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∽
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∽
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第 23図 第 1井堰平面図

いっぱいに造られていたことがわかる。

河床で検出された杭はそのほとんどが,ほぼ垂直に打たれてお り,そのことから上部構

造を推察すると直立型の井堰の可能性が考えられる。また, SR01の 流路に対 しては直

行する。 したがって井堰前面に受ける水圧が大きいと倒壊する恐れがあることから,あ ま

り水量のない河川と考えられる。

ここより約 2m下流 (北部)では第 2井堰が検出され,南東からSR01に 流れ込む溝 S

D29～ 32,北東に流れ出す溝 SD19・ 23も 検出されている。これらの溝のなかで第

1井堰に関係のあるものはその位置関係および遺物よりSD23・ 30・ 32と 思われる。
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第 26図 第 1井堰出土遺物実測図 (1)

第 8表 第 1井堰出土土器観察表

侭

馨惣吾最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度
53 縄 又 深 鉢

鵠 徳 薦 力 !●lり 晋 通 灰色 5Y4/1 ♀卜1～ l unlの 砂粒を少量含収 片

弥生 壼 剥 離 猥
"・ 出製り

出晋 通 掲編移F橙色 各イ11書翌子習響客″Lrに 収 片

54 弥生 風部 tr‐ 肺 将署炭1ヒ物普 通
1論りF橙色 答ご亀饗瘍 ′世に風 往 Z/8

弥生 底部 揺ミ4jキ
・拍橘繊

=言

普 通 螢層を

'・

.鶏、～答ごミ理P騒 夕量 に 底住 ン8

弥 生 亜 14.4 cm 板号
‐
・

"‐
指翼ぶ季 普 通 灰責褐色 10YR5/2

拠ζ寝碧唱亀言粒を含む石口径 1/8

弥 生 亜

徴曇利メ
出り

‐
テ

・

普 通
|も鷲F褐

色
奥i■謬 ♂

私τ百じ有UE 1/8

弥生 底部 8.O cm
噺iず

テ摩 減 晋 迪

i3豪),群
種色

答ご七饗螂 ″
量に底径 8/8
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0 lOcm

第27図 第 1井堰出土遺物実測図(2)

第 9表 第 1井堰出土石器観察表

物
号

遺
番 層最 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

スクレイパ 9.l cm 4.6m 0.9伽 32.68g

54 スクレイパ― 6.3 cm 5.7 cm 0.8 om 36.66g

58 54 石鍬 5.8 cm 1.l cln 59.16g 基部欠損 ,右側辺に敲打痕あり,刃部両面に摩減・擦痕あ り

54 石鍬 6.8 clll 6.30m 1.5 cm 一部欠損 ,右側辺に敲打痕あ り
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第 30図  第 1井堰出土遺物実測図 (5)

SD30・ 32は第 1井堰前面で南西方

向からSR01に流れこみ,SD23第 1

井堰前面でほぼ北方向に流れ出す。した

がってこの第 1井堰の機能を推察するとS

R01の水量に加え, SD30の水量で水

位を上昇させ,SD23よ り水を引き込ん

でいたものと考えられる。

遺物は下層内および井堰部材が集中する

内部より出土している。井堰部材は杭を主

として出土しているが,その他に横木や板

状の杭が出土している。

第 1井堰と下層 (灰 白色砂層)よ り出土

した遺物は49～ 59である。

49～ 52056は第 1井堰に伴う部材の集

積内部に伴うものである。50は 肩部に僅

かに段を持つ壺である。

53054・ 57～ 59は第 1井堰直上の灰白

色砂層より出土 した遺物である。53は 壺

で,口縁部を短 く外方に屈曲させる。54

は肩部に削り出し突帯をもつものである。

60～ 78は 第 1井堰を構成する杭と板状

部材である。60061は 柾目材を使用した

杭である。62～ 73は 芯持ちの杭である。

77は板材を杭として使用している。78は

井堰に使用した部材と思われる。杭に使用

している材の種類はコナラ属コナラ亜属ク

ヌギ節が多い。

時期は弥生時代前期中段階頃と考えられ

る。
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第10表 第 1井堰出土木器観察表

遺物番号 写真図版 器 種 現 存 長 最 大 幅 最 大 厚 木 取 り 材  質 そ  の  他

杭 24.O cm 7.4 cm 柾 目 クヌギ みかん割 り材

杭 14.O cm 5.O cm 柾 目 ムクロジ みかん割り材

杭 55.7 cm 10.8 cln 芯持 クヌギ

杭 35.O cm 8.2m 芯持 クヌギ

杭 37.4 cm 7.9 cm 芯持 クヌギ 杭上端に紐かけ溝あ り

杭 35。 7 cm 5.O cln 芯持 クヌギ

杭 31.3 cm 5.l cm 芯持 クヌギ

杭 28.5 clll 志持 クヌギ

杭 29.9 cm 芯持 アカガシ亜属

杭 9.6 cm 6.O cm 志持 クヌギ

杭 15.l all 芯持 タプノキ属

杭 14.7 cm 芯持 クヌギ

杭 24.3 cm 6.8 cm 芯持 クヌギ

杭 28.4 cm 4.l cm 志持 アカガシ亜属

杭 37.2 cm 芯持 クヌギ

杭 33.6 cm 10.5 cm 芯持 クヌギ

杭 34.8 cm 8.3 cm 芯持 クヌギ

矢板杭 20.8 cm 11.9 cm 1.2 cm 柾 目 広葉樹

井堰部材 78.4 cm 4.7 cm 3.8 cm 柾 目 ヤマグワ みかん割 り材

第 2井堰

SR01下 層淡白茶色砂層 (上層)で検出された第 2井堰は第 1井堰の下流で検出され

た。検出状況は流路に対して横木が確認でき,それに直行するように板材が多数検出でき

た。また,下流には崩壊した井堰部材が検出されている。

SR01は この位置で天幅 4。 3m,底幅3.lmの規模を持つ。検出された第 2井堰は,や

や上部に崩れはあるもののSR01の流路に直行し,規模は幅約3.6m,基底部で上下流幅

約 2mを計る。この井堰は第 1井堰より残りがよく,最上部はないものの下部構造より合

掌型に分類できる井堰であることがわかる。

第 2井堰の構造は平面的にはSR01の 流路に直行するように長さ約3～ 3.5m,大 さ

1lclnの横木が検出段階で11本確認でき,その横杭に直行するように板状の部材が確認でき

る。また,断面からは上下流幅1.2m,高 さ0.25mの土手状の高まりに,垂直に打つた杭

Aと 上流方向への杭Bと 下流方向への杭Cで横木を固定している。杭Aは大さ5～ 7 cmの

芯持ち杭を使用しており,ほぼ垂直に断面観察部分では2列 になるように確認できた。杭

BoCの斜めに打たれた杭は大さ8～ 9 cmで ,杭 Bが 62.1° ,杭 Cが 57.4° と若干上流側

の杭の角度が大きいようである。杭Dは上流側の板材を固定したもので,直径 4～ 5 cmと

やや他の杭よりは細いようである。

また,横木と杭A～ Cに絡めるように上流方向だけに傾斜をつけた板材を組む。この板

材は長さ約 1.2m程度,幅 0.05～ 0。 lm,厚 さ0.03mの もので,9.7° ～ 13.5° の角度を
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第 31図 第2井堰平面図

持つ板材Aと 35.5° ～37.9° の角度を持つ板材 Bの 2種類がある。板材の残 りは悪いもの

の部分的には密に組まれてお り,こ の板材によつて水流を留めるものと考えられる。 しか

し,その隙間に本の葉などを詰めていたかは不明である。また,杭および板材を固定する

つるや紐状のものは確認されていない。受ける面の角度を変え,水圧をあまり受けない様

にしているものと思われる。また,こ の板材を固定するように杭 Dを打つている。

横木・杭・板材は交互になっており,井堰本体を水圧によつて崩壊させないようにして

いるものと考える。これらの部材を繋ぎ止めるつる状のものは確認されていない。

第 2井堰断面図より復元高を推定するとSR01底 面より約0.8m前後が考えられる。
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第 32図  第 2井堰断面図

0.69m

L=6.00m
A′

杭B

第 33図 第 2井堰断面模式図

また, SD19を 取水溝 とすると,その溝の底高 とSR01の 底高の差が約0.5mを 計 り,

第 2井堰復元高との差が0.3mあ ることから十分に水位を上げ, SD19に 水を引き込む

ことが可能であることがわかる。

SR01の 弥生時代前期段階の規模から推定するとあまり水量のない自然河川であった

ものと考えられる。これは前述 したように川津二代取遺跡から延びる自然河川の支流であ

るということを裏付ける。

第2井堰に伴う遺物は弥生時代前期の遺物が内部より出土している。また,直上層であ

る淡白茶色砂層より79～ 82の遺物が出土しているも79～ 81は壺である。79は頸部と体部
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第 2井堰出土遺物実測図 (1)

の境に段を持つものである。80は頸部と体部の境に6条からからなるヘラ描沈線を持つ。

器表面はヘラ磨きが蜜に施されており,弥生時代前期新段階頃のものと思われる。82は打

製石鍬である。

83～ 108は第2井堰に使用されていた木材である。83～ 98は杭で,99～ 105は板材で
,

106～ 108は横木と考えられる。

杭にはみかん割された材を杭とするもの,芯持ち材を杭にするもの,板材に割られたも

のを杭とするものの 3種類が認められる。また,板材には薄くみかん割されたもの,板状

のものなどが認められる。横木は太さ約 0。 14m,長 さ約3.2mの ものが使用されている。

第 11表 第 2井堰出土土器観察表

物
号

遺
番 面最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥生 壺 摩減 薄打
・・板圏製り出

や
良

霊
不 夢奔鱚角 答ご亀翼鼎 ′量に破片

弥生 壺 ヘラミがキ
導響

さえ

維箸劣鵜揺
普通 掲姦じF褐色 異l■岩電宅撃粒

を含む石破片

弥生 壺 8.4 cm 合,ミがキ・指ナ
却 1魯

普通 灰賞色 2.5Y6/2
異l■鰹 粒を含む石底径 8/8

第 12表 第 2井堰出土石器観察表

物
号

遺
番

真
版

写
図 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石鍬 7.8 cm 5.l cm 1.2 cm 62.948 基部・刃部欠損 ,両側辺に敲打痕あり
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第 38図  第 2井堰出土遺物実測図 (5)
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第13表 第 2井堰出土木器観察表

遺物番号 写真図版 器  種 現 存 長 最 大 幅 最 大 厚 木 取 り 材  質 そ  の  他

56 杭 38.7 cm 8.6 cm 柾 目 クヌギ みかん割 り材

杭 37.7 cln 4.9 cm 柾 目 クヌギ みかん割り材

杭 22.4 cm 5.3 cm 柾 目 クヌギ みかん割り材

56 杭 20.2c田 6.l cm 柾 目 クヌギ みかん割り材

杭 42.2c田 7.7 cm 芯持 クヌギ

杭 70.9 cnl 4.5 cm 志持 アカガシ亜属

杭 36.O cal 4.4 cm 芯持 広葉樹

杭 39.O oll 7.l cm 芯持 アカガシ亜属

杭 19.7伽 3.7 cm 志持 アカガシ亜属

杭 20.O cm 3.9 cm 志持 エゴノキ属

杭 20.9 all 3.l cm 芯持 イボ タノキ属

杭 16.7 cm 8.3 all 芯持 アカガシ亜属

杭 14.9 cln 5。 7 cm 芯持 クヌギ

杭 16.O cm 4.5 cln 芯持 クスノキ

杭 46.2 cln 7.3m 2.5 cm 柾 目 ムクロジ みかん割 り材

井堰部材 3 cln 9.2 cm 4.3 cnl 柾 目 クヌギ みかん割 り材

井堰部材 45.4 om 10.2 cm 3.5 clll 柾 目 クヌギ みかん割 り材

井堰部材 41.8 cm 10.Om 2.9 oll 柾 目 クヌギ みかん割 り材

井堰部材 34.4 clll 5.5 cm 5.5 cnl 柾 目 クメギ みかん割 り材

井堰部材 60.8 cIIl 8.2 cm 3.9 cm 柾 目 クヌギ みかん割 り材

井堰部材 33.6 cm 7.O cm 4.2 cm 柾 目 クヌギ みかん割 り材

井堰部材 37.l cm 7.3 cm 3.O cm 柾 目 クヌギ みかん割 り材

井堰部材 5 cm 5.3 cm 1.7 cm 柾 目 クヌギ みかん割 り材

井堰部材 49.l cm 7.l cm 7.O cln 柾 目 ヤマグワ みかん割 り材

井堰部材 161.4m 8.5 cal 芯持 ク リ

108 58 井堰部材 166.3 cm H.6 cm 芯持 ヤマグヮ

杭 56.9 cln 4.7 cln 志持 イボタノキ属

58 杭 51.O cm 6.O cm 芯持 ヒノキ

58 杭 21.2 cln 7.l all 志持 クヌギ

58 杭 23.O cm 4.8 cln 芯持 クスノキ

その他の杭

109～ 112は井堰検出位置よりやや上流部分 (商部),ち ょうどSR01が SR02か ら

分流するあたりで検出した杭である。現状からは第 1・ 2井堰のような構造を推定するよ

うな杭群ではないが,ち ょうど川津二代取から延びる自然河川 (SR02)か らこのSR

01が分流する部分 (第 V調査区検出杭)と 分流し,北西方向に屈曲する部分で確認され

たことから,水をSR01に引き込むための何らかの施設があった可能性が考えられる。

これらの杭は井堰に使用していた材と同じようにクヌギが多いことがわかる。

時期は下層としている砂層から検出されていることから弥生時代前期である。しかし,

p     q q′     r    L=6.00 m r′

杭NQ 26

杭NQ22

0            1m

第 40図  S R 01南 部検出杭断面図

杭NQ24
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どちらの井堰と共伴するかは不

明である。

③中層

中層は粘質土の上層と砂層の

下層に大きく分けられる。

下層は濁白茶色砂層を基本と

するもので,第 2井堰が検出さ

れた淡白茶色砂層の上部の層で

ある。

下層より113～ 163が出土し

ている。

113～ 118は 縄文土器で深鉢

。浅鉢が出土 している。深鉢は

口縁端部外面に刻目突帯を持つ

ものと持たないものがみられる。 第41図  S R01南部検出杭位置図
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119～ 144は弥生土器である。壺には119の ように頸部が内傾しながら立ち上がり,日縁

部を外方に短く屈曲するものや,127の ように頸部と体部の境に段を持ち,日縁部が外方

に短く屈曲するものがある。124は頸部 。体部上半に削り出し突帯 。ヘラ描沈線,体部中
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第 14表  S R 01中 層出土土器観察表 (1)

晟昴 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

58 縄文 深鉢 ヘラミカ ■ :ナ
テ 後ナ 晋 IIB にぶ い 質 種 色 砂 租 ぞ省 む 石 崚 片

58 縄 文 深 鉢 刻 日矢 帝 又 マダ,目 1甲 晋 IE ヽ
尋

り種 ぞ言 ひ 右 板 片

58 縄 文 深 鉢 【ダす目
'甲

普 通 灰 自色 2.5Y7/1 ヽ
尋 學轄P粒

を含む石破 片

58 縄又 鉢 打 械トリ貝殻粂営 週 贈働 色 10YHン 3 器 P粒
を含む石破 片

l 58 縄文 減鉢 摩 減 摩 減 晋 週 ヽ
尋 響暉謬柾を宙U石 口住 1/8

58 縄文 不明 t外,沈線 晋 迫
|ス編X)F種

色 ヽ
尋

り種を含む石 収 片

郭 二 重
警π。人;ミF

ヘラミカ
‐
1・

悟証 摯
晋 適 にぶい貢色

2.5Y6/3 答(「,金どγ鶴銘皆ζ・
に口徹 1/8

弥生 壼 厚 減
!肇撃

ごえW 晋 適 にぶ い買 橙 色 l寝頸
種を含む石 崚 片

弥 生 霊 哲〕指押雰基早軸本晋 通 色褐貫
Ｔ

い
″

ぶ
Ⅶ

に
１０ 響ツ ″量に仮片

弥 生 壼
!翼Tご え W 普 通 灰 自色 10YR8/2

:■≠響% ′量に破 片

弥生 壼
14∫ち後

ヘラ肺 (外 )沈線 晋 週 にぶ い 買 橙 色
・ 尋 吻

極 ぞ宙 む 有 仮 片

弥 生 重

科瑠琴
サ
押

洒
鮨

′

●
だ
さ 呻員猟晦

良好 貢褐色 2.5Y5/4
異

1.■
響邸♂

私τ冨じ有8/8

弥生 壺 情
‐

”
さ W島奔名 晋 適

littkF橙
色 墜基ir alllの

砂種を含む石僣E1/8

弥 生 壼

髯換李般W義解
普 通 妹 日色 Z.bYyz

異
1.■

碧電宅P粒
を含む石破 片

弥生 壼 13.3 cm 24.l clD ナテ
‐・1旨 9」l 77 ・

澪 雪

1甥型り出晋 j重 ス頁色 Z.Э Y//
:T≠押争 争量に

弥 生 重 摩 瀬
難ノ

ロ tyl・ ,滉漱
采置

にぶい頁E色
10YP7/4 }:T絆翌ツ 争世

に底径 8/8
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第 43図  S R 01中 層出土遺物実測図(2)

第15表  S R 01中 層出土土器観察表(2)

央部に貼 り付け刻目突帯が施された壺である。甕には1290131の ような如意状口縁の発が

みられ,日縁部下には少条のヘラ描沈線が認られる。底部はすべてしっか りとした平底を

残 している。132は朝鮮系無文土器である。133は蓋と思われる。

命董
〓
１

口，

‐ ３‐

　

，
〆

　

‐ ３８

岳轟 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥 生 受 彊 碑 さえ
I軍

環 普 週 ■磐翌寧 ″量に 収 片

60 豚 生 発 外ヽり死漱 昔 lEl
IRttX)]

可覆 色 り 租 を言 む 有 破 片

椰 王 羹 刻 み 日
"‐

の
立

条
管

３
竹

晋 通 浅買色 2.5Y7/3
1絆響γ催響審″・

に日建 1/b

弥生 発 積 汗 棋

" 甲曇糸無文晋「El 淡 褐 色 ～ z.Э mの 有 央 τ夕 ヽ冒 破 片

弥 生 蓋 棋

"
棋 ガ 晋 迎 減 責 色 2.5Y7/3 1.■碧理ηP粒を含む石破 片

杯 生 底 郡 FIIさ え俊
霧騨Fえ 普 週 お

鰤
モ種色 ヽ

幕
り種を省む右 底 往 Z/8

弥生 底部 雪野
・I目 TT 指 Jllさ え 晋 通 にコドい モ〔L

「
1響弊 ″量に底径 3/8

弥 生 凰 郡
挿:LIj『

普 週

誠 靴 1

答む¥翼■騒 恣=に 風 往 8/8

弥生 風部 揺ミち子・彊 ヘラミカ 千 晋 JEl ぶ
Ｗ

モ獲 色 砂楓 を含 む 石 風径 5/8

弥 生 風 部 Fttfブ

'テ

  ・打 Tさ え 普 通 種 色 Z.bYKb/8 ヽ
喜

風 径 ″ 8

杯 生 嬌 部 10.Om 目1甲 ごえ °ア Tさ え 普 IID ス買褐色 10ⅧyZ
翌子聟響審ぞ重F 風 往 1/8

郭 生 低 部 Taぇ 営 週 伐 買 種 色 10Ⅷン 4 り 租 ぞ貧 む 有 低 俊 4/8

杯 王 風 部 目FF aえ
。 指押さえ 晋 通 にコドい τ種色 1夕理P彎誕 ″■に低 住 0/6

弥生 底部 百碑 aぇ・
:肇撃ごえ 晋 通 にコドい ぞ色 翌鐸錯曽″量に底 住 Z/る

喩
麒 板汗

‐
後
"

晋 通 灰賞色 2.5Y7/2 ヽ
尋

り 種 ぞ 富 む 有 低 住 Z/6

弥生 底部 1げ llFご え・ア マダ拒 晋 Jm 灰 買 色 2.5Y7/Z
●幕

砂粒 を含 む 石 底径 8/8
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第 44図  S R 01中 層出土遺物実測図 (3)
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第 46図  S R 01中 層出土遺物実測図 (5)
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第 47図  S R 01中 層出土遺物実測図 (6)
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10 cm

第 49図  S R 01 中層出土遺物実測図 (8)

145～ 163は石製品である。全てサヌカイト製で両端に快りの入つた打製石庖丁やスクレ

イパーの他に,石鍬が多量に出土している。146は 大型の石庖丁と思われる。石鍬は両側

辺上部に刃つぶしされているものや扶り状になるもの (155)も ある。

時期は出土遺物より弥生時代前期古段階から新段階と思われる。

第 16表  S R 01中層出土石器観察表 (1)

物
号

遺
番 雷最 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石庖丁 8.O cm 4.l cm 0.8m 37.00, 両短辺に快 りあり,長側辺 (背)に敲打痕あり,刃部片面に摩減あ り

石庖丁 9.6 cm 9.2 cm 1.5 cm 163.7鑢 サヌカイト 一部欠損 ,左側辺に敲打痕あ り

スクレイハ・ 9.3 cm 8.2 gll 1.O all 85.842 サヌカイト

スクレイハ・ 7.4 cnl 7.3 cm 1.0 cm 65.02,

スクレイハ・― 6.4 cnl 4.4 cm 0.6 cm 16.722

スクレイハ・― 5.9 cm 7.9 cm 1.l cm 61.892 一部欠損

スクレイ′ヽ
°

8.9 cm 5.9 cm 1.6 cm 85.302

不 明 9.8 cm 10.9 oo 2.5m 238.942

石鏃 2.8 cm 2.lm 0.5m 3.282 サヌカイト 平基式,先端部欠損

石鍬 3.4 all 3.9 cm 0.9 all 9.09g 基部欠損 ,刃部片面に摩滅・擦痕あり

石鍬 5.6m 6.6 cm 1.3 cm 42.78g 風化 ,基部欠損 ,両側辺に敲打痕あ り

石 鍬 10.3 cnl 7.5 cln 1.5 cm 118.84g 左側辺に敲打痕あり

石 鍬 8.l cm 5.5 cm 1.3 cm 61.22g 右側辺に敲打痕あ り

石鍬 8.Om 5.9m 1.5 oo 96.56g 一部欠損 ,左側辺に敲打痕あ り,刃部両面に摩減・擦痕あ り

石鍬 10.7 cm 6.8 cln 1.6 cm 107.95g 基部欠損,片面に摩減あり

石鍬 9.8 cm 5.5 on 1.8 oll 95,702 基部欠損 ,右側辺に敲打痕あ り

石鍬 14.3 cm 10.8m 2.7 cln 427.03g 風化 ,両側辺に敲打痕あり,刃部両面に摩減あ り

打製石斧 6.2 oll 9。 l cm 2.O cm 147.882 長側辺 (背 )・ 左側辺に敲打痕あ り

台石 7.l cm 8.6 cm 3.8 cm 330。 98g 砂岩
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第 50図  S R 01中 層出土遺物実測図 (9)
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第 51図  S R 01中 層出土遺物実測図 (10)
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第17表  S R 01中 層出土土器観察表(3)

冒最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

弥生 壼

"‐

晋 lEl

「 7瓢器γ響孵審′
LEに 断

弥生 霊

鴛謝 哲党指押
1男
替端部に晋 通 折爵υ夢

色
異

1・

長鰐
粒を含む石口径 2/8

弥 生 重 霧F後指
|

晋 適 専戻醤をよ踊陽が
l.■留 P種

を含む石口径 7/8

弥 二 重 Zb.O cm Υ児砕
「

碑 晋 3El
1■響四 砂粗 そ省 む 石 口径 1/8

168 弥生 底部 6.9 cm 晋 適
:球肥7 '量

に 底径 8/8

63 弥生 底部 7.O cm 7・ 彊JIIさ 晋 適
1書肥Ψttξ″■tに 風径 8/8

弥生 底部 り|テ

‐

盤
稗|~ 普 通 贈 ス 買 色 Z.bYb/Z

1者馨霧 a量
に属 建 〃 8

弥生 底部 タタキ彼 サ日
9タ
ロ後ナ

|

晋通 転編:)軍
橙色 l≧■mn掌婁彗轟少量含底径 2/8

弥生 底部 b.O Cm タタキ後′サロ 普 通 浅買色2.5Y7/3 1%l■. 砂粒を含む石 嬌 後 1/8

弥生 底部 タタキ1た′サ日 晋通 ス ロ色 Z.bYyz l意
亀闘自酪肇『

少量含底径 1/8

弥生 底部 b.υ Cm

17駆騨Y
普 通 灰賞色25Y6/2

異1■5榎 ぞ宙む石低 建 〃 0

63 弥生 底部 5。 3 cm み窃等棒
ハケロ

砂 |

普通 灰賞色 2.5Y7/2
答む1ご鍔■騒  

『
貫に底径 8/8

杯 王 低 い タタキ722サ 日 晋通 灰貫色2.5Y7/2 1%1.■智蟹砂粒 を含 む 石 底径 3/8

弥 生 底 郡 秋

"餃
″

播督lTI 晋 適 灰 日色 5Y7/2  1 1羅
躍 『

少Lk宙 底径 6/8

弥生 底部 5.4 cul T野
・彊碑 普通 揺希k)F橙

色
「

聟肥% ィ世に底径 4/8

第 18表  S R 01中 層出土石器観察表 (2)

馨留働最 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

63 12.6 cm 5.2∞ 1.2 cm サヌカイト 一部欠損 .長側辺 (背)に敲打痕あ り ,両短辺 に決 りあ り

石 3.3 all 2.6 all 1.Om 風化 .基部・先端部欠損 .両側辺 に敲打痕あ り

石 鏃 2.2 clll 1.O all 0.3m 風化 .凹基式 .基部の一部欠損

63 1.6 cm 風 化 .刃部 欠損 .両側 辺 に亜 打 痕 あ り

63 60.82g 刃部 欠相 _両側 辺 に飾 打 痕 ′

台 石 7.3 cm 4.2 cm 3.5 cm 2∞.2ね 花闘岩 一部欠損

第52図  S R 01上 層出土遺物実測図(1)
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01上層出土遺物実測図 (2)
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第 54図  S R ol上 層出土遺物実測図 (3)
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第55図  S R 01上 層出土遺物実測図(4)

中層 (上層)は暗灰色や淡灰茶色の粘質土を主とする層である。

上層より164～ 184が出土 している。

164～ 178は弥生土器である。165は直口壺で,体部から口縁部が外方に屈曲し,日縁端

部をそのまま終わらせている。口縁部外面には二条の刻目突帯を持つ壺である。167は 口
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第 19表  S R 01上層出土土器観察表 (1)

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

64 弥 生 壼 打 ′摩減 ■ア ・,日 ,甲 ご 晋 Jm 妹 日色 Z.5Y8/2
J」峙 鰹 r三 口磯 1/8

弥 生 壷 単 瀬 t外

'沈

線 晋 yIE 灰 貢 色 2.5Y6/2

「
′響鼎 ′量に底径 3/8

弥生 艶 ′|テ 郵碑さえ後サ 晋 通 ぶ
ｍ

:橙色 呼押Ψttξ″■tに 口径 1/8

64 弥生 受 摩 減 弾 aぇ 。
厚 逆IL」 口縁 晋 通 橙色 5YR6/6 り 種 を言 U有 日住 1/0

弥 生 翼 り|テ
・

1'lF‐ t71・

'泥

漱 晋 週 崚 片

64 弥 生 贅 イヽ 艮 雌覆 色

「
≠』P弊 ″Lrに 仮 片

生 風 ■ごえ・ 個押さえ 晋 適 灰買色 2.5Y7/2

=メ
翌ツ習り戦ξ

`7ド

に底径 2/8

靴
生底 摩 減 碑 ひえ・厚 晋 JEI 灰買褐色 10YR6/2

押ツ
,■ lに 底径 2/8

靴
王晨 チ|テ

‐

ヘラ肖りり 昔 週 低 建 ン 0

64 靴生底 6.4 cm 了棘FJTa 晋 通 灰買褐色 10YR6/2
.長四 P粒

を含む石底径 8/8

鞭生氏 剰 離 肺 普 7E 灰 貫 色 Z.bY7/Z り肛を省む石 低 建 3/6

椰 生 登 別 離 ldl駆 普 通 氏 貰 覆 色 10Yポツ 3 姜ヽ型子僻 ″世につ ま み

弥 生 霊 壁 瀬 晋 30 炒 種 ぞ省 む 右 収 片

豚 生 霊 摯
・,日

'甲

ご 普 Jm (種色
1碧翌子弊 ″並に日建 〃 8

郭 生 霊 穐
・アアtfFハ 普 Jm 戌 貫 E色 10Y邸 /」 り 種 を省 む 右 日建 〃 8

弥 王 霊 7夕 千俊 ハ

'日
営 週 伐 買 種 色 10YКン 4

霧鶏昌諄肇『
グ量言〔L3/0

弥 生 亜 チIF ″
‐

叉v響撃に晋 迫 てモL
.■

"P粒
を含む石 破 片

64 弥 生 霊 タタ千彼ハタ日
」 晋 適 灰 日色 Z.5Y8/2 lRξ鶏畿諄曇F少量省底 往 3/8

杯 生 霊 タフ千俊 ハケ日 普 Jm 氷 質 色 Z.bY7/Z り 種 ぞ省 む 有

64 壼 タタ千後ハ

'日

ヘラ自Jり 晋 ln itL 砂 粗 そ曾 む 石 底 後 6/8

霊

``」

灰ハ7日・攣 瀬 晋 週 灰 貰 色 Z.bY7/Z り粗ぞ省む石 底 建 3/8

タタキ後ハケ日 11ナテ
‐
後ナテ

‐
普 通 ス Xtt Z.bY7/Z 1=J rグ貫宙 lLt住 1/0

霊 ″ 破 打 晋 週 ヽ
専

霊 催「,騒 妹 賣 色 Z.bY7/Z II逹聖g潔響
「

グ世官低 建 Z/8

壼 晋 Jm ～ 4 1nmの 砂粒 そ多世 に 底律 8/8

弥 生 難 梶豪
タタキ後ハ げ

・
晋 遠 〔覆色 1っ

:「1 躙争諄曇薫少量曾佳 1/8

郭 王 艶
卿 暉晶え俊す 普 週 ス貫色 Z.bYO/Z 日建 1/6

弥生 蠅 横青 テ
‐
・指 押 晋 通 |り種ぞ宙 0有 日建 J/0

弥 生 艶 15.Oc田 横

"
晋 速 τ橙色 ～ u.Э nunり り社 τグLI 口径 1/8

弥 生 羹 犠馬
朝 晋 週 砂 種 ぞ省 む 右 口建 1/8

弥 生 受 18.OC回 タタキ・ナテ・ 晋 週 に
２

色 砂 種 ぞ省 む 右 口往 1/8

杯 生 翼

晰
営 lID 〔覆色 百雲。長署響痒グ世宙帳 万

57T・ 生 蠅 日後稲
"

晋 通
.■響蟹′ノ私γ富じ有 口径 5/8

弥 生 羹 模馬
サ舛

弘鶉 晋 通 (橙色 り柾ぞ省む石 僣E1/8

邦 生 蠅 辱;脚拓 月・ハ7依 ,日 普 JIE ス貫色 Z.bYO/Z lfイ 鶏欝路曇Fグ世省EllL Z/8

杯 生 艶 願 営 週 黒 色 Z.bY〃 1 り 種 を 省 む 右 崚 庁

弥生 受 辱;輯層 晋 通 浅貫色 2.5Y7/3 l意
丼習 ρ

砂粒 を少世含 口径 1/8

弥生 艶 18.O cln タタキ・IIl離 J瞑 [・ 77 晋 通 減買橙色 10YR8/4
,石 鍔ツ ,ttに 口径 1/8

223 弥生 艶 16.O cll

好ナ後
ハケロ・

'ロ
リリ・77 晋 適 1こ

`ド

し モ橙色
響

'

,量 に 口径2/8

弥 生 受 横

"
晋 通

型暉羅評
を含む石口律 1/8

弥 生 翼 4.6 cln タタキ・′サロ 登碑 さ 晋 Im 灰 貰 褐 色 10駅 yz
1饗Ψ繋′量に

啄 生 受 好鯖
'

晋 71B 〔種色 砂粗 そ宙 む 右 口往 1/8

郷 生 琵 タタキ・′サロ
滑

普 週 む
Z君
ズ円静ど鮮Jダ・

II百 t23/8

弥 生 艶 横青・・′サロ ・驚 製 晋 週 雌種 色 l‰鱚 F省
む帳 片

ガ生 艶 輌描沈線・サ 旧 澤 糸 発 普 週 モ種色 口往 1/8

豚 生 受 堤炉沈線
・ハ さえ。ヘ 旧 澤 糸 覺 普 週 灰 貫 褐 色 10YK6/Z ～ l llllllリリ 租 τ 夕 ■rt、 日往 b/8

艶 ダヵj等り甲さ ,さ え俊ハ 昔 llD ス買働色 10YKO/Z り租を宙む有 JLt住 4/6

艶

…

「
・ヘ

営 週 ス買色 Z.bY7/Z
翌γ

ンカこ1こ 低 建 〃 0

密
艶 4.9 cm 制 離 リ

ト
テ

・

晋 通 灰賛色 2.5Y7/2
響γ耀探馨夕・

に低 建 0/6
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島最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調  1  胎    土 遺存度

覺 ■ごえ・
竿 υ嘱・1目 :甲 ご 晋 週

|ス編:)軍
種色 1■四 ′種を言む右低 建 0/0

受 馨:修ンヽ夕日・ハケ日修Jテ
‐

晋 適 歩爵x)革
色

「李撮T?嗜攣乳ξ″量に底後 8/8

鸞 9 Cm
～

削 り後
"

営 週 析爵総霧色   1蹂 LLttPP電驀 ″■lに 底径 1/8

受 肺 普 週 黒 色 Z.bY〃 1  1実
答Li mの

り 板 を言 U有 低 位 ″ 0

翼 アi子″ タ`ロ 今ζりり。1日 Fll 普 IIII
F爵需霧色   10.1～ 5 mmの砂粒を含む 晨 住 y0

239 甕 今7り り・彊llF 普 通
|

こ
爵粉男色 |よ:¥翌γ4寡響′夏に 低 建 4/8

受 摩 瀬 肺 音 3m こぶ い貫 破 色 ■ヽ響T`Fttτ百び徊 低 俊 b/6

縁部が朝顔型に開く壺である。底部はしっかりした平底を持つものと丸みを持ちながら小

さい平底のものがある。

179～ 184は石製品である。179は両端に決りを持つ打製石庖丁である。180は石鎌と思われる。

時期は出土遺物より弥生時代中期から後期が考えられる。

④上層

上層はSR01の 最終堆積層である。この時期にはこの層以下の流路方向が西方向に屈

曲するのに対し,上層はほぼ真っ直ぐの流路方向を取る。

この層は暗灰色や暗茶白色の粘質土を主とする層である。

上層より185～ 289の遺物が出土している。

185～ 196は弥生時代前期から中期の土器である。

壺は口縁部を短く外方に屈曲させるもので,甕は如意状口縁のものと逆 L口縁のものが

みられる。196は蓋である。

197～ 258は弥生時代後期の土器である。

197～ 209は壺である。国縁端部を上下に拡張するものとそのまま終わらせるものがみら

れる。体部外面は叩きののち刷毛目が,内面は板なでや刷毛目が施されている。底部は小

さい平底を残す。201は外面に線刻がみられる。

210～ 240は甕である。頸部を「く」の字に屈曲させるもので,日縁は真っ直ぐ延びるものと

やや外反させるもの,やや外反させ口縁端部を小さく摘み上げるものがある。底部はじっかり

した平底を持つものから丸底気味の平底のものまで認められる。225は頸部を「く」の字に屈曲

させ ,日縁をやや外反させる。体部最大径はほぼ中央にある。体部外面には叩きののち刷毛目

が,内面は下半を指頭痕,上半には刷毛目が施されている。228は頸部を「く」の字に屈曲させ ,

日縁端部を小さく上方に摘み上げるものである。頸部内面の屈曲はシャープである。体部夕ヽ面

には縦方向の刷毛目が,内面には体部最大径より下半をヘラ削り,上半には指頭痕が施され

ている。2290230は 酒津型甕である。やや長胴の体部から頸部を「く」の字に屈曲させ,日縁部
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第 56図  S R 01上 層出土遺物実測図(5)

は上方に立ち上がる。口縁部外面には櫛描沈線が多条施されている。体部外面には細かい刷

毛目が,内面には下半にヘラ削 り,上半に指頭痕が施されているも体部最大径は上半にある。

241～ 255は鉢である。

鉢には底部が平底のものと底部のみ不定方向のヘラ削 りによって丸底化されたものがあ

る。体部は内彎するものが主で直線的に延びるものが少量みられる。日縁部には外方に屈

曲させるものがある。日縁端部は丸 くおさめるものと面を持たせるものがある。体部外面

0                 10 cm
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第 58図  S R 01上 層出土遺物実測図 (7)
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第 60図  S R 01上 層出土遺物実測図 (9)
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0                                      10 cm

R01上層出土遺物実測図 (10)
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第62図  S R 01上 層出土遺物実測図(11)

の調整は叩きを基本とし,内面は刷毛目を基本とするものである。2420245は体部内面の

刷毛目調整のあと縦方向のヘラ磨きが施されている。

256は高杯である。脚部は中央で外方に屈曲させる。屈曲点下に3箇所,穿孔が認められる。

257・ 258は 製塩土器である。体部を内彎させるもので,外面には叩きが施されている。

脚部外面には指頭痕状の指なでが施されている。
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0                                    20 cm

第63図  S R 01上 層出土遺物実測図(12)

259～ 289は 石製品である。

259～ 266は打製石庖丁である。打製石庖丁にしたものには両端に快りを持つものと持た

ないものがある。ほとんど横長の長方形を呈する。267～ 271は スクレイパーである。269

～271の ように肉太の身から刃部を作るものがある。272は石錐,273～ 275は石鏃である。
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第20表  S R 01上層出土土器観察表(2)

物
号

遺
番 冒最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥生 鉢 11.7m 6.l cm 2.6 all ャ
・・指押さ 採

"・

後ナ 普通 明褐色 7.5Yb/6 さごミ翼嘩 ′量に8/8

弥生 鉢 16.Om 7.2 cm 4.4m

ジ1換 ;;夕 | 財笑 普通 浅黄色 2.5Y7/3
異l■ε

粒を含む石4/8

弥生 鉢 16.9 cm 6.l cm 5.3 cm さふ慾導鋼慣奪I覚
普通 折爵υF色 答ごミ翼鑑 ′量に6/8

弥生 鉢 18.8 cm 6.2 cm 5.Om 央;吉:ぢ
タタキ・会場欝翼 普通 折爵υF色 異

1・

長鰹
粒を含む石7/8

弥生 鉢 17.lm 6.l cm 5.2 cm

蠣]湯複措ti具
師 普通 灰黄色 2.5Y6/2 きじ増理P槃こ量に7/8

弥生 鉢 タタキ後
"・

引[FJト テ
・

普通 灰賞色 2.5Y7/2
%1.■四 P粒

を含む石破片

弥生 鉢 18.5 cln 7.5 cnl 5.6 cm :1箭

"青

・′サロ」け
゛

普通 灰賞色 2.5Y7/2
異

1・

長鰹 粒を含む石6/8

弥生 鉢 16.O clll

Y〃寄翼押諄響
さえ 普通 浅賞色 2.5Y7/3 ゝ1こ

ミ円£路夢『
少量含口径 1/8

弥生 鉢 18.8 cm ″・・′サロ ハケロ・ナテ・ 普通 灰黄褐色 10YR5/2
ゝ

1看
奨円£酪蓼『

少量含口径 2/8

弥生 鉢 19.O cm ナテ
・

暫党指押 普通 灰賞色 2.5Y7/2 し1～ l lnmの砂粒を少量含口径 1/8

68 弥生 鉢 27.Om
楼」与Li;;イ

キダロ・横ナ 普通 折爵υ夢色 異1■免躍鍵P粒
を含む石口径 1/8

隆鎌鉢 7.5 cm タタキ・ヘラliJり 採
"・

後ナ 普通 浅賞色 2.5Y7/3
ltl■発躍鍵″

粒を含む石底径 8/8

68
詮鎌鉢 3.O cm 情

・
普通 灰賞色 2.5Y7/2

異
1・

長鰹 粒を含む石底径 8/8

隆爺鉢 3.9 cln

"・ 営優ギ
ケ 普通 折爵υF色 異

1・

長留
粒を含む石底径 8/8

255 68 弥生 鉢 15.6m 9.5 cm 7.8m
i暮 11｀まう

`キ

・
郭哲1指

普通 賞褐色 2.5Y5/3 答む乃桑貯P難き量に4/8

68 弥生 高杯 13.9 cm 刺離 剰離 穿7L3ケ 所 普通 明赤褐色 5YR5/6
答ざ■鍔躁 ′量に脚部 5/8

68 摯集製塩 4.8 cm
I繕締督ダ

‐
掘暫I指

普通 浅黄橙色 10Y田/3
答ごミ理P難、'量

に 脚部 8/8

68 至窯製塩 5.5m
:籍飾曽ぼ

・
播言党指 普通 灰白色 2.5Y8/2 し1看

翼理β響響『
少量含脚部 8/8

第21表  S R 01上層出土石器観察表

物
号

遺
番

真
版

写
図 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 。 調 整 の 特 徴

68 石庖丁 9.6 cm 4.4 cal 0.9 cm 54.09g 一部欠根 ,短側辺の一方に快 りあり,長側辺 (背 )に敲打痕あり

68 石庖丁 6.9 cm 5.6 cm 0.9 cm 46.252 サヌカイト 風化 ,一部欠損 .短側辺の一方に扶 りあり,片面に摩滅あり

68 石庖丁 7.O cm 4.l cnl 0.9 cm 風化

262 68 石庖丁 6.4 cm 4.9 cnl 0.6 all 28.53g サヌカイト 一部欠損

石庖丁 4.9 cm 5.l cnl 0.8 oll 19.69g 風化 。一部欠損 ,長側辺 (背 )に敲打痕あ り

68 石庖丁 4.4 cm 5.Om 1.O oll 25.18g 風化 .一部欠損

265 石庖丁 3.7m 6.7 cnl 0.7m 20。 70g サヌカイト

石庖丁 4.2m 5.Om 0.8 clll 20.732 サヌカイト 月1化

267 スクレイハ・― 6.3 cm 3.3 cnl 0.7 cnl 14.62g 風化

268 スクレイハ・― 8.l cln 5.4 cm 0.7 cm 33.20, サヌカイト 風化

スクレイハ・― 9.6 all 5.lcロ 1.6 all 125.67g 風化 ,一部欠損 ,長側辺 (背)に敲打痕あり

スクレイハ・― 10。 l cm 6.l cm 1.8 cm 176.45文 風化 .長側辺 (背)に敲打痕あ り

スクレイハ・― 9.4 cm 6.3 cm 1.9 cm 158.18g サヌカイト 風化 ,長側辺 (背)に敲打痕あ り

石錐 3.O oll 1.6m 0.8m 2.62g

石 鏃 2.O cm 1.4 cm 0.3m 0.80g 風化 ,平基式

石鏃 2.5 all 1.3m 0.3 cm 0.73g サヌカイト 平基式

石鏃 1.7 cm 1.6 cln 0.3 cm 0.76g サヌカイト 平基式 ,先端部欠損

不明 7.6 all 6.2 cnl 1.6 cnl 109.62g サヌカイト 風化 ,両側辺に敲打痕あり

石 鍬 9.l all 5.2 cul 1.3 cnl 67.372 サヌカイト 風化 ,刃部欠損 ,両側辺に敲打痕あ り

石鍬 2.9m 3.9 cnl 1.8 cm 18.60g サヌカイト 基部欠損 ,刃部両面に摩減・擦痕あ り

石 鍬 8.9 clll 6.2 cnl 1.7 cm 115.89g 白色風化 .基部欠損 .両側辺 に敲打痕あ り .刃部両面 に摩滅・擦痕あ り

280 石鍬 8.O cm 7.3 cln 2.6 cm 180.12g サヌカイト 風化 .基部・刃部欠損 .右側辺に敲打痕あ り

281 石鍬 9.4 cm 5。 9 cm 1.l cm 52.50g 左側辺に敲打痕あ り,刃部片面に摩減あ り

282 石 鍬 8.O cm 5.6 cm 1.9 cnl 127.64■ 風化 .刃部欠損 .両側辺に敲打痕あり,片面に摩滅あ り

283 石鍬 6.O cm 6.2 cm 1.7 cal 83.51g サヌカイト 風化 ,刃部欠損 ,左側辺に敲打痕あり

284 石鍬 24.6 cm 11.O cnl 3.O cm 990.52g 風化 ,両側辺に敲打痕あ り,刃部片面に摩減あり

285 石鍬 5.2 cm 5,7 clll 1.Om 40.89■ サヌカイト 風化 ,刃部欠損 。両側辺に敲打痕あり

286 石鍬 7.3 cm 5。 7 cm 1.6 cFl 70.57g サヌカイト 風化 ,基部欠損 ,左側辺に敲打痕あり

287 石鍾 8.2 cm 9.4 cln 3.l cm 389.662 安山岩 風化 ,両側辺に決 りあり

288 砥石 17.l cm 19.O cm 10.2 cm 3890.00, 砂岩 一部欠損 .両面に摩滅あ り

289 砥石 27.5 cm 15.5 cm 5.5 cal 3570.00g 輝緑岩 一部欠損 ,両面に摩滅あ り
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277～ 286は打製石鍬である。

281は瓢箪型を呈する小型の石

鍬である。284は大型の石鍬で

ある。柄を接合する部分と思

われる中央部側辺はやや大き

い快 りを持たせ,刃 つぶしを

行っている。刃部は傾斜を持

ち,片側に摩滅痕を残す。以

上は全てサヌカイト製である。

287は安山岩製の石錘である。

SR02

SR02は 当遺跡南部の宅

地部分東の第Ⅳ調査区と宅地

部分の第V調査区で検出した。

ちょうど第V調査区部分は川

津二代取遺跡の北西部で検出

された自然河川が北東方向に

延び,検出されたものと考え

られる。第Ⅲ調査区で検出さ

れたSR01と はこの部分で

合流するものと考えられる。

しかし,調査面積が狭いため

にSR02の 北側の掘 り方は

確認できたが南側は調査区外

にあるものと思われる。 SR

02の流路は北東方向に延び
,

調査区外へと延びる。

遺物は縄文時代晩期の土器

片や弥生時代前期の土器片が

少量出土している。
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SZ01(水 田遺構)

SZ01水 田遺構は調査区ほぼ中央部の地表下約 0。 7mで ,東西約30m,南北約50m

(約 400m2)の範囲で検出された。大小の畦畔で方形に小さく区画された水田址は合計34区

画検出された。この水田址を第65図のようにそれぞれの区画にNQ l～ No34と 振り,南北列

を西からA～ I列 と便宜上呼称する。

水田址は,南から北に緩やかに傾斜する部分に造られている。区画が集中して検出され

た南と北の比高差は14 cmを 計る。それぞれのA～ I列でその比高差をみるとD列 :4◆ 5 cm

(NQ 7と NQ 8)-3.Ocm(NQ 8と NQ 9)-2.5 cm(NQ 9と NQ 10)-1.O cm(NQ 10と NQ ll),

E列 :1。 Ocm(NQ 14と NQ 15)-1.5 cm(NQ 15と NQ 16)-3.O cm(NQ 16と NQ 17)-2.Ocm

(NQ 17と No 18), F列 :0.5 cm(No21と NQ 22)-2.Ocm(NQ 22と NQ23), G列 :0.5 cm

(NQ 25と NQ 26)-3.O cm(NQ 26と NQ 27)-0.5 cm(NQ27と NQ 28), H列 :1.5 cm(NQ29

とNQ 30)-3。 O cm(NQ 30と NQ31)-2.O cm(NQ31と NQ32)と なる。南北列の比高差には

0.5～ 4.5 cmと 幅がみられる。

水田址は,幅 45～ 78 cm,高 さ4 cm程度を計る大畦畔を南辺と東辺および西辺に配し,そ

のなかを小区画に分けている。まず,等高

線に直行 して幅20～ 30 cm,高 さ4 cmの 中

畦畔をほぼ等間隔で南北に9本配し,等高

線に平行する東西の小畦畔を適宜設けてい

る。南北に配された中畦畔の間隔は,その

差が lm以内とほぼ一定 しているが,東西

に配された小畦畔の間隔は, lm以上とや

や幅を持ち,一定 していない。

中畦畔と小畦畔によつて区画されたそれ

ぞれの水田址は,ほぼ正方形を呈するもの

もみられるが,ほ とんどは南北のやや長い

長方形を呈 している。水田址一区画の一辺

の幅は南北 2.5～ 4.4m,東西2.55～ 3.45

mを計る。区画が明確にわかるものは16区

画で,最大のものは水田NQ 21で東西3.00

m× 南北4.40m(13.20m2)を 計 り,最小

′

″・

G
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L=7.20 m A′

↑

A地点

プラント・オパール土層採集第 2-1地点 ,

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③

耕作土

濁茶白色粘質土層

暗茶白色粘質土層

淡茶灰色粘質土層

茶灰色粘質土層

(下層は濁責白色粘質土層 )

③

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

茶責色粘質土層

淡茶色粘質土層

こげ茶色粘質土層
⑩より暗い
灰こげ茶色粘質土層
暗こげ茶灰色粘質土層
淡責茶灰色粘質土層

↑

C地点

プラント・オパール土層採集第 2-2地点①②

濁灰色粘質土層

0            1m

茶灰色祖砂混 じり粘質土層

濁灰色粗砂混 じり粘質土層 朧二:‖鷹醤3君稼:多量彗:F生」同一でもよい

第 67図  Ⅳ区水田址西壁土層断面図

L=7.60 m B,

第 68図 Ⅳ区水田址北壁土層断面図

① 耕作土
② こげ茶灰色粘質土層
③ 濁茶白色粘質土層 (下層は濁責白色粘質土層)

④ 暗茶白色粘質土層
⑤ 淡茶灰色粘質土層
⑥ 茶灰色粘質土層
⑦ ⑮よりやや暗い
③ こげ茶灰色粘質土層 (⑨より少し淡い)

⑨ 茶灰色粗砂混じり粘質土層 (1～ 6 mm程 度の粗砂を多量に含む)

] [:i堡貫::を17i:11:i‖
ξ儒纏醤雰名9161:』蓼:″ |:暮 憲|

⑬ 茶黄色粘質土層 (やや粗砂混じる)

⑭ 淡茶色粘質土層
⑮ 茶色粘質土層
⑮ 淡茶色粘質土層
⑫ 暗こげ茶黒灰色粘質土層
⑬ 淡黄茶灰色粘質土層

⑮ ⑮
0           1m

L=6。 90m

0            1m

0           1m

第 69図 水田址断面図
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のものは水田NQ 16で 東西 2。 75m×南北2.50m(6.88m2)を計る。平均は約 10m2と なり,香

川県で検出されている同時期の水田址の一区画当りの面積に比べるとやや広いようである。

それぞれの区画には水国が設けられてお り,(
「畦越し」による配水は行っていないようである。

水田址付近の土層堆積状況は第67図 のとおりで

ある。水田址上層の第①層～⑨層は水平堆積を呈

し,現水田面と中。近世頃の水田面と思われる。

第⑨層下面より検出された水田址は第⑮層 (淡

黄茶灰色粘質土層)を基盤層としており,その上

層に堆積する第⑭層 (暗 こげ茶灰色粘質土層)を

水田耕土としている。この水田耕土層は厚さ10 cm

を計る。畦畔は水田耕土とほぼ同質で,暗こげ茶

色粘質土を呈する。
0

この水田址の時期を土層出土遺物からみると,   012
345678910111213141516(耐 )

(面積 )

水田耕土とする第⑭層より縄文時代晩期の土器や 第 70図 検出水田面積分布

第22表 水田址面積一覧表

水田NIQ 南北長 (m) 東西長 (m) 面積 (m2) 標高 (m) (0.38) (1.12) 6.68

l (1.20) 6.89 (1.27) 6.70～ 6.73

(2.90) (1.32) 6.90～ 6.91 (0.73) (0.56) 6.80

(1.46) (1.37) 6.63 3.∞ 6.73～ 6.77

4 (0.38) (0.65) 6.68 10.33 6.72～ 6.77

(1.40) (2.54) 6.58 6.71～ 6.74

(1.30) 6.59～ 6.67 (0.70) (1.54)

(1.94) 6.77 2.55 6.75～ 6.77

13.07 6.70～ 6.75 6.75～ 6.78

10.03 6.68～ 6.71 3.65 6.72～ 6.75

2.75 6.65～ 6.69 (1.20) 6.71～ 6.75

(1.12) (2.56) 6.67～ 6.69 2.80 6.75～ 6.82

(0.40) (1.80) 10.64 6.75～ 6.79

(1.50) (3.33) 6.70～ 6.76 2.55 6.73～ 6.75

2.80 6.74～ 6.77 (1.04) 6.72

9.72 6.72～ 6.77 (1.70) (0.62) 6.83～ 6.85

2.75 6.88 6.71～ 6.75 (1.05) 6.81～ 6.85

2.70 6.69～ 6.71
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石器が出土している (第 71図 294～ 297)。 また,水田耕土上部に堆積した第⑪層からは

弥生土器と思われる土器片が出土しているが,畦畔から遺物は出土していない。このこと

から時期は縄文時代晩期から弥生時代の水田であることがわかる。

次に第68図の土層図からみると第⑬層上面から弥生時代前期から中期にかけて機能して

いた溝SD19が切り込まれていることから弥生時代中期以前であることがわかる。

以上のことから川津下樋遺跡で検出された水田址は縄文時代晩期から弥生時代中期の間

に造られたものである。

290～ 297は水田耕土 (暗こげ茶黒灰色粘質土層)よ り出土した遺物である。2900291

は深鉢である。290は頸部を外反させ,日縁端部を少し尖らせ気味に終わらせるものであ

る。291は口縁端部内面に二条の沈線を持つ。292は 浅鉢である。小破片であるが体部と頸

部の境に屈曲部が認められる。293はボール状の鉢である。口縁部外面に二条の沈線を持

つ。294・ 295は石匙である。2960297は スクレイパーである。形態は半月状で,刃部は

内彎する。穂積み具として使われていたものと考える。

第 23表 水田址出土土器観察表

馨留届最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

290 縄文 深鉢 lT・ 青
・

普 通 浅賞色 2.5Y7/4 %ξ七響倅 ′量に破 片

291 縄文 深鉢 持
‐

J=テ
・

1黒曇褻零
普通 灰黄色 2.5Y7/2

ゝ
2看

髪習3砂
粒 を少量含 破 片

292 縄 文 離 暗灰費色 2.5Y5/2 0.3～ l mlの 砂粒 を含 む 破 片

縄文 鉢 14.2 cm 摩減・サ
‐

摩減

斃星8巽
普通 浅黄色 2.5Y7/3 慾

1君
翼響θ

砂粒を少量含口径 1/8

第 24表 水田址出土石器観察表

物
号 馨彗 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石 匙 5.2 cnl 4.2 cm 0.5 cm 10.952 白色風化

295 石 匙 ほ8 cm 8 cnl 0.7 cm 17.042

296 スタレイハ l oll 1.4 cm 94.37g 風化 ,一部欠損 ,長側辺 (背)に敲打痕あ り,刃部両面に摩減あ り

297 スクレイハ・― 14.6m 7.7 cm 1.3 cm 162.67g 風化 .長側辺 (背)に敲打痕 あ り
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第 71図  水田址出土遺物実測図
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SD18

SD18は 第Ⅲ oⅣ調査区で検出した遺構である。この溝はSR01が 西に屈曲する部

分より上流側の右岸から北方向に派生し,そのまま真っ直ぐ調査区外へと延びている。埋

土は上部が粘質土層で,最下層は砂層である。規模はSR01際 では天幅約1.76m,深 さ

約 0。 08mと かなり削平を受けているようである。第Ⅳ調査区東部ではほぼ同じ部分をSD

24が流路を取つているが,天幅約1.4m,深 さ約0.4mを 計る。

298～ 302は SD18よ り出土した遺物である。

298は壺の口縁と思われる。日唇部に刻み目が施されている。その他の壺の頸部には沈

線が施されている。
L=7.40 m A′

A一一

②∨焉

①

②
③
④
⑤
⑥
⑦
③

0           1m

S D18
暗茶灰色砂混じり粘質土層  ⑨ 責灰色粘質土層        ⑮ 灰色粘質土層
(1～ 2 mmの 砂粒を含む)  ⑩ 暗白色砂層(0.2～ 3mの砂粒) ⑫ 暗白色砂層
濁茶灰色粘質土目      ⑪ 灰茶色砂混じり粘質土層       (0.2～ 2mmの砂粒)

暗茶灰色粘質土層     (卜 3 mmの 砂粒 を少量含む)⑬ 茶灰色粘質土層        第 72図  S D 18土 層 断 面 図

1[:嘗 ]宮口"231骨ii]i[量 :5。
8零誦砂櫛

晟震奮彙曽是昔量層     31:鷺
ii]は増:暮[)   :11:;1:i:[[I](ベ

ース)

SD19

SD19は 第Ⅲ oⅣ調査区で検出した遺構である。この溝はSR01が 西に屈曲する部

分,ち ようど第 2井堰が検出された右岸から北東方向に派生 し,その後北方に流路を取る

ものである。第Ⅳ調査区ではSD19と SD21の 2条に分岐し,さ らに第Ⅱ調査区では

深さを減 じ,消滅する。規模は派生部分で天幅約6.2m,深 さ約0.6mを 計 り,分岐後の第

Ⅳ調査区では天幅約4.72m,深さ約0.56mを計る。

SD19の 最終埋没は水田址 (SZ01)の 東の大畦畔と小区画水田を壊 してお り,こ

の水田の埋没後,穿たれた溝であることがわかる。

303～ 321は SD19よ り出土 した遺物である。

303は 第Ⅲ調査区のSD19で 出土 した弥生土器底部である。305は 頸部に3条のヘラ描

沈線が施され,日縁端部外面下半には刻み目が認められる。306は長頸壺である。体部は

卵形を呈 し,口縁部外面に二条の凹線が僅かに認められる。307は 甑である。310～ 321は

石製品である。 310・ 311は打製石庖丁で,端部に決 りが認められる。315は SD19最 下
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L=7.00 m A′

① 灰茶色祖砂混じり粘質土層 (1～ 9 mm程度の砂粒を含む)

② 暗茶灰色組砂混じり粘質土層 (l～ 9mの砂粒を少量含む)

③ 灰黒色組砂混じり粘質土層
④ 茶灰色ta砂混じり粘質土層 (1～ 6鰤の砂粒を少量含む)

⑤ 暗茶灰色tB砂層 (l～ 5 mmの 砂粒)

⑥ 暗こげ茶灰色ta砂混じり粘質土層 (1～ 5 mmの 砂粒を少量含む)

⑦ 暗白色ta砂層 (0.2～ 5 mmの 砂粒)

③ 暗こげ茶白色砂層 (2 mm以下の砂粒)

⑨ 暗灰色粘土層 (少量粗砂が混じる)

⑩ 茶灰色祖砂混じり粘質土層 (tB砂 を多量に合む)

llD 暗こげ茶灰色粘質土層
⑫ 茶色粘質土層
⑬ 茶色砂層 (0.5～ 2 mm程度の砂粒)

⑭ 濁茶白色粘質土層
⑮ こげ茶灰色粘質土層
⑮ 明茶責色粘質土層
⑫ 明茶灰色粘質土層
⑬ 明灰責色粘質土層

壼Ъ
⑫

L=フ.30m
B′

④  淡灰責茶色粘質土層

②  暗白色砂質土層

⑬ 濁茶白色砂混じり粘質土層 (1～ 3 mmの 砂粒を多量に含む)

⑭ 灰色粘質土層
④ 暗茶白色砂層 (0.2～ 4 mmの 砂粒)

⑮ 茶灰色砂混じり粘質土層 (1～ 5 mmの 砂粒を多量に含む)

0 濁茶灰色砂混じり粘貿土層 (l～ 3 mmの 砂粒を少量含む)

① 茶灰色砂混じり粘質土層
O 暗茶灰色砂質土層
⑩ 暗灰色砂質土層
① 暗灰白色砂層 (0.2～ 4 mmの 砂粒)

⑭  茶灰色粘質土層

① 茶灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 2 mmの 砂粒を含む)

O 灰茶色砂混じり粘質土層 (0.2～ 2m●の砂粒を少量を含む)

⑮ こげ茶灰色粘質土層
⑮ 灰こげ茶色砂混じり粘質土層 (2●●以下の砂粒を含む)

① 暗灰白色砂層 (0.2～ :●●の砂粒)

O 暗こげ茶灰色粘質土層
O 灰色砂層 (0.2～ 2mの砂粒)

⑩ 灰色粘質土層

0           1m

C
②
③
C
⑤
⑥
②
③
⑨
⑩
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

蒻
司 …

暗こげ茶灰色砂混 じり粘質土層 (1～ 2 mmの 砂粒 を含む)

暗灰色粘質土層

暗灰色砂混 じり粘質土層 (1～ 2 mmの 砂粒 を含 む)

濁白黄色0穫 じり粘質土層 (1～ 3 mmの 砂粒 を含 む)

濁灰色砂混 じり76質土層 (l～ 3 mmの 砂粒 を少量含 む)

暗黒灰色砂混 じり粘質土層 (1～ 3 mmの 砂粒 を少量含 む)

茶灰色砂混 じり18質土層 (i～ 2 mmの 砂粒 を含 む)

ほぼ⑪と同じ
暗茶灰色粘質土層

濁茶灰色粘質土層

暗白色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒 )

暗灰責色砂混 じり粘質土層 (1～ 2 mmの 砂粒 を含 む)

暗灰責色砂質土層

暗灰 白色砂層 (0.2～ 3 omの 砂粒 )

茶灰色粘質土層

茶責灰色粘質土層

① 濁灰こげ茶色粘質土層 (l～ 5 mmの砂粒を含む)

⑫ 暗茶灰色砂混じり粘質土層 〈1～ 4mの砂粒・⑬をプロックで含む)

⑩ 暗灰色砂混じり粘質土層 (l～ 6 nmの 砂粒を少量含む)

〇 〇と同じ
⑮ 灰色砂質土層 (Oを プロンクで含む)

⑮ 濁灰色粘質土層 (微砂粒を含む)

① 暗黒灰色砂混じり粘質土層 (0.5～ 3 mmの 砂粒を含む)

⑩ 濁茶灰色砂混じり粘質土層 (0.5～ 3n昴の砂粒を含む)

① 濁茶灰色砂混じり粘質土層 (⑩より少量の砂粒を含む)

⑩ 暗黒灰色粘質土層 (一部に砂散を含む)

① 灰色粘質土層
① 灰色砂層 (0.2～ 3 mllの 砂粒)

⑬ 茶灰色砂混じり粘質土層 (l mm以 下の砂粒を含む)

O 灰色粘質土層 (微砂粒を含む)

① 暗灰色粘質土層 (徹砂粒を含む)

① 濁灰色粘質土層
①  茶責色粘質土層

⑪ 明灰茶色粘質土層
O 明茶灰色粘質土層                      ,

第 73図  S D 19土 層断面図
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0                 10 cm

0                                    10 cm

汽 4

0                  1o cm

第 75図  S D 18・ 19出土遺物実測図

層より出土 した石槍である。318～ 320は石鍬である。刃部を欠損するものが多いが,やや

刃部の広い短冊状を呈するものと思われる。321は打製石斧である。これら石製品はすべ

てサヌカイ ト製である。

時期は出土遺物より弥生時代前期～中期にかけて機能していたものと考えられる。

ヽ
ヽ

                                                                      9
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第25表  S D18出土土器観察表

物
号

遺
番

真
版

写
図 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

298 弥生 壼 習滅
・刻み摩滅 普通 掲豪υF橙色 異a■碧磐宅鷲粒

を含む石破片

299 弥生 壺 青・・板汗・ ,テ
・

望織1条の普通 灰自色 2.W8/2
ltきL21mの

砂粒を含む石破片

300 弥生 壼 持
・

サテ
・

(外)沈線 普通 掲薇移F橙
色

lta■碧電宅P粒
を含む石破片

惣鎌壼 7.5 cm サテ
・

情
°

普通 歩爵υF色 答缶着鍔P難な量に底径 2/8

第26表  S D18出土石器観察表

物
号

遺
番 暴母 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石鍬 10.l cm 7.4 cm 2.O cm 170.22g 基部・刃部欠損

第27表  S D19出土土器観察表

馨鋒吾最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎

Ｔ

土

Ｔ

遺存度

303 盟鎌壺 5.2 cm 摩減 摩減 普通 灰白色 10YR8/2 暮作ち畠肥躁 ′量に底径 3/8

304 縄文 深鉢
"・ "・

普通 灰黄掲色 10YR5/2
L=感 1部θ

砂粒を少量含 破片

弥生 甕
"・

・刻み目

"・ 鰐鳥鶴 普通
|:ミ.F橙

色 答ご七翼躊 ′量に破片

Ｆ

笠

生
顕

弥
長

7.l cln 摩減 霜豊指瞥域子条
の普通 灰色 5Y6/1～ 5/1 %群 r allllの

砂粒を含む長径 2/8

離
甑 7.O cm 板

"・

・サ
・

摩 減 普通 灰自色 5Y7/2 暮資ち乱肥躁 ′量に底径 4/8

308
1蓋

壺 8.6 cnl

"・

普通 灰自色 5Y8/2
答急露理P難●量に底径 8/8

309
隆鎌壺 7.4 cm 板持・・情・

摩減 普通 灰賛色 2.5Y7/2
答ごミ翼瘍 ′量

に底径 3/8

第 28表  S D19出土石器観察表

碁惣思彗 翻 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石庖丁 6.7 cm 3.7m 0.8 cm 風 も欠損.短側辺の一方に挟りあり
石庖丁 4.9m 6.3 cln .8 oll 022 里

`D
石庖丁 10.6 cm 6.9 cm 1.O cm 70.60g 風 .短側辺の一方 に決 りあ り .刃部片面 に魔滅あ り

石鏃 3.5 cln 2.l oll 0.2 all

石 鏃 3.5 cm 1.3 cm 0.3 cm 1.6∝ 風化 .柳葉式 .先端部欠相

石槍 5.3 cm .2 cm

スクレイハ・― 14.8m 5.3 cm 113.86g 風 .長側辺 (背)に敲打痕あ り

スクレイパ― 2 all 4 cm 8 cln 832 に敲打痕あ り

石 鍬 5.9 cm 1.7 cm 91.802 風 _刃部 次 41E^両側 初 に飾 打 瘍 あ り

石 鍬 6.l all 5.8伽 1.3 cm 風 化 .刃部 欠損 .石側 辺 に籠 打

石 鍬 3.2 oll 4.9 cEl 0.7 cm 風

打製石斧 9.5 cm 7.6 cm 2.2 cm 170.282 風化 .右側辺 に敲打痕あ り

第29表  S D 21出 土土器観察表
蟄

●

ユ
理
乗
π

真
版

写
図 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色   調 胎 土 遺存度

盟鮨壺 10.4 cln

"・

普通 婚戻姜と,1雑え答ざ七翼瘍 ′量
に底径 2/8

第30表  S D 21出 土石器観察表

整 形 ・ 調 整 の 特 徴

SD20

SD20は 第Ⅳ調査区北端で調査区東側から調査区内へ延び, SD19に 合流する溝で

ある。 SD19と は土層 (第 74図土層図)よ り前後関係は認められず,同時期であること

がわかる。 SD19と 同様にⅣ区北部では天幅の割に浅い溝である。
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SD21

SD21は 第Ⅳ調査区でSD19か ら北東に派生する溝である。土層図からはSD19

との前後関係は認められない。

322～ 324は SD21よ り出土した遺物である。322は 壺の底部である。3230324は ス

クレイパーである。323は一部欠損しているもののその他は細かい調整が施されている。

0           1m

① 暗黒灰色砂混じり粘質土層 (l mm程度の砂粒を少量含む)

② 暗茶灰色砂混じり粘質土層 (1～ 3 mmの 砂粒を少量含む)

③ 暗灰色粘質土層
④ 暗茶黒灰色粘質土層
⑤ 淡茶灰色粘質土層
⑥ 淡茶灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 3 mmの 砂粒を多量に含む)

⑦ 茶灰色粘質土層
③ 茶灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 3 mmの 砂粒を少量含む)

第 78図

§ :[il::首 !11[」[ltIIiili:』]i暮
む)§

 I:i:1:](ベ
ース)

⑮ 暗こげ茶灰色粘質土層
⑮ 灰黒色砂混じり粘質土層 (l～ 3 mmの 砂粒を含む)

S D 16024・ 21土層断面図

0                                    1o cm

第 79図  S D 21出 土遺物実測図

⑨ 灰色粘貿土層
⑩ 暗灰色砂層 (l mm以下の砂粒)

① 暗灰色粘質混じり砂層 (l mm以下の砂粒)

⑫ 茶灰色砂質土層
⑬ 灰色粘質土層
⑬ 責灰茶色土層
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SD23

SD23は SR01の 屈曲部から北方向に派生する溝である。ほぼ流路はSDl

と並走しており,そのまま調査区外に延びる。

第 80図  S D 18023土 層断面図

SD29

SD29は SR01に 東側からちょうど屈曲部に流れ込む溝で,ほぼ北方向に流路を取

る。上層は粘質土を主とした土層で,下層は砂を主とした土層からなる。ちょうど第 2井

堰前面に流れ込んでおり,こ の溝の水も第 2井堰に溜まるように造られていたものと考え

られる。

325～ 333は SD29出土の遺物である。

326は ほぼ直線的に延びる杯部が,日縁部で短く外反する高杯である。327は 蓋である。

A―一

0           1m

0           1m

第 81図  S D 29・ 31土層断面図

① 濁茶白色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒)

② 茶灰色砂質土層
③ 灰こげ茶色粘質土層
④ 灰色砂質土層
⑤ 茶灰色粘質土層
⑥ 灰色砂層 (i nm以下の砂粒)

⑦ 淡茶責色粘質土層
③ 茶灰色粘質土層
⑨ 淡白茶色粘質土層

8磨緊長菖塁昔[コ SD〕埋土
③ 茶灰色砂混じり粘質土層 (0.5～ 3 mmの 砂粒を含む)

① 茶灰色砂質土層
⑤ 茶灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 7mの砂粒を多量に含む)

⑥ 茶灰色砂質土層 (③ よりやや粒子がtBい )

⑦ 灰色砂混じり粘質土層 (0.2～ 3mの砂粒を多量に含む)

③ 茶灰色粘質土層 (徴砂粒を多量に含む)

⑨ 灰色|1質土層
⑩ 濁灰色砂質土層
⑪ 暗灰白色砂層〈l mm以 下の砂粒)

⑫ 茶灰色砂層 (0.2～ 5 mnの 砂粒)

⑬ 灰色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒)

⑭ 灰色砂層〈細砂粒)

3 警皐葉民』
質土層

   |(べ _ス
)

L=7.10 m A′

L=7.10 mA′

第31表  S D 29出 土土器観察表

物
号

遺
番

真
版

写
図 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥生 壺 持
・

ササ
・

麒絆り
出普通 灰黄色 2.5Y7/2

ゝ
1君
奨円£群どξ

少量含径 1/8

弥生 高杯 剥離 オ|:ヤ ナテ
・

普通 橙色 7.5YR7/6 答ご七翼瘍 ′量
に破片

弥生 蓋 肺
‐

剰離 普通 灰黄色 2.5Y7/2
答しヽ晶田P騒3量

につ まみ
8/8

第32表  S D 29出 土石器観察表

惣

ウ

遺
番 層最 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石 鍬 l cm 6.l cm 1.O cm 115.4餃 風化 ,刃部両側辺に敲打痕あり,刃部両面に摩減あ り

10。 9 cnl 6.4 cm 1.2 cln 103.65, 白色風化 ,一部欠損

330 打製石斧 9。 9 cnl 9.8m 2.4 all 238.542 両側辺に敲打痕あ り。両面に摩減あり,装着痕あ り

331 スタレイパ― 9.4 cm 10.O cm 2.6 cal 237.45g 風化

石 鍬 5.3 cm 4.8m 1.3 cm 55.58g 基部・刃部欠損 ,両側辺に敲打痕あ り

333 石鍬 9.6 cm 5.4 cm 126.462 両側辺に敲打痕あり
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第82図  S D 27出 土遺物実測図(1)
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Ⅶ

0                                   1o cm

D27出土遺物実測図 (2)
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SD30

SD30は SD29の 南側で,並走する溝である。土層は砂層を主としている。ちょう

ど第 1井堰の前面に流れ込んでおり, SD29と 同様な目的で造られたものと考えられる。

334～ 343は SD30出 土遺物である。334～ 337は 壺である。337は小型の壺である。

体部上半外面に3条のヘラ描沈線が施されている。

時期は弥生時代前期から中期である。

第 84図  S D 30・ 32土層断面図

⑩ 濁白色砂層 (細砂粒)

⑪ 濁自茶色砂層

(0.l～ 2 mmの 砂粒)

⑫ 灰色砂層 〈薇砂粒)

⑬ 暗灰色砂層 (微砂粒)

⑭ 濁茶白色砂層

(0.1～ 4 mmの 砂粒)

⑮ 濁白茶色砂層

(0.1～ 3 mmの 砂粒)

3戻葉:聴晏童日三二](ベース)

① 灰色粘質土層
② 暗白色砂層 (0.2～ 5 mmの 砂粒)

③ 淡責茶色砂層〈l mm以 下の砂粒)

④ 淡灰黄色砂貿土層
⑤ 自灰色砂層 (微砂粒)

⑥ '炎灰茶色砂層 (0.5～ 2 mmの 砂粒)

⑦ 濁白色砂層 (微砂粒)

③ 灰色砂質土層
⑨ 淡茶灰色砂層 (l～ 5 mmの 砂粒)

⑩ 淡灰色砂層 (0.2～ 3 mmの 砂粒)

⑪ 淡茶色砂層 (1～ 3 mmの 砂粒)

⑫ 灰茶色砂層〈l mm以 下の砂粒)

⑬ 濁白灰色砂質土層
⑭ 淡茶灰色砂質土層
⑮ 淡灰茶色砂質土層
⑮ 淡こげ茶灰色砂質土層
⑫ 淡茶色砂質土層

8警優奮星嘗星青
層~~¬

(ベース)

①

B'    3

④
⑤
⑥

⑦

③
◎

濁茶白色砂層 (細砂粒)

自灰茶色砂質土層

灰茶色粘質土層

暗灰色粘砂土層

濁灰自色砂層 (徴砂粒)

暗白色砂層

(0.l～ 2 mmの 砂粒)

濁茶白色砂層

(0.l～ 2 omの 砂粒)

濁茶灰白色粘砂土層

暗黄白色砂層

(l mn以 下の砂粒)

L〓 7.00m A′

L=7.20m

第33表  S D 30出 土土器観察表

孟景 糠 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

334 弥 生 亜 ナテ り
‐
テ 晋 適 浅 買 色 Z.5Y7/3 1.■5P種そ言む石口径 1/8

335 弥 生 堂

滅撻重璽写
普 週 氷 貫 色 Z.bY7/Z

奥l■響 ♂
科τtt U相 そL1/6

弥 生 重 t外,死漱 昔 週 贈ス 買 色 Z.bYb/Z
r長石饗すrり

種をグ貫箇 慎 片

杯 生 重 JIテ

‐

!「・指ナ に
ラ

部
ヘ

体
の

駆 晋 通 灰貢色 2.5Y7/2
異l■響邸♂

租を宙U右 7/8

弥 生 琵 普 週 λ希;)革
種色

1者翌子理響審″
量に日住 1/8

J3V 郷 生 低 部
喘書

彊
'ア

・ 指押さえ 晋 通 橋編:が
橙色

「
響吻 粒を多量に底径 2/8

第34表  S D 30出 土石器観察表

器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

7 cm

SD31

SD31は SD29か ら派生し,SR01に 流れ込む溝である。規模は天幅約0.85m,深さ約

0.21mと 浅い溝である。底のレベルにかなり差があるので最終埋没頃に分流した可育旨齢 考 えられる。
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0                                    10 cm

D30出土遺物実測図
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SD32

SD32は SD30よ り派生し, SR01に流れ込む溝である。規模は天幅約 1。 6m,

深さ約 0。 36mと 浅い溝である。この溝もSD31と 同様に,底のレベルに差があることか

ら,最終埋没頃に分流した可能性が考えられる。

SD33

SD33は SR01西 側から流れ込む溝である。北東方向に流路を取る。規模は天幅約

1。 35m,深 さ約 0。 54mを計る。

344～ 347は SD33よ り出土した遺物である。344は壺の底部で,体部最下部に2条の

ヘラ描沈線が施されている。また,底部外面にはヘラ描による模様が施されている。

時期は弥生時代前期である。

これらSD29～ 33は全て南西方向からSR01に 流れ込み, SD18・ 19・ 23

はSR01か ら派生する。これらはSR01で 検出された井堰の前面にあることから容易

に丼堰と関連があることがわかり, SR01の水量だけでなく流れ込む水は井堰の貯水量

を増やす役日も果していたものと考えられる。

A一
L=7.00m A'

性 __¬ ____」 ECm

第86図  S D 33土 層断面図

SD41

SD41は 宅地部分南の調査区で検出された溝である。

代取遺跡から延びる溝で,おそらく第Ⅳ調査区のSD46

は天幅約 1。 Om,深さ約0.21mを計る。

遺物は弥生時代前期の土器片が少量出土している。

① 淡灰こげ茶色砂混じり粘質土層
(0.1～ 3 mmの 砂粒 を少量含 む)

② 淡灰茶色粘質土層
③ 淡こげ茶色砂混じり粘質土層

(1～ 2 mmの 砂粒 を少量含む)

④ 暗灰白色砂層 (徹砂粒)

⑤ 灰色砂層 (0.2～ l mm程 度の砂粒)

⑥ 淡茶灰色砂混じり粘質土層
(0.1～ 2 mm程度の砂粒 を含 む)

⑦ 灰色砂層 (l mm以下の砂粒で徴砂粒を多く含む)

8政震[]鼻』[歯里属
==](ベ

ース)

ほぼ北西に流路を取る。川津二

に続くものと考えられる。規模
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第87図  S D 33出 土遺物実測図

第35表  S D 33出土土器観察表

・tt κ“

0                                    10 cm

∩

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｖ 卜́∠ヽ/

物
号

遺
番

真
版

写
図 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 賊 色  調 胎    土 遺存度

344
惣爺

壼 9.4 cm ヘラミカ
゛
キ・

"・ 濶
普通 灰賞色 2.5Y6/2

答
「

2回の砂粒を多量に底径 4/8

第36表  S D 33出 土石器観察表
物
号

遺
番 団最 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

345 石鏃 2.l cln 1.6 cal 0.3 cm 風化 ,凹基式 .基部・先端部欠損
スクレイハ・― 7.8m 5.3 cm 0.7 cm 23.92■ 風化

347 石鍬 7.5 cm 6.4 cm 1.7 cm 風化 ,基部・刃部欠損,左側辺に敲打痕あ り
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SD46

SD46は 第Ⅳ調査区,宅地部分の東側で検出した溝である。検出した面積が狭いため

に詳細は不明である。ほぼ北方向に流路を取る。規模は天幅約2.5m,深さ約 0。 87mを 計

る。宅地部分南の調査区で検出されたSD41に繋がるものと考えられる。

348～ 353は SD46よ り出土した遺物である。

時期は弥生時代前期～中期頃のものと思われる。

0           1m

① 暗灰色粘質土層
A′  ② 茶灰色粘貿土層

③ 暗白色粗砂層 (1～ 2 mm程度の砂粒)

④ 茶灰色砂混じり粘質土層
(l mn程 度の砂粒がプロック状に多量に混入 )

⑤ 茶灰色砂混じり粘質土層 (l～ 3mの砂粒を少量含む)

⑥ 暗茶灰白色祖砂層 (0.2～ 3m程度の砂粒)

⑦ 暗灰色砂混じり粘貿土層 (砂粒を少量含む)

③ 暗茶灰色粘質土層 (一部48砂が混じる)

⑨ 灰色砂層 (2 mm以下の砂粒)

⑩ 暗灰色組砂混じり粘質土層 (砂粒を少量含む)

I II彙:i言1[[三二二|(ベース)

第88図  S D 46土層断面図

第37表  S D 46出土土器観察表

物
号

遺
番 層最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥生 底部 10.6 cm

"・

・板青・

導響
さえ 普通 灰黄色2.5Y7/2～

6/2 陛作ち皐P聯 ′量
に底径 2/8

349 弥生 底部 9.8 cm 板
"・ 導ギ

さえ 普通 にぶい黄橙色
10YR6/4 答ごミ翼鑑 ′量に底径 2/8

弥生 底部 6.O cIIl 摩減 普通 にぶい赤褐色
2.5YR5/4 答缶着翼P鍵忽量に底径 4/8

第38表  S D 46出土石器観察表

物
号

遺
番 働最 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

スクレイハ・― 6.7 cm 3.3 cm 1.2m 32.86g 白色風化

石錐 ? 6.3m 7.O cm 1.8 cm 85.00g 白色風化 ,基部欠損

石鍬 7.6 cm 5.9 cm 1.6 an 81,93g 刃部欠損 ,右側辺に敲打痕あり,刃部片面に摩減あ り
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0                  10 cm

0                                    10 cm

図 S D 46出 土遺物実測図
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2.弥生時代後期

SD03

SD03は 北部の第 I調査区で検出した溝である。北西方向に流路を取るもので,規模

は天幅約 0。 8m,深さ約0.17mを計る。検出した南部はSD02に よって壊されている。

354～ 362は SD03よ り出土した遺物である。354～ 358は 甕である。頸部を「く」の

字に屈曲させ,日縁端部はそのまま終わらせる。360は高杯である。

時期は若干弥生時代中期の土器もみられるが,弥生時代後期を中心とする時期である。

SD04

SD04は 北部の第 I調査区で検出した溝である。北西方向に流路を取るもので,規模

は天幅約 0。 4m,深さ約 0。 09mを計る。ほぼSD03と 並走する。

遺物は弥生土器が少量出土している。

時期は弥生時代後期である。

SD05

SD05は 北部の第 I調査区で検出した溝である。北西方向に流路を取るもので,規模

は天幅約2.8m,深 さ約0.52mを計る。北端でSX01よ り派生した溝と合流する。

遺物は弥生土器が少量出土している。

A―一
L=6.60m

A′

① 暗茶灰色粘質土層
② 暗灰色粘質土層
③ 白茶色粘質土層 (ベ ース)

A―一
L=6。 80 m A′

②

0                50 cm       S D04

L=6.60 m A′

0           1m

第 90図  S D 03・ 04・ 05土層断面図

① 暗黒灰色粘質土層
② 暗茶責色粘貿土層〈ベース)

① 暗茶灰色砂混じり粘貿土層
② 暗茶灰色粘質土層
③ 暗自茶灰色粘貿土層
④ 茶黒灰色粘質土層
⑤ 灰黒色粘質土層
⑥ 灰色粘質土層
⑦ 灰色砂混じり粘質土層
③ 黒灰色粘貿土層
⑨ 暗茶灰色砂混じり粘質土層 (シルト層)

⑩ 暗灰茶色粘貿土層
⑪ 濁茶灰色砂混じり粘質土層
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第 91図  S D 03004

第 39表  S D 03・ 04

吾最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥生 蔓 16.4 cln

亥 姿 普通 黄褐色 10YR5/6
答暮零理P難忽量に口径 4/8

355 弥生 壺 11.O cm 摩減 摩減 普通 明黄褐色 10YR7/6
ltl・ 長顆

粒を含む石 口径 1/8

弥生 琵 14.7 cm 摩減

警》霜
普 通 明賞褐色 10YR6/6

異
1・

金な畷竃宅辞
を含む石口径 1/8

弥生 翌 15.6 cm 摩滅 普通 掲薇り『
橙色

Ll通ょ習3砂
粒を少量含 口径 3/8

358 弥生 壼 摩 減

霜姿指 普通 折爵υ夢色 答暮露鍔P難き量に破片

弥生 底部 7.lc田
哲1指

押 普通 灰黄色 2.5Y6/2
異

1・

長碧電宅娑粒を含む石底径 2/8

弥生 高杯 摩減 刺離 普通 灰黄色 2.5Y6/2 各ご七翌餞 ′量に破片

弥生 鉢 12.l cm 6.8 cm 3.8 cnl 摩減・タタキ・ナ板汗・ 普通 臨爵

雹

浅
７
．橙

答ごミ鍔躊 ♂量に口径 3/8

惣爺鉢 4.6 cln ハケロ 持
・

普通 灰賞色 2.5Y6/2
拠答b2mlの砂粒を含む石底径 2/8

穆銑壺 6.4 cm 摩減 摩 減 普通 灰黄色 2.5Y6/2
異

1・

長鰹 粒を含む石底径 2/8

弥生 壺 20.O cm 剣離 剥離 二重口縁 普通 明赤褐色 5YR5/8
答ざt翼鼎 ♂量

に口径 2/8

弥生 翼 12.O cm 摩減 摩減 普通 橙色 5YR6/6
讐ごミ翌酪 ′量に破片

弥生 甕 摩減 摩減 普通
13豪り夢

橙色 異ζ■顆
粒を含む石破片
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SD06

SD06は 北部の第 I調査区で検出した溝である。第 I調査区は3箇所に調査区が分か

れているが埋土および方向性から同一溝として考える。流路はほぼ南北方向を取 り北部で

やや東に湾曲し,南部では浅くなり多数の流路に分かれる。北部では断面形がV字型を呈

している。埋土は粘質土を基本とする。残りのいい部分での規模は天幅約 6。 2m,深 さ約

0。 69mを計る。

遺物は北部と南部とに分けて説明する。

367～ 390は 北部より出土した遺物である。367～ 376は 壺である。壺は頸部が直立気味に

立ち上がり,日縁部は朝顔型に外方向に開く。口縁端部の拡張は認められない。底部は僅か

に平底を残している。体部外面には叩きののち刷毛目が,頸部外面に刷毛目が施されてい

る。内面は指頭痕が顕著に認められる。377は甕,378・ 379は鉢である。380～ 390は石

製品である。石庖丁・スクレイパー 。石鍬・石斧 0磨石 。敲石などが出土している。打製

石庖丁は短冊型を呈し,両端に決りがある。3860387は打製石斧である。389は ほぼ円形

A′

L=6.40m

① 暗茶灰色砂混じり粘質土層
② 灰茶色砂混じり粘質土層
③ こげ茶灰色砂混じり粘質土層
④ 暗茶灰色粘質土層
⑤ 暗灰色シルト層
⑥ 灰こげ茶色粘質土層

§I:骨iili::燎帥粒を含む)」 体~ス
)

B
B′

L=6.60m

lm

⑫

⑫ ⑮に②の層がプロック状に混入
⑬ 暗白灰色粘質土層
⑭ 暗白灰色シルト層
⑮ 暗灰色粘質土層
⑬ 暗灰色粗砂混じり粘貿土層
⑫ 暗茶灰色祖砂混じり粘質土層
⑬ ⑫と同じ
⑬ 濁茶灰色粗砂混じり粘質土層
④ 濁灰色細砂混じり粘質土層
⑪ 暗灰色粘質土層
⑫ 淡茶責白色砂質土層 (ベ ース )

②

0

① 灰白色砂層 (0.2～ 2m程度の砂粒)

② 暗灰色粘質土層
③ 暗灰色細砂混じり粘質土層
④ 濁茶白色祖砂層 (0.2～ 2 mmの 砂粒)

⑤ 茶灰色粘質土層
⑥ 暗灰茶色祖砂混じり粘質土層

(0.2～ 3 mmの 砂粒 を含む)

⑦ 濁こげ茶白色祖砂層 (1～ 3 mmの 砂粒)

③ 濁白色細砂層 (l mm以下の砂粒)

⑨ 濁茶白色細砂層 (l mm以下の砂粒)

⑩ 濁茶白色粗砂層 (1～ 3 nlnの 砂粒)

① 暗灰茶色粘質土層

第 92図  S D 06土 層断面図
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S D 06出土遺物実測図 (1)
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0                                    10 cm

第 94図  S D 06出 土遺物実測図 (2)
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0                                    10 Cm

第 95図  S D 06出 土遺物実測図 (3)
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0                                    1o cm

第 96図  S D 06出 土遺物実測図(4)

の石製品で投弾と考えられる。材質は輝緑ひん岩である。3890390以外は全てサヌカイ ト

製である。

391～ 397は北部より出土した遺物である。

391～ 394は甕である。頸部が「く」の字に屈曲するもので,体部最大径は上方にある体

部を持つ。底部は平底を残す。体部外面には叩きあるいは刷毛目が,内面には頸部付近ま

でヘラ削りが施されている。395～ 397は高杯である。397は屈曲部外面に突帯を貼り付け

ており,胎土は赤褐色を呈する。

時期は弥生時代前期の土器も少量出土しているが,主 としては弥生時代後期のものと考
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第40表  S D06出土土器観察表 (1)

真
版

写
図 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

弥生 壺 17.O clD ,IF・ サ
・

晋通 にぶい買橙色 基子
「

ぽ躁 ′量に口径 1/8

弥生 壺 17.O cm 横

"・

横サ
‐

普通 灰黄色 2.5Y7/2 路く鷲聖9p粒を含tr石 口径 1/8

369 弥生 壼 17.8 cm 摩減 斃 稲 普 通 ス買色 Z.bY//Z ‖ち亀Ψ寧 ′量に口径 】/8

弥生 壺 14.9 cm 横汗
・・′サロ 晋 通 灰賞色 2.5Y7/2 墜缶r mnの

砂粒を含む石口径 4/8

弥生 壺 り離・〕曰 普通 淡賞色 2.5Y8/3 ヽ
長 』邸′′租

τ冨じ右径 1/8

弥生 壼 5 cm 賞;目
研後

湯鑽
晋 通 委戻を

`i群

ン『
・
異a■ε

粒を含む石径 8/8

壼生
部

弥
庭

6.3 clll 凛・指 Fll 摩減 晋 通 浅賞色 2.5Y7/3 慾'逮円£獣肇『
少量含底径 4/8

壼 6.4 cm タタキf麦′サロ
等F俊彊 普 通 浅賞色 2.5Y7/3

墜くL 写
粒 を含 む 石 風 径 8/8

弥生 壼 6.Z cnl 情
‐

暉ギ
さえ 普通 嶋 当畿諄襲『

少・l宙 底律 〃8

後爺
壺 5.6 cnl ヘラミがキ 」尿ナテ 普通

[Lttr4nllllの
砂粒を含む石底径 6/8

弥生 琵 横
"・

・ハケロ 摩 減 晋通 暮}薄 l響鐸簗馨′量
に径2/8

弥生 鉢 5.5 cm け・・摩減

讐卵覇
晋通 浅賞色 2.5Y7/3

答ごミ鍔嘩 ′量
に5/8

379
隆爺鉢 2.8 cln 普通

1淵

'町
4 答ご亀翼螂 ′・

tに 底径 8/8

第41表  S D 06出 土石器観察表

器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 。 調 整 の 特 徴

l all

お 1 石 府 可

382 7.6 cnl 5。 4 cm 106_46● 一 純 次組  長 側 初 (背〕 に飾 打 瘍 あ り

錦 4

スクレイハ
‐―

6.9 cm 4.O cm 0.9 cln に敲打痕あ り

獄 0.9 cnl

打 [71

387 あ

石 9 cm 1.3 all 風

389 ヨ (役 4.5 all 4.4 all 138.19g 17Rひ ん

敲 9 cal 5.8 cm 4.6 cln 458。 71g に敲打痕あ り

第 42表  S D06出土土器観察表(2)

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

弥生 琵 14.6 cln
7‐
・～ 普 通 色

ヽ

橙
Д

い
Ｗ

ぶ
甲

に

７ 暮Iち摯ぽ幣 ′量に口径 4/8

弥生 翌 15.4 cm 4.8 cm ご彊 晋 通 展種1ガ

l 甕 5.2 cm ヘラ削り 普通 僑7紗興7/2
底径 8/8

範
受 4.8 cnl 摩 減 摩 減 普通

夕| 懸3巌邸開砂館 底径 1/8

弥生 高不 摩 減 摩 減 晋 通 灰黄色 2.5Y7/2 径 5/8

弥生 高不 摩減 摩 減 晋通 浅賛橙色 10YR3/3
9卜 =彙ミ響ρ

砂粒を少量含 底径 2/8

弥生 高不 30.Om 摩減 摩 減 卜)貼付突 晋 7111 〔じ Z.bY//6
12^WR6/6 各告弓皇ばF翌響客♂量

に径 1/8

えられる。流路西側をSX03に よつて壊されており,その前後関係は出土遺物からも矛

盾しない。
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3%
0                 10 cm

第 97図  S D 06出 土遺物実測図 (5)

SD07

SD07は 北部の第Ⅱ調査区で検出した溝である。北西方向に弧を描きながら延びる。

規模は天幅約1.Om,深 さ約 0。 16mを計る。第 I調査区で検出されているSD06の 東部

に派生する溝に繋がる可能性が考えられる。

溝内より弥生土器の小片と石庖丁が出土している。398は打製石庖丁である。短冊型を

呈し,両端には扶りが認められる。刃部は湾曲する。

時期は弥生時代後期である。

A―一
L=o.製 mA′   A― L=7.00m A′

①

②

③

｀ミ
ミ選量プ

ジ
て D13             Cm

③

暗茶灰色粘質土層        ① 灰責色粘質土層
濁白色砂層 (0.l～ 2 mmの 砂粒)  ② 暗灰色砂層 (0.l～ 2 mmの 砂粒)

自茶色砂質土層 (ベ ース)    ③ 暗黄こげ茶色粘質土層 (ベ ース)

第98図  S D 07013土 層断面図
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SD10

SD10は 北部の第Ⅱ調査区で検出した溝である。西方向に流路を取るが,検出長が短

く詳細は不明である。規模は天幅約0.35m,深 さ約 0。 05mを計る。

399～ 403は SD10出土遺物である。

溝内より縄文土器深鉢とボール状の鉢・石庖丁が出土している。403は打製石庖丁で
,

短辺片側に決りを持つものである。

時期は図化可能遺物をみると縄文時代であるが弥生時代後期の土器片が少量出土してい

るのと埋土より,弥生時代後期と考えられる。

SD12

SD12は 北部の第Ⅱ調査区で検出した溝である。北方向に流路を取る。規模は天幅約

0.95m,深さ約 0。 05mを計る。

405～ 407は SD12出 土遺物である。これらは全てサヌカイ ト製の石製品であるが,こ

の他に少量の弥生土器も出土 している。

SD13

SD13は 北部の第Ⅱ調査区で検出した細い溝である。 SD13は SDll・ 12と 繋

がってお り,全て同時期と考えられる。北方向に流路を取る。規模は天幅約0.45m,深さ

約0.1l mを 計る。

404は SD13出 土の石鍬である。

遺物はほとんど出土していない。

第43表  S D 07出 土石器観察表

整 形 ・ 調 整 の 特 徴

第44表  S D10出土土器観察表

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

縄 又 深 鉢 亥り日山 督[【 撃 源 昔 週 賣 氷 色 Z.bYb/1

=基
す.InlDの り711 τ ttU有 破 片

400 縄 文 鉢 撃 瀬
藝 it目

(外)沈線
采霞

灰貫色 2.5Y7/2 1.■四 P粒
を含む石口径 1/8

縄 又 鉢 摩 減 摩 減 t外 ,死隷 r 晋 通 灰貫褐色 10YR5/2

「
要押躊 ″量に破 片

縄X郵 摩 減 覇野メ硝 晋 迎 灰貫色 2.5Y7/2

「事騒響躁 ″LLに 阪 片

第45表  S D10出土石器観察表

器種 現存長 最大幅 最大厚 重ft 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴
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第 46表  S D13出土石器観察表

岳備1 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴
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400

0                                    10 cm

S D 07・ 10013出 土遺物実測図
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第 99図



∩
＝
Ｈ
ＩＩ
Ｖ

―山 蛯

0                                      1o cm

第 100図  S D 12出 土遺物実測図

第47表  S D12出土石器観察表

溝内より遺物がほとんど出土 していないが,埋土等により時期は弥生時代後期と思われ

る。

式 {

器種 現存長 最大幅 最大厚 重 量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

鎌
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SD15

SD15は 第Ⅳ調査区で検出した溝である。北方向に流路を取るが,消滅する。規模は

天幅約3.15m,深 さ約0.17mを計る。

408～ 412は SD15出土の遺物である。

408～ 410は 甕である。408は頸部を「く」の字に屈曲させ,日縁端部を上方に小さく摘

み上げる。体部外面に細かい刷毛目が,内面に指頭痕が施されている。形態は「下川津B

類」であるが,胎土に角閃石を含まない。409は底部に平底を残し,体部は内彎する。頸

部は「く」の字に屈曲し,日縁部は外彎しながら延びる。体部外面には叩きが,内面には

頸部付近に指頭痕があるが,下半にはヘラ削りが施されている。この時期には, 2タ イプ

の甕がある。

時期は弥生時代後期と思われる。

=つ′1、 ヽ｀
貪聞

＼   :

411

一η
〃
“
‰

第 101図  S D 15出 土遺物実測図

第 48表  S D15出土土器観察表

0                 10 cm

0                                     10 cm

晟景 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

408 杯 生 受 横ナテ・・ハケロ 1離・す副 晋 週 灰黄色 2.5Y7/2
塁t鷲翠 IFttτ

ttU魯 口 往 lん

409 弥生 観 横
” 乳諄頂 晋通 にぶい買橙色

10YR7/4 きじ増翼)慾慾量に6/8

鎌琵 3.6 cm タタキ・摩減 摩 減 普通 浅賞色 2.5Y7/2
%ζ■留 P粒

を含む石低 住 3/8

4 弥生 鉢 4m 厚 減
1霧場Fえ

晋通 月個 じ /.bYめ/b
墜

1.幕
響 ′P7FI 

τ tt U有 破 片
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第49表  S D15出土石器観察表

馨留吾最 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

スクレイハ・― 5.3 cm 4.5 cm 0.9 cm ZO.002 風化 .一部欠損 .長側辺 (背)に敲打痕 あ り



SD26

SD26は 調査区南西部の第Ⅲ調査区で検出した溝である。北方向に流路を取るが,南

北で消滅している。規模は天幅約3.lm,深 さ約0.24mを計る。

413～ 433は SD26出 土の遺物である。

壺は口縁部が朝顔型に開くもので,端部は拡張 しない。甕は頸部を「く」の字に屈曲さ

せるもので,体部外面に叩きが,内面にヘラ削 り。指頭痕が施されている。体部最大径は

ほぼ中央にあるようである。426・ 427は打製石庖丁である。427は結晶片岩製で,両端辺

に扶 りを持つ。

時期は弥生時代後期と思われる。

SD27

SD27は SD26よ り東方に派生 し,消滅する溝である。規模は天幅約2.lm,深 さ

約0.lmを 計る。

第50表  S D 26出土土器観察表

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度
弥 生 壷 普 週

「李担器響 ″■tに 口径 1/8

弥 生 堂 摩 減 摩 減 営 週 休 日色 Z.bYじ句
:¥ぽ躊 ″世に口佳 1/8

弥 生 受 夕
'1・

ナテ
YJI目碑 晋 通

Iも撮き,F碇色
「 ,把響子習響蟹″Ltに 口往 1/8

豚 王 覺 摩 減 摯J,日
晋 IEl 橙色5YR7/6

「
害』Pγど嘱竃Lぞ■tに 口建 1/じ

田 弥生 受 4.3 cm
属あ殴γ長 鮮月 晋 週 灰 買 褐 色 10YR6/2

答む譜鍔)騒慾
量に口径 6/8

琢 王 翼
Yダ 拒lll 晋 通 こ

爵x)軍
色

爵島 般γ爆架箸′
LE 1■ Z/8

琢 王 低 部 尊政・似フ 晋 7m 卜lfョ 翠
=り

種をグ貫冨低 建 Z/6

弥生 属部 刷 駆 肺 晋 週 覆 色 5YK6/6 砂糧 そ省 む 石 底径 1/8

弥生 底部 5.4 all 摩 減 摩 瀬 普 Jm 覆 色 5YK6/8 砂 粒 そ宙 む 石 底径 1/8

弥生 底部 摩 凛・ 7夕 千 摩 減 普「ID 種 貫 色 Z.bY7/3

「
聟肥弊 ″■kに 底径 3/8

弥 生 底 部 ガ 揺珊」J 晋 通
ittυ『

橙色
「 ,製翠f習響客″量に底 律 ″ 8

駆 生 低 部 剌 離 晋 通 浅黄色 2.5Y7/3
:¥響邸ど租

ぞ多重にほ建 ″8

弥生 鉢 屋 源

"
晋 Im ～ l mlDの り種ぞグ貫冨 日建 1/3

第51表  S D 26出土石器観察表

馨惣酬 翻 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石庖丁 9.9 cm 両短 辺 に決 りあ り~331
覆

―
9.l cm

石庖丁 5.l cln 色風 化 .一部 欠相

431 Fヨ丼実 1.7 cm

432 Ff方姜 5 cm

ヨ里:晉
.半器 式 .基部 の 一 部 欠抽

39。 992 【預

第52表  S D 27出 土土器観察表

岳昴 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥生 甍 14.4 cm 青
‐

り
晋 週

;鰯F艶
「

書肥幣 ″世に口径 2/8

鍮
琵 サテ 汗

‐
晋 通 褐灰色 10YR4/1

卜′r allDの
り種を言 U有 低 建 1/8

436 壺 摩 減 運稜 ケヽロ 普 通 易「 石き[三 10Y6/6
l軍響冒′

『

祉τ百じ有 底径 4/8
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第 102図  S D 26出 土遺物実測図
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第 103図  S D 26・ 27出土遺物実測図

434～ 436は SD27出 土の遺物である。

434は甕で頸部内側の屈曲がきつい。体部内面にはヘラ削 りが施されている。

時期は弥生時代後期と思われる。
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SX01

SX01は 調査区北部の第 I調査区で検出された遺構である。この遺構の一部がSD0

5に繋がつており,ほぼ同時期と考えている。平面形態は不定形で,規模は長径約3.2m,

短径約2.85m,深 さ約0.23mを計る。

SX01よ り弥生土器片が出土している。

時期は弥生時代後期である。

SX06

SX06は調査区北部の第Ⅱ調査区で検出された遺構である。平面形態は楕円形を呈し,

規模は長径約 5。 lm,短径約3.6m,深 さ約0.62mを計る。

438～ 443は SX06出土遺物である。438は壺である。口縁端部を拡張し, 3条の退化

凹線が施されている。442は高杯である。

時期は弥生時代後期でも前半頃と思われる。

L=6.60m A′

L=6.60m A′

S XOl

① 茶灰色粘質土層
② 明茶灰色粘質土層 (ベ ース)

① 暗茶灰色砂混じり粘質土層
② 暗茶灰色粘土層
③ 濁灰白色粘質土層

(地山に近い方は砂混 じりである)

④ 暗灰色砂混じり粘質土層
⑤ 暗灰色砂質土層
⑥ 灰自色砂層 (:～ 2 mm程 度の砂粒)

⑦ 灰色粘土層 (シ ルト層)

8藤 :憲:吉 :m以下の砂櫛 」 に 対

0            1m

第 104図  S X 01006土 層断面図

SX08

SX08は 調査区北部の第Ⅱ調査区で検出された遺構である。平面形態は長い楕円形を

呈し,規模は長径約 10。 01m,短径約2.6m,深 さ約0.26mを計る。

遺構内より少量の弥生時代後期の遺物が出土している。

第 I・ Ⅱ調査区北部では特に平面形態が不定形の不明遺構が多数検出されている。その

ほとんどが弥生時代後期と考えられ,こ の時期にこの付近が湿地状を呈していたものと考

えられる。
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0                 10 cm

O                                       lo cm

第 105図  S X 01・ 06・ 08出土遺物実測図

第 53表  S X 01出 土土器観察表

箪1喬昴1 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度
亜 摩 凛 摩 風 普 lll 験 貰 色 Z.bYy3 ■書翌躊 ″量に ILI径 2/8

第 54表  S X 06出 土土器観察表

器種 口径 器高 底径 外面 内 面 その他 焼 成 色   調 胎    土 遺存度

438 摩 瀬 摩 瀬 晰
の

欅
条

日
３

晋 Jm
Iらミ■ド種色 む

Z君
霙 器

り 私 営 グ
・

I冨 破片

弥 生 艶 12.O cln 横ガ
‐

横

"・
普 Jm 浅 貰 色 Z.bYF/3 11離

習″り租τダLr冨 吸 片

郷 生 露 硬 打 横 打 晋 通 浅賞色2.5Y7/J~可
11丼肥γ僣?審′

LE 日建 1/0

象艶 LI激 普 週 明亦 褐 色 bYめ/6 JLI径 3/8

弥 生 日 外 睡 減 摩 減 (外)凹線 晋 通 灰賞色2.5Y7/2 1q3～ 0.7 mlDの 砂粒を少量 帳 片

第 55表  S X 06出 土石器観察表

整 形 ・ 調 整 の 特 徴

第56表  S X 08出 土土器観察表
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3.古墳時代前期 (布留式期)

SD14

SD14は 調査区南東部の第Ⅳ調査区で検出した溝である。北方向に流路を取り,消滅

する。規模は天幅約2.3m,深 さ約 0。 18mを計る。

445～ 459は SD14出土の遺物である。

445～ 447は壺である。446は口縁端部を上方に拡張し,外面に刺突文と波状文を施す。

447は長頸壺で頸部外面上半に凹線文が,下半に綾杉状の刺突を施す。頸部内面には指頭痕

状の指なでが,体部内面には横方向のヘラ削りが施されている。448～ 451は甕である。甕は

頸部が「く」の字に屈曲するもので,口縁端部をそのまま終わらせるものと上方に小さく

摘み上げるものがある。後者は下川津B類に形態および調整は類似するが ,胎土には角閃石

を含まず乳白色を呈している。453～ 455は 高杯である。454は脚の軸部がやや膨らみ端部が

外方に屈曲する。杯部はほぼ中央に僅かな屈曲部を持つが,緩やかに外方に延びる。455は

4500451の発と同じ胎土を持つものである。456～ 458は鉢,459は砂岩製の砥石である。

時期は弥生時代後期の遺物も含まれるが,古墳時代前期である。

SD24

SD24は 調査区南部の第Ⅳ調査区で検出した溝である。土層より上 。中 。下層に細分

第57表  S D14出土土器観察表

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥 生 亜 摩 減 摩 漂 晋 週 明赤 褐 い Y胸/6 口往 ″ 8

弥 生 亜 マ  ・J目す甲ご 摩 減
Ψ 又 晋 週 日百LZ/8

弥 生 重 剰 離

1「
「

'「

ハフ

盤[覆う
普 lll ′爵υF色 答ご総 ■翌 竃・

に日 住 6/0

郭 生 覺 摩 瀬 摩 凛 昔 週 こヽ■闘0黙翼薫少量含口径 1/8

郭 生 蠅 摩 減 覇野J百
目 晋 通 l■ミ円霰認蟹

「
少lll書 口径 1/8

弥生 亜 摩 減 摩 滅 晋 IEI 淡 買 褐 色 10YK6/Z 口往 1/8

弥 生 覺 13.O cln
摯J,目

営 JEl 氷 買 色 Z.bY了 /Z 石ご.尋糊 グ重冨 日住 1/6

籍曇191・ 揺ミぢli翼
晋 通 氷 買 色 Z.Э Y//Z 島ξ響鎚撃『F量

に風径 8/8

弥生 高杯 厚 減

若Цラ箭柔搬絆
晋 適

答む磋翼′懇 磁=に 磯 含 部
8/8

‖●者子 lTl 摩 減 晋 通 讐

「

磐翼P騒砲
量に5/8

455 日1器 同 摩 漂 摩 瀬 晋 In 灰 買 色 Z.bY7/Z :鳴 円ま路曇席少量含風 佳 3/8

豚 王 警 犀 減 摩 減 晋 通 尋響 ′′私τ冨じ有 破 片

弥 生 鉢 摩 凛 単 激 営 JIE 島者翌子燿響審ぞ
重に

458 弥 生 邦 ナテ
‐
・ヘラ肖りり 摩 減 晋通 橙色 5YR6/6 島ρ肥鐸攀馨″量に口径 1/8

第58表  S D14出土石器観察表

整 形 ・ 調 整 の 特 徴
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第 106図  S D 14出 土遺物実測図
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図 S D 24上層出土遺物実測図第 108

され,上層はほぼ北方向に流路を取るが,中 ・下層では途中から東に若干屈曲する。埋土

は上層が茶黒色粘質土層を主とし,中層が茶灰色粗砂層を主とし,下層が暗灰色砂層を主

とする土層である。規模は天幅約2.lm,深 さ約0.42mを計る。

460～ 494は SD24出 土の遺物である。

460～ 466は 上層出土の遺物である。弥生時代後期末から古墳時代初の壺 。甕と共に須恵

器の杯が出土 している。

第59表  S D 24上層出土土器観察表

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

84 弥 生 亜 制 日卜′サ日

響欧;罰
晋 通

|も豪りF橙色
答ぎ燿

'霧
砲
夏に8/8

84 弥 生 発 夕舞後ハタ日

2学
指騨

晋 適
lら振りF覆色

奥i■謬 ♂
租τ百じ有

“

弥 生 受 螺手依 営 lIB 灰 買 閾 色 10YKb/Z
.■頸

租ぞ宙U右

弥 生 鉢 ″ 晋 31B
|ス編:)軍

種色 li4TRり種を少量省
46b 思器 外 野

ア7 回転方 昔 週 ス色 bYV i i nm以 卜のり種τ ttU 底径 8/8

舜蝶高 回転
"

回転ガ
督
や 氷 色 NO/～ b/ ,下の砂粒 を含 む 石 底径 2/8

第60表  S D 24上層出土石器観察表

整 形 ・ 調 整 の 特 徴
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第 109図  SD 24中層出土遺物実測図 (1)

467～ 481は中層出土の遺物である。467～ 470は壺である。467は二重回縁壺である。

468は頸部が朝顔型に開くもので,体部は丸い。体部内面には指頭痕が密に施されている。

469は 直口壺である。470は長頸壺で頸部および体部外面には刷毛目が,内面には指頭痕状

の指なで,体部下半にはヘラ削 りが施されている。471は 甕である。477は高杯脚部である。

4670468・ 477は乳白色を呈する同一胎土を持つ。
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第 110図  S D 24中 層出土遺物実測図 (2)
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第 111

時期は古墳時代前期 (布留式期)と 思われる。

482～ 494は 下層出土の遺物である。482・ 483は壷である。484～ 489は 甕である。484

485は底部に平底を残し,体部最大径を上半に持つ。頸部は「く」の字に屈曲させ,国

494

◆

0                                    10 Cm

図 S D 24下 層出土遺物実測図
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縁端部を上方に小さく摘み上げるものである。体部外面に刷毛目が,内面上半に指頭痕,

下半にヘラ削りが施されている。胎土に角閃石を含み,チ ョコレート色を呈しいている。

所謂下川津B類である。486は底部が丸底で体部は球形を呈する甕である。頸部は「く」

の字に屈曲し,口縁端部を上方に小さく摘み上げる。上層からの混ざり込みと考える。

時期は弥生時代後期である。

SD24は 各層間で若干の時期差がある。しかし,上層は7世紀頃とし,中 。下層は弥

生時代後期から古墳時代前期と考えられる。また,中 。下層出土の壺 (467・ 468)・ 甕

(486)。 高杯 (477)は下川津Ⅵ式期の基準資料と思われる。

第61表  S D 24中 層出土土器観察表

3轟 欄 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

土 帥 器  霊 積

"
横ガ 二重回隷 晋 通 灰買色 2.5Y7/2

「総 幣 ″世l 口役 4/8

46も 土師器 壼
"・

、
・彊 Fll 晋 通 灰買色 2.5Y7/2 尋四 P粗

を含む石口径 6/8

弥生 亜 16.O cm 摩 減 揺珊」J 晋 適 こ
欝:λ塀色

~総
僻霧馨ぞ世に

弥 生 壼

¥1動

晋 lm 明亦 褐 色 bΥ 胸 /6
答各

｀
言鍔鶴霧皆′

‐
晨桂i′慧

弥生 受 16.Om 摩 減 摩 減 晋 適 減 買 色 10Ⅷν 4 鷹留 P種ぞ省む石口往 1/8

弥生 底部 タタ■愛′サロ Y饗 り° 晋 7m
::)軍

獲色 ―aF習響客″貫に氏 建 Z/8

弥 生 底 部 摩 減 ヘラ自リワ 普 週 段 買 色 Z.bY7 ‐
総 貿ツ寧L凱″■rに 収 層

郭 生 簿 晋 通 明赤褐色 5YR5/6 l蕉
主 解

砂粒 そ少量含 破 片

弥生 鉢 げ]waぇ・ 晋 ln ス希xが橙色
「

総 2ど嘱竃L争
量に仮 片

弥 生 鉢 摩 瀬 管激・ 晋 通 にぶい貢橙色 ■ l lulllの り租 τ冨 じ 有 口径 1/8

諜師器高 摩 減 摩 減 晋 通 氷 質 色 2.5Y7/2 脚 郡 3/8

第 62表  S D 24中 層出土石器観察表

器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

第 63表  S D 24下層出土土器観察表

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

弥 生 霊 II「激 摩 瀬 普 JII ふ
Ⅶ

て種 色 iミ弊 ″量に従 2/8

範
壼 4 cnl f7 晋 通 C覆色

「
総 僻第誓″世に低 佳 〃 8

弥 生 受

恥f警
普 週

Iら遮
=4・

r褐色
奥

1・

■濶
私τ百び相口径 5/8

弥生 覺 5.4 on Υミカキ・摩含♂fyり
・ 晋 適 墜

1.L響
5′″租τ百び相 低 俊 6/8

土 EI器 受 摩 源レハタ日

〉1民
普 jEI 険 買 色 Z.bYy3

答む球翼γ篭寵Fこ・
に

弥生 艶 キ・′

'日
晋 In で色 く聰器 P種

を言む右L』123/b

i覺 ヘラ自りり 普 IEl モ種色 1.■四 P粒
そ含む石底径 3/8

艶 撃 漂 普 週 にぶ い貰 種 色
.ま r alalの

り種ぞ宮 U石 底径 2/8

弥生 鉢
1翼Tご え 普 週 貰慇】12 ■ l malの り種を笛 U右 口径 1/8

弥 生 鉢 剌 離 普 週 灰貢褐色 lllYR6/2
:プ押躁 ″世に口径 1/8

摯薫
製襲 揺澱ノタ

・ 営 週 氷 貰 色 Z.bY7/Z ■ l mmのり7FIを 宮じ有 破 片

第64表  S D 24下層出土石器観察表

器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

石 鎌
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SD25

SD25は 調査区南東部の第Ⅳ調査区で検出した溝である。北方向に流路を取る。上部

をSD14に 切られ,北で 2条に分流する。規模は天幅約0。 9m,深さ約 0。 3mを計る。天

幅の割に深い溝である。

495～ 500は SD25出土の遺物である。

498は 高杯である。杯部の屈曲部から上方が長いものである。500は大型の打製石庖丁と

思われる。刃部に細かい調整を施すのみで,その他はそのままである。

A―一
②

L=7.40 m A′

① 暗茶黒灰色粘質土層
② 暗茶白色粘質土層
③ ②とほぼ同じ、わずかに茶色が濃い

o                  50 cm 8層長』憲量t尋毒冒

「

S D 25

]]i::]言 :EI∃
(ベース)

第 112図  S D 25土 層断面図

SD44

SD44は 第Ⅳ調査区 (宅地部分東)で検出した溝である。北方向に流路を取る。検出

長が短いため詳細は不明であるが,規模は天幅約 1。 3m,深 さ約 0◆ 2mを計る。第V調査区

で検出された溝の延長と思われる。

溝内より少量の土器片が出土している。501は甕で,「 く」の字に屈曲する頸部から口

縁部になり,日縁端部内面に沈線を施す。

L=7.10m A′

①暗こげ茶灰白色砂層 (0.2～ 41m程度の砂粒)

②明灰茶色粘貿土層 (ベース)

②
0                  50 cm

第 113図  S D 44土 層断面図
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0                 1o cm

501

第 114図  S D 25044出 土遺物実測図

第 65表  S D 25出 土土器観察表

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

49b

看駄;罰
営 週 俊 貫 色 Z.bY8/4

む
°～lmリリ私τダ■r冨 口往 1/8

弥 生 発 摩 減
お

個 晋 適
~総

鐸攀曽″世に口径 1/8

褥爺曼 営 週 ス編ら)署種色
r■主邸

り種をグ世宙 低 建 8/8

郭 王 島 外 剰 離 剰 離 営 週 種 色 bYKb/6 1.侵襴 ′柾ぞ省む有口往 〃 8

弥生 鉢 7・ 拒TT a 革 凛・77 晋 JIB 橙色 5YR6/6

「罵鵠F)騨欲世にZ/0

第 66表  S D 25出 土石器観察表

器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 1 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

第67表  S D 44出 土土器観察表

岳齢 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

弥 生 覺 婆汲 °

'ロ 部遅T簗潟晋 Ill 淡 買 色 2.5Y8/3
奥各L6nullの

り私営冨じ有口律 1/8
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SX03

SX03は 調査区北部の第 I調査区で検出された遺構である。平面形態は楕円形を呈し,

断面はレンズ状を呈している。規模は長径約 9。 lm,短径約 5。 35m,深 さ約0.63mを計る。

西側一部をSD02に切られている。

502～ 508は SX03出土の遺物である。

503は直口壷である。504～ 506は 甕である。504は 口縁端部を小さく上方に摘み上げる

(ジ
0                 1o cm

0                                    1o cm

第 115図  S X 03出 土遺物実測図

第68表  S X 03出 土土器観察表

部

写
図 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

弥生 壺 剰離 偽 稲 普通 橙色 5YR6/6 駈l■碧理9P粒を含む石破片

土師器 壼 10.O all 青
・

持
‐

普 通 にぶい黄色
2.5Y6/6 Ъヽ横円£『蟹ξ少量含口径 1/8

88 土師器 受 14.O cnl 横ナテ
‐・ハケロ

=だ

耐 普通 灰貫色 2.5Y7/2
讐

1機
器

砂粒 を少量含 口径4/8

88 土 師器 受 16.O oll 横ナテ・・ハケロ 蝉言党指 普通 灰黄褐色 10YR4/2 答ごミ鍔鑑 ′量に口径 2/8

土師器 甕 15.O cm サテ
・

婿言党指 普通 灰自色 2.5Y8/2 きじ讐購聡粒を多量に口径 2/8

土 師器 鉢 36.l cm 剥離 普通 灰責褐色 10YR5/2 0.1～ l ollllの 砂粒 を含 む 破片
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第69表  S X03出土石器観察表

物
号

投
番 吾最 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

508 石鍬 6.7 cln 5。 3 cal 1.l cln 風化 。一部欠損 ,両面に摩減あり



A A′

L=6.60m

0           1m

① 灰白色砂層 (0.2～ 2m程度の砂粒)          ⑨ ⑩に③の層がプロック状に混入
② 暗灰色粘質土層                     ⑩ 暗灰色粘質土層
③ 暗灰色細砂混じり粘質土層               ⑪ 暗灰色粗砂混じり粘質土層
④ 濁茶白色粗砂層 (02～ 2mの砂粒)           ⑫ 暗茶灰色tE砂混じり粘質土層
⑤ 暗灰色粘質土層                     ⑬ 濁茶灰色組砂混じり粘質土層
⑥ 茶灰色粘質土層                     ⑭ 濁灰色細砂混じり粘質土層
⑦ 暗灰茶色粗砂混じり粘質土層 (0.2～ 3 mnの 砂粒を含む) ⑮ 淡茶黄白色砂質土層 (ベ ース)

③ 濁こげ茶白色粗砂層

第 116図  S X 03土 層断面図

もので下川津Ⅵ式期 に比定 される。 505は 「 く」の字に屈曲する頸部から,日縁がやや内

彎気味 に延び,日縁端部 をやや内方に肥厚 させるものである。典型的な「布留式甕」であ

る。

502の ような若干時期の古い土器も出土しているが,時期は古墳時代前期 (布留式期)

と考えている。

4.時期不明遺構

SD34

SD34は 第Ⅲ調査区最南端で検出した溝である。規模は天幅約 2。 3m,深さ約0.38m

を計る。

時期は出土遺物が無いため不明であるが,川津二代取遺跡で検出された弥生時代後期の

溝や SR01の 上層 とに前後関係が認められなかったことから弥生時代後期から古墳時代

前期の可能性が高い。

また,時期が明確でない溝が第V調査区で 5条 (SD36～ 40)検 出されている。こ

れらの溝 も川津二代取遺跡からの延長に繋がるもので,そのまま北流 し第V調査区で検出

された溝に繋がるものと思われる。
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5。 古代 (7世紀)

SD02

SD02は 調査区北部の第 I調査区で検出された溝である。北西方向に流路を取り,西

調査区外に延びる。規模は天幅約3.lm,深 さ約0.3mを 計る。

遺物は7世紀代の須恵器を含む。

0           1m

第 119図  S D 02土 層断面図

① 灰茶色粘質土層
② 暗茶灰色粘質土層
③ 暗灰色粘質土層
④ 暗灰砂貿土層
⑤ ⑩+①のプロックで構成される
⑥ 暗茶灰色粘質土層

(明黄茶色粘質土のプロックを少量含む)

⑦ 暗灰色粘質土層
③ 灰色砂層 (l mm以下の砂粒)

◎ 茶灰色粘質土層
⑩ 茶灰色砂買土層
⑪ 明茶責色粘質土層 (ベース)

SD08

SD08は 調査区北部の第Ⅱ調査区で検出した溝である。北西方向に流路を取る。規模

は天幅約0.8m,深 さ約0.15mを計る。

509～ 517は SD08出 上の遺物である。 509・ 510の弥生土器 も混入 している。511は

須恵器杯身で立ち上が リカⅥ さヽいものと思われる。5120513は 須恵器高杯である。脚部が

短 く,脚端部を下方に小さく折 り曲げている。514～ 517は打製石庖丁・スクレイパーなど

のサヌカイ ト製の石製品である。

L=7.00m A′

荷
い

③
0                  50 cm

第 120図  S D 08土 層断面図

① 暗責灰色砂混じり粘貿土層
② 暗灰色砂混じり粘質土層
③ 灰こげ茶色粘質土層〈ベース)

一

５‐０

第 121図
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513

10 cm

S D 08出 土遺物実測図 (1)



0                                    10 om

第 122図  S D 08出 土遺物実測図 (2)
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第70表  S D 08出土土器観察表
物
号

遺
番 届最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

88 弥生 壺 19.O cm 摩減 摩減 二重回縁
栞宣

灰黄色 2.5Y7/2 答」ミ ッな こ量に口径 7/8

弥生 壺 摩減・

"・

? 摩減 普通 浅黄色 2.5Y7/3
答急潔祟ぽ砂粒を少量破片

響恵器杯 冊彎ナテ
・・ヘラ回転

"・ 宵
や灰色 N6/ 精良 破片

繰恵器高 9.9 cm 摩減・サ・? 馨ダ
・サ 普通 浅賞色 2.5Y7/3 緻密 石英・長石含む 脚部 2/8

篠恵器高 8.7 cal サ
・

"・

や
良

や
不

灰 自色 2.5Y8/2 緻密 石英 。長石含む 脚部 5/8

第 71表  S D 08出 土石器観察表

馨箪
真
版

写
図 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

88 石庖丁 65.17g 風化 ,両短辺に決 りあり,長側辺 (背)に敲打痕あり
515 石庖丁 9.3 cln 7.8 cm 1.4 clll 125.692 一部 欠相 ^長側 靱 丁痕あ り

88 スクレイハ・― 7.O cnl 7.O cm 1.O cm 一 部 欠 4tl_長 IInJ ↓ 打痕あ り
88 スタレイハ・― 7.7 cm 7.4 cln 0.8 cln 74.072 白色風化

時期は弥生時代後期のSD13を切っていることや出土遺物より7世紀頃と考えられる。

6.中 世

SD01

SD01は 調査区西部第 I・ Ⅲ調査区で検出された溝である。現在の地割 りと同方向の

流路を持つもので,こ の溝の時期から現在の地割 りの機能 していた時期を決定する一資料

となる。規模は天幅約2.4m,深さ約 0.56mを 計る。断面はU字型を呈 し,ほ とんど一定

した埋土を持つ。

SD01か ら土師器小皿 。杯・椀を主とした中世の遺物が出土 している。土師器小皿・

杯は少量で,椀形態がかなり出土 している。椀形態には土師器椀・黒色土器椀・瓦器椀が

みられる。瓦器椀は和泉型で,体部内面見込み部に平行ヘラ磨きが施されている。尾上編

年Ⅲ-1期に比定される。須恵器は皿・杯 。甕体部が出土 している。

時期は和泉型瓦器椀から13世紀前半頃と思われる。

また,須恵器皿・杯よりこの溝の上限を求めるとすれば, 10世紀前半頃と思われ,こ の

時期には既にこの溝は機能 していたものと思われる。また, 7世紀以降の遺構は,ほ とん

ど検出されておらず, SD01の上限を10世紀前半に求めることは可能と思われる。
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A―― L=6.80m
A′

L=フ.00m

① 自灰色粘質土層 (④・⑤のプロックを含む)

② 暗こげ茶灰色粘質土層〈④・⑤のプロックを少量含む)

③ 灰色砂質土層

§II]::言 :量三∃(ベース)

① 黄茶灰色砂混じり粘質土層
② 茶灰色砂層 (0.2～ 2 mmの 砂粒)

③ 灰色砂混じり粘質土層
④ 茶灰色砂質土層
⑤ 灰色粘質土層
⑥ 暗茶灰色粘質土層〈弥生後期の包含層)

]量I:::三二三ニコ(ベース)

L=6。 90m
‐  c′ ①

②
③
④
⑤
⑥
②
③

茶灰色粘質土層

①に灰茶色粘質土のプロックを含む
こげ茶灰色粘質土層 (こ げ茶色は少ない)

灰色粘質土層

i::|]:::::](ベ

ース)

0            1m

第 123図  S D 01土 層断面図

第 72表  S D 01出土土器観察表

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

日確 碗 6.3 cm ヘラ肖Uり 晋 逮 緻 密 底径 7/8

孟師器Jヽ 回転
"‐

1転 ヘ ラ切 晋 通 減 買 橙 色 10Y13/3
雪薫暮,Pマツ租τ百び

土 RI器 杯 摩 減 摩 減 1転 ヘ ラ切 普 通 析爵譲霧色 底 後 2/8

土 Ell器 外 7.3 clll 回軒 テ
・

L●」転汗
り転

ヘラ切晋 Jm

仄

色

・
Ⅳ

獅

墜曇L格滝出
のり種を冨じ底径 1/8

土 師器 欄 持
‐

晋 通 にぶい橙色
7.5YR7/3

底 往 1/3

523 土 師器 椀 打 普 通 灰 自色 10YR8/2 ～ u.6 nlalの り租 営グI 底 径 2/8

土 E巾 器 硼
"‐

f7 晋 週 浅黄色 2.5Y7/4 ～ 0.6 1nlllの 砂粒 を少量 底径 2/8

ユ器 薇 ヘラミカ 口 俊 1/8

丸器 祝 ヤ・彊碑a 情
V

和泉型 晋 迫 緻 密 口径 1/8

瓦器 椀 15.Om 胃押 さえ 和泉型 良好 灰色 馬/ .5111111以 卜のり種そグjlt宮 口僣LZ/8

|百器 腕 4 cln 底 径 1/8

529 丸 器 薇 4.9 cln 4.l cnl

警χ
・彊W 利 泉 型 晋 週 ョ躍冒

R7ハ 緻 密

須悪器 皿 回 転暫 回転
"

転ヘ ラ切 普 通 灰色 5Y6/1 ～ U.O Inlllの り社 τダ= 風 往 2/8

"l
須 思 器 lL 1.8 cnl 9.2 cm 回耐 テ

‐
回転暫 」転ヘラリ 晋 IIE 灰色 N6/ l lllll以 下の砂粒 を少量含 む /8

須 思 器 受 格子 ロタタキ お下尋沢 晋 通 妹 日色 5Y8/1 i nln以 卜の砂 種 をグ 量 言 U 破 片

駅質硝22.4 cm 情
‐

打 晋 迪 黒 褐 色 2.5Y3/1 口径 1/8

第 73表  S D 01出土石器観察表

整 形 ・ 調 整 の 特 徴
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第 124図  S D 01出 土遺物実測図
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7.近 世

当遺跡から近世の遺構はほとんど検出されていない。僅かに第Ⅲ oⅣ調査区で土坑 。溝

を検出しているだけである。

SK05

SK05は 調査区中央部第Ⅲ調査区で検出した遺構である。平面形態はほぼ方形を呈し,

規模は一辺約0.85m,深さ約 0。 12mを 計る。

遺物は土師質土器・瓦質土器 。近世陶磁器が出土している。5360537は土師質の招り鉢

である。内面に条溝を持つ。538は瓦質の羽釜である。539は仏前の花瓶であろうか ?。

0                 10 cm

第 125図  S K 05出 土遺物実測図

第 74表  S K05出土土器観察表

540・ 541は伊万里焼である。内面見込み部は蛇の目状に釉が掻き取られ,融離剤としての

砂粒が少量付着する。

0 536

―
¬

下
機 ヽ

塑

岳最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

考課質
摺 ヤ

‐・指押さ !テ

‐・板ナ 普通
″晏露兄 曇絆製?露唯難破 片

537
青靭買甜 マ  ・J目すTa ],電性い条 晋 迪 橙 色 5Yr/6

墜≒基卿 計
τ冨び有 口径 1/8

九質 羽釜
警χ

・拒lll

暫:縣
晋 通 黒 色 2.5Yク 1

し
1看
業習選

り租τダ・ 冨口径 4/8

539
が

中質 化 薬品開 晋 通 灰 日色 Z.bYyz
4■TT雪籠Jど徊

540 伊万里 皿 施 柚 施 釉 良好 ν
Ｙ７

緻 密 破 片

541 伊 力里 ll 蛇 ノ日和 剰 員 財 敬 響
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時期は17世紀頃と思われる。

SD35

SD35は 調査区中央部第Ⅲ調査区と第Ⅳ調査区の間で検出された溝である。最近まで

使用されていた溝の下部で検出され,検出面で規模は天幅約 0。 9m,深さ約0.lmを計る。

遺物は土師質土器 。近世陶磁器が多数出土している。

542～ 546は土師質の土釜である。鍔が退化し,立ち上りもかなり内傾するものである。

548は 土師質の土鍋で,器高も浅いものである。549～ 551は土師質の招り鉢である。内面

に条溝が認められる。土師質のものは土釜・土鍋・招り鉢で,小皿・杯・椀類は出土して

いない。552～ 563は 陶磁器である。内面見込み部に砂目積みが認められるものや蛇の目状

に釉を掻き取るものがある。553～ 557は唐津刷毛目椀である。559～ 561は伊万里椀であ

る。外面に草花文が描かれている。5620563は 伊万里徳利である。564は備前焼である。

時期は出土遺物より中世後半から近世までの遺物が出土している。

第 75表  S D 35出 土土器観察表

岳量 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎 土 遺存度

54Z
が

中質 土 エア ・
'日 `甲

堅"依
ア 昔 週 淡賛色 2.5Y8/3 租 良 石 栗 含 む 口往 1/8

90 師質 土 肺 棋 ガ 晋 適 灰 買 色 Z.5Y7/Z 精 艮 慎 li‐

544 90 日巾質  土 Z3.O Cm ■ア ・す目押 硬

"
昔 週 伐 買 色 Z.bYy 猾 艮 破 片

RIIl質 土 ガ

"
普 通 淡賞色 2.5Y7/4

`蒸
躙 計

τ tt U・ 破 片

b46 90
ゴ

1質 土
警χ

・丁目碑

鴇群
普通 淡黄色 2.5Y8/3 耐 艮 笠 芸 雌 省 む 日往 1/8

b47 帥 賃  上 け
‐

普通 橙色 7.WR6/6

`基

卿 針
τ百じ有 傲 片

師質 土 警了.脚 普通 浅責橙色 10YRν 3 破 片

549 質 個 精 良 破 片

質 瑠 ′|テ

‐

:響〃γ燃孵鷹御Fに 仮 片

買 硝 ナテ 抒 1)租い 条 普 通 浅黄橙色 10Y田 /4 畔 肥留〃
型τ夕狐 日俊 1/0

552 90 ]暑

' ,電 剛ど
・]リ ツ哭rt貰

砂 日積 み 画
　
面

緻 密 lLI径 4/8

魔
尋り

=モ
ニ 施 和

粟鰐
t貰 級 街 牧 斤

管書刷毛 覺稀量合′TP(頁 要ソ日和 利 氏 俊 〃 ё

i:i灘
扇り

=モ
〕 施 和 施 和 蛇 ノ日和 ldJ 緻 密 lLI径 2/8

営庸刷「E 撃
`'ア

 ・施 蛇 ノ日和 剰 緻 街 lLt住 0/0

管膚
刷毛 施 和 (貰 人 , 天r tH 蠅 ノ日和 刺

嬰星2瀞LI 隷 省 底径 2/8

bb8
偲∬照・` 4.4m 施 和 施 和 緻 街 低 住 4/6

伊 力 里 孤 施 和 断
画
面
面

緻 9i・ 口径 1/8

伊万里 椀 施 和 緻 密 1/8

伊 力 塁 例 4・ 2 cm 施 和 緻 密 底径 4/8

新力塁偲 ″ t囚 )霜和 緻 密 底径 3/8

籍万里徳 (囚 ,織和 盗鳳争」イ` Y7月
緻 密 底径 4/8

雲前摺り 腎
アア・ヘフロU 硬

" 懇
)暫 に朱 普 週 噌 亦 妹 色 10K4/J

墜
1.幕

響 り ′P種
営 富 U有 破 片

第 76表  S D 35出 土石器観察表

整 形 ・ 調 整 の 特 徴
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8。 包含層出土遺物

566～ 729は包含層出土遺物である。

566～ 568は深鉢である。口縁部外面に刻目突帯を持つものである。若干突帯の位置に違

いが認められる。569は 弥生時代前期の甕である。外面に2条の沈線を施し,その間に竹

管文を施す。その沈線下には斜め方向の沈線を施す。570～ 572は弥生時代前期の壺である。

体部上半に少条の沈線が認められる。573～ 582は 弥生時代中期末から後期の壺である。

573は 口縁端部を拡張させ,外面に3条の凹線を施すものである。577は頸部が直立に立ち

上り,日縁部がほぼ水平に広がるものである。日縁端部はそのまま終わらせている。底部

は僅かに平底を残す。体部外面の調整は摩減のために不明である。内面は指頭痕が認めら

れる。5780579は頸部がやや外反気味の直口壺である。584～ 604は 弥生時代後期の甕で

ある。頸部を「く」の字に屈曲させるもので,内面の屈曲部はシヤープなものと丸いもの

がある。日縁部はほぼ真っ直ぐに延びるものとやや外反するものがあり,日縁端部はほと

んどがそのまま終わらせるものである。底部は僅かに平底を残す。体部最大径はほぼ中央

にある。596は所謂「下川津B類」の形態を持つものである。日縁部を短く屈曲させ,日

縁端部を小さく上方に摘み上げる。胎土に角閃石を含む。605～ 607は弥生時代後期の鉢で

ある。底部を突出させて平底状に作るものと丸底が認められる。体部外面には叩きが,内

面には刷毛目が施されている。6080609は高杯である。609は口縁部をやや内方に屈曲さ

せるものである。6100611は製塩土器である。脚部は短く「ハ」の字に開き,体部は外方

に延びる。体部外面には叩きが,脚部外面には指頭痕が施されている。弥生時代後期であ

る。612～ 705は 石製品である。612～ 637は打製石庖丁である。ほとんどが横長の短冊型

のもので両端に決りを持つ。長さは8 cm前後とやや小型である。全てサヌカイト製である。

6360637は結晶片岩製の打製石庖丁である。形態はサヌカイト製のものと同じである。

638～ 653は スクレイパーである。形態はさまざまで横長の短冊状に作り,背面 。刃部に調

整を加えたものと不定形の景J片 に細かい刃部調整を加えただけのものがある。6520653は

それぞれが一個のスクレイパーであるが,接合可能で元は一個体のものである。654・ 655

は横長石匙である。656～ 673は打製の石鍬である。形態は短冊状を呈するものややや基部

が細くなるものがある。基部両端には刃つぶしを行っている。残りのいいもので約 12cm前

後のものが一般的である。667が安産岩製で,その他は全てサヌカイト製である。674～

677は打製石斧である。675は 前面に調整を加え,ほぼ方形を呈する打製石斧である。石鍬
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第129図 包含層出土遺物実測図(3)

に比べて身が厚 く作られている。サヌカイト製である。677は安産岩製の打製石斧である。

大きめの景J片の刃部に調整を加えただけのものである。678は石英粗面岩製の磨製石斧で

ある。679は 石錐である。680～ 696は 石鏃である。ほとんどが小型の三角形状のもので基

部が凹基式,平基式,凸基式の 3種類が認められる。また,その他に柳葉形のものや紡錘

形のものがある。697は小型の石槍である。701は安山岩製の敲石である。702は 滑石製の

砥石である。703は石英粗面岩製の砥石である。7040705は 砂岩製の台石である。

706は土師器の杯である。707は 土師器の椀である。細く高い高台が付き,体部は内彎し

ながら外方に延びる。708は畿内産の黒色土器A類椀である。底部には小さい三角形状の

高台が付き,内面見込み部には密にヘラ磨きが施されている。710は土師質土釜である。

頸部で「く」の字に屈曲し,屈曲部下に短い鍔が付く。711～ 713は須恵器皿である。底部

はヘラ切 りされ,体部は直線的に外方に延びる。714は回転台土師器の皿である。形態は

須恵器皿と同じである。715は須恵質の硯である。側辺を丸く仕上げ,外面に手持ちヘラ

削りを施す。716～ 719は 須恵器の蓋である。716は 6世紀後半頃。717は内面に小さい反

りが付き,天丼部にはつまみが付くようである。7180719は口縁端部を短く下方に屈曲さ

せるもので, 8世紀頃のものと思われる。720～ 725は須恵器の杯身である。底部と体部の

境に断面方形の高台が付 く。726は須恵器椀である。底部は糸切 りされた円盤状を呈して

いる。727は須恵器薬壺である。728は 須恵器高杯である。短い脚部を外方に広げ,端部を

下方に小さく屈曲させるものである。729は 備前焼の壺である。下半に不定方向のヘラ削

りを施す。
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第 136図 包含層出土遺物実測図 (10)
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第 141図 包含層出土遺物実測図 (15)
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第 77表 包含層出土土器観察表 (1)

器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

566 Ill又 床鉢 モ竹 又 撃 減 晋 週 泳 買 色 Z.5Y7/Z
[`■習嬰

り 粗 ぞ省 む 有 仮 片

567 IEI又 深 輝 そ常 又 摩 減 晋 週 氷 買 色 Z.5Y7/
卜

『

揺
p租 そ多世 に 傾 庁

568 縄 又 深 警 刻 日失 常 又
"

晋 lal
}:呼型r 繋 絆量に崚 片

569 弥 生 翼 剰 離

羅祓
普 lll 析蔚腋色

答む著鍔■tta・ 断

弥生 壼
"‐

マ Ⅱゞ理 ヘラ価 晋 通 灰自色 2.5Y8/2

「
姜型墜釣暉租τ夕■Iに 傾 片

弥 生 壼 犀 減 厚 減 ヘラ価 晋 適 灰賞色 2.5Y6/2 俊 〃 8

爺
亜 い°拒lT 摩 減 晋 Jm 燿 型ツ僣撃姦島F■

rに 底 建 7/8

弥生 壼 摩 減 摩 減

ぎ遅T憂雰晋 通

|:姦りF樋 答(「1霧習7貿躍梶絲多・
rに 口ul z/8

弥 生 重 摩 諷

霜雪ぇ
,日 輌

の
警
条

日
１

営 IIE

答ご七鍔?買電誕員″
LLに 口径 4/8

弥生 壼 4.8 cln 猥 77・ 万

Fえ複 晋Jm
巻むl者鍔ツ貿躍た絲F・

rに 口佳 】/8

576 弥 生 亜 ΥJ・
拒lll 彊 JIIさ え 晋 IEI

i■妥翌γ偲響審″
2111に 口径 2/8

冨だ1曹
晋 JEI 褐色 7.5YR4/6

巻缶1舌鍔′騒 a・
に

578 弥 生 壼
!肇卑Fえ 営 週

;編x)F橙
色

「
姜肥幣 ″量に口径 2/8

弥 生 霊 20.Om 摩 減 摩 源 営 週 氏 買 色 Z.bY7/

「
碧翌躍葬曽′量に口径 3/8

580 壼 ハケ日 営7日 後サ 晋 7m
:X)F覆

色 澪 翠 少租 ぞ多■tに 底 建 3/8

581 壺

壼
儡弊昇

え 晋 迪
;:ボ

橙色

「亨担習鐸攣馨″trに 底 往 3/8

bじZ タタキ後′サ日 テ
~|えハ 晋lm

r石翌蹄
量に風 建 3/8
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第78表 包含層出土土器観察表(2)

岳量 欄 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調 胎    土 遺存度

583
密鍮壼 hケ 日 け

情
脚後指 晋 通 掲鷲 ]

モ橙色
L晶肥錮哩ζ″量に底径 8/8

"4
弥生 受 16.6 cln

万網
,7日

・鮮F 普 3E こコヽい
Ir 種 色 卜ご押躊 ″重に口律 〃 8

585 弥生 羹
島箱

・
静預

晋 通 折爵υF色 災t寝訃
種τttU有 口径 1/8

586 弥生 翼 16.O on 摩減 難メヨ 甘 運 襦織幡C艶

「君翌躍鍵曽″
量に口径3/8

587 弥生 発 甲さえ 晋 通 稜買色 Z.bY7/3

―

口俊 〃 0

b68 郭 里 彙 13.7 cm ′▼日 警
・′`7 晋 週 :こ J5い τ褐色

=撃
』選留′枢

ぞ少量口律 〃8

589 弥生 翼 浮iぱぎ
偏
翼
γ

ア
｀

,「

 ・:li:: 晋 通 析爵線男色 乱ヽ肥錮哩ζ′量に口径 1/8

杯 工 愛 lb。 l Cm D∪7・ハケ日

謀漏
晋 週

i3編じF褐色 巻鰹 雲ぽ邸♂
租τイ・ 口律 Z/8

弥生 受

難.ガ
早 営 週

艦
し

1君
霙響ビ

ツ租τ γII・百口俊 1/b

592 弥生 覺 18.O om

著・;翼穫局廟
り
一ア
さ
日

晋 通

鱚 異各L3mmの
り肛ぞ宙Ir有 日俊 1/8

593 弥生 艶
了葎薄習

ひ
Iメ

彊碑 晋通

"1137.bYK4/4 春ご鶉 ″租 を夕■ に 日俊J/0

が生 羹 ぶJヱ T慣 マ∫fHfT 晋 IEl 明 亦 働 い Y馬/6 lf霊邸 炒桓ぞ少量官 口任 2/8

弥 生 壺 詈羮」Y 摩 減 晋 通 欝魯者,Y爵ィ9,
「

縦
,種を多量 に 口径4/8

が生 琵 覇晏ダ冨 晋JE モ種色 ”
全

肛 そ省 む 石 破 片

597
鎌琵 ζ″・拒 晋 通 減買色 2.5Yr/3

'量
に 底径 4/8

琵 員え 晋 通 にぶい l橙色 .れ
mmのり種τ ttU有 底径 7/8

覺

“

=修

ざV日 °
Tさ え 晋 通 ぶ

Ｗ

に

，
T色

'量
に 底 住 0/0

硼 94 覺 タタ1"ウ 日 え、
ヽ
ア

晋 通 い
Ｍ

ぶ

Ｗ

に

７
色 ～ 4 unaの 砂粒を多量に 低 俊 b/6

601 琵 ノ∫ 晋 通 こJヽ い 色

「
揺 '種

て多 重 に 低 住 ツ 0

贅 摩 減 晋 通 種 色 5YR6/6

「
櫂

,粗そ多量 に 底径 2/8

震爺
覺 ldJ圧

響撃
・す

『

晋 Jm

撲看暫覆:7/ 巻1「1つ習鵠 ζ=に 属 後 6/8

u14 蔭象艶 7Htt aぇ 普 IEl 健 色 bYr/6 底 律 〃 8

鰤 弥生 鉢 婚言〕指 晋 通
|ス編X)F健

色
学翌

レカ直:こ

団 郭 生 鉢
rア

ア 晋 通 減買色 2.5Y7/3
L`■留駅Pttτ

ttU右 b/0

杯 生 杯 督了
・IEIT 摩 減 晋 Jm ガ種色 レ量 に

608 弥生 高杯 4.8 cm 摩 激 摩 凛 営 週 覆 色 bYKb/6 ンIIIIこ ルト消66/8

609 弥 生 日 外 摩 減 晋 通 灰買色 2.5Y7/2
戦 緊 :り

租をグ重雷 日往 1/6

摯曇製襲 ス′ヤ・f目lT a 肺 晋 通 減買橙色 10Y郎/3 ,量に 脚部 8/8

T鼻
製 襲

"
晋 Jm l滞F種

色 翌「石ヽ
,量 :こ 脚部 7/8

第79表 包含層出土石器観察表(1)

整 形 ・ 調 整 の 特 徴
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第80表 包含層出土石器観察表(2)

物
号

遺
番

真
版

写
図 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

635 石庖丁 8.4 cm 5.2 cnl 0.9 cm 43.28g 長側辺 (背)に敲打痕あ り

636 石庖丁 5.2 cm 4.3 ctn 0.7 cm 21.46g 結晶片岩 一部欠損 ,短側辺の一方に敲打痕あり

637 石庖丁 8.8 cm 4.7m 0.8 cm 58.64g 結晶片岩 両短辺に決りあり,長側辺 (背)と 両短辺に敲打痕あり

638 98 スタレイパ― 8.Om 4.l cm 0。 7m 23.67g サヌカイト

639 98 スクレイハ―゚ 7.6m 3.9 cm 1.l cln 37.84g サヌカイト 一部欠損,長側辺 (背)に敲打痕あり

640 98 スクレイハ―゚ 9.9 cm 3.7 cm 1.l cm 60,07g サヌカイト 長側辺 (刃部)に敲打痕あ り

641 98 スクレイハ・― 7.4 cm 6.2 cul 1.l cm 72.80g サヌカイト 風化 ,一部欠損

642 98 スクレイハ・― 4.8 cm 4.l cm 0.9 cm 13.96g サヌカイト 一部欠損

643 98 スクレイハ・― 6.4 cln 5.lm 0.6 cm 22.09g サヌカイト

644 98 スクレイハ・― 6.8 cm 3.8m 0.6m 24.08g サヌカイト 風化

645 98 スクレイハ・― 6.7 cm 5.2m 0.9m 29.34g サヌカイト 風化,一部欠損

646 98 スクレイハ・― 3.3 cm 5.Om 0.9 cm 18.08g サヌカイト 一部欠損

647 98 スクレイパ― 5.7 cm 6.4 cm 1.O cm 43.45g サヌカイト 白色風化 ,一部欠損

648 スクレイハ・― 8.5 cm 5.3 cln 1.4 cm 49.59g サヌカイト 風化

649 99 スタレイパ― 6.2 cm 8.2 cln 1.2 oll 72.88g サヌカイト 風化

99 スクレイパ¨ 8.9 cm 6.2 cm 0.7 cm 37."g サヌカイト 一部欠損

スクレイハ・― 8.8 cm 10.l cln 1.6m 229.02g サヌカイト 風化 ,長側辺 (背)と 短側辺の一方に敲打痕あ り

652 スクレイハ・― 8.8 cm 7.O cm 1.8m 155。 79g サヌカイト 風化 ,653と 接合可能

スクレイハ・― 9.4 cm 7.O cm 1.8∞ 142.00g サヌカイト 風化 ,652と 接合可能

石匙 6.O cm 2.8 cm 0。 7 cm 12.44g サヌカイト 風化

655 石匙 3.6 cm 4.O cm 0.4 cm 4.78g サヌカイト 風化 ,一部欠損

656 1(X) 石 鍬 8.Om 6.6 all 1.6 cm 84.58g サヌカイト 刃部欠損 ,両側辺に敲打痕あり,両面に摩減あり

657 1∞ 石 鍬 5.9 cm 5.6 cln 1.6 cm 62.698 サヌカイト 風化 ,基部・刃部欠損 ,両側辺に敲打痕あ り

658 石 鍬 8.l all 6.5 cln 1.5 cm 80.97g サヌカイト 風化 ,基部・刃部欠損 ,両側辺に敲打痕あり

659 100 石鍬 5.O cnl 5.3 cm 1.4 cm 48.24g サヌカイト 風化 ,刃部欠損 ,右側辺に敲打痕あり

石鍬 5.6 cm 2.8 cm 1.5m 21.142 サヌカイト 自色風化 ,基部欠損

661 100 石鍬 5.2 ml 5.4∞ 1.lm 35.08g サヌカイト 基部欠損

662 l∞ 石鍬 7.l cnl 7.l cm 2.l cm 102.81g サヌカイト 白色風化 ,基部欠損

663 石鍬 6.6 cm 7.8 cm 1.5m 133.10g サヌカイト 風化 ,刃部欠損 ,両側辺に敲打痕あり

664 1∞ 石鍬 5.2 cm 7.5m 1.9 cm 111.08g サヌカイト 自色風化 ,基部・刃部欠損 ,両側辺に敲打痕あ り,片面に康滅あ り

1∞ 石鍬 6.4 cm 3.6 cm 1.3 cm 24.99g サヌカイト 風化 ,基部欠損 ,刃部画面に摩減・擦痕あ り

666 石鍬 8.l cm 4.2 cm 0.8 cm 37.67g サヌカイト 風化 ,基部欠損 ,刃部両面に摩滅・擦痕あ り

667 石鍬 10.2m 9.5 cm 1.5 cm 157.18g 安山岩 白色風化 ,基部欠損

668 石鍬 10.2 cm 4.5 cm 1.2 cm 51.53g サヌカイト 風化 ,基部欠損 ,刃部片面に摩減・擦痕あ り

669 石 鍬 10.3m 4.7 cln 1.7 cm 99.05g サヌカイト 両側辺に敲打痕あ り,刃部片面に摩減あ り

石鍬 10。 9 cm 5.8 cm 1.9 cm 144.66g サヌカイト 白色風化 ,刃部欠損 ,右側辺に敲打痕あ り,刃部片面に摩減あり

石鍬 13.O all 6.5 cm 1.8m 163.06g サヌカイト
津魯骨砦衰忍サ

欠損 ,両側辺に敲打痕あり,刃部両面に摩減あ り,刃部

102 石鍬 12.6 cm 4.6 cm 1.4 cm 97.37g サヌカイト 風化 ,基部欠損 ,両側辺に敲打痕あり,刃部片面に摩減あ り

石 鍬 12.3 cm 6.5 cm 2.3m 211.85g サヌカイト
虜号

風化 ,左側辺に敲打痕あり,刃部両面に摩減あ り,刃部片面に擦痕

打製石斧 10.8m 8.8m 3.5m 437.18g

'ヌ

カイト 白色風化

675 打製石斧 8.4 cm 8.9 cln 1.3 cm 137.68g サヌカイト 白色風化

打製石斧 8.8 cm 10.7 cm 2.2 cm 253.64g サヌカイト 白色風化 ,一部欠損 ,長側辺 (背)と 左側辺に敲打痕あり

打製石斧 15.l cm 12.3m 3.4 cm 841.51g 安山岩 風化

678 103 磨製石斧 6.5 cnl 5。 l cln 2.7 cln 135.50g
喜英粗面刃部欠損

石錐 2.5 cm 1.8 cm 0.4 cm 1.53g サヌカイト 風化 ,先端部欠損

680 103 石鏃 2.3 cnl 1.6 cm 0.3 cm 0.68g サヌカイト 風化,凹基式,基部の一部・先端部欠損

681 石 鏃 1.7 cnl 1.9 cm 0.3 cm 1.10g サヌカイト 風化 ,凹基式 ,先端部欠損

682 103 石鏃 1.3 cm 1.3 cm 0.2 cm 0.26g サヌカイト 風化,平基式

683 103 石鏃 1.3 cm 1.3 cln 0.2 cm 0.31g サヌカイト 風化,凹基式,基部の一部欠損

684 103 石鏃 1.8 cm 1.8 cm 0.3 cm 1.33g サヌカイト 凹基式,先端部欠損

685 103 石鏃 2.O cm 1.7 cm 0.4 cm 0。 90g サヌカイト 凹基式 :先端部欠損

686 103 石 鏃 2.l cm 1.3 cnl 0.2 cm 0.50g サヌカイト 自色風化 ,凹基式

687 石鏃 2.3 cm 1.3 cnl 0.3 cm 0.60g サヌカイト 風化,凹基式,基部の一部欠損

688 103 石鏃 1.9 cm 1.lm 0.3 cnl 0.62g サヌカイト 風化,平基式,先端部欠損

689 103 石鏃 1.8 cm 1.lm 0.3m 0.53g サヌカイト 風化 ,平基式 ,先端部欠損
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第81表 包含層出土石器観察表(3)

物
号

遺
番 醤最1 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 整 形 ・ 調 整 の 特 徴

103 1Zヨ 2.4 cm 1.5 cm

3.4 all 1.5 cln 1_78o

3.2 cm 1.4m 0.4m 2.062

2.O cm 0.5m 4.612

1031不 サヌカイト 風

lm 17 4 cm 月1化 .

1031石 2.7 cm 風 .凸

9.4 cln 3.5 cm 1.4 cm 38.942

5.O cm 1.5 cDl 77.522

l不 明 3.3 ctn 1.6 cm 36.462 |スカイト 風

7∞ 1横長剣片 .2 all 1.2 clll 11.142 サヌカイト
1敲石 7 cm

l薇石 4 cm 一部欠損 .両面 に

砥石 3.7 cm 3.7 cm 2.l cln 35.19g 英租 面 一部欠損 .片面に摩減あ り

1041台 石 4 cnl

l台石 9.4 cm 8.3 cm 6.6 cnl

第82表 包含層出土土器観察表(3)

碁惣働最 器種 口径 器高 底径 外面 内面 その他 焼成 色  調  1  胎   土 遺存度

5.8 om り|テ

‐

摩 減 10YR8/2 1緻 密

土 師器 欄 8.O cln 摩 減 量 減 普通 卜 !F橙
色
 1緻

密 底径 1/8

708 色土器 8.4 cm 摩 減 ヘラミカ
‐
キ 畿 内 産 晋3m 「,YI“ 9ノ 1  19∵

ZI主邸 1'IIそう
'1こ

1, 底径 2/8

5.O cln 屋 滅 歴 滅 2.5Y2/1  1政 密

基師貿土 JIテ

‐

JIテ

‐

普通 候魯縮 1暮Iし鞄翼象P粒を多量に破片

須思器 皿 14.9 cm 2.O cm 11.9 cm 回転 打 回転情
・

ヮ転
ヘラ切

電
や灰色 N6/    1%111111以下 の砂種 を少量含 底径 1/8

須悪器 皿 16.Om 1.9 cm 12.9 cm 回転汗・ 回転″
‐

甲転
ヘラ切普通 灰色 N6/    1%5m以 下 の砂粒 を少量含 底径 3/8

須悪器 皿 1.9 cm 回転

"
回転ガ

督
や灰色 N6/    191lnlDl以下の砂粒を少量含 底径 1/8

土 師器 皿 17.O cm 1.7 all 14.O cm 摩 減 摩 減 甲転
ヘラ切

采督
氷 日 L ZoЭ Yン Z ふ

}主
主円獣諄彗〃グLI冨 口廷 1/8

須悪器 硯 へ

'削
り

"・ 言
や 灰 色 蝸 / 1 11nl以 下 の 砂 粒 を少 LL含 む 破 片

104
釜思器杯13.4m 4.Ocm ],日・回転す

羅:;

艮好 炊 日色 N7/
む

O ll ul以 卜のり祉ぞダ■ll冨 7/8

思器 杯 10.O cm 営輩襲り
・回

僻
員好 lm以下のり裡そ少Ill含 4/8

思器 不 回転情
‐

抒
・

員好 %Tの 砂覆そ曾む 2/8

思器 杯 16.8 cm 1.6 cm 回転

"‐

回転

"‐

良好 灰色 N6/ 0.l ulu以 下の砂粒 を含 む 2/8

思 器 外 8 Cm 撲]幹

ナテ・目回転

"‐

良好 灰色 N6/
%3nm以

下の砂粒を少量含口径 1/8

高 回転汗・ 回転

"・

良好 灰色 N6/ l ulln以 下の砂粒 を含 む 底径 3/8

採
高 6 cln 回転汗

‐
回転

"‐

普 通 灰自色 7.5Y7/1 lm以下の砂粒 を含 む 底径 2/8

響轟採高 10.6∞ 早事ぇょ石停ナ回転

"‐

良好 優宣亀ソ/～ lm以下の砂粒 を少量含 む 底径 1/8

1舜採高 w軍云ナ 回転汗 晋Jm 灰白色 7.5Y7/1
%3m以下の砂粒を少量含底径 3/8

725 高 回転汗
‐

回転汗
‐

雹
や
餐雹亀ソ/～

9卜
5 1Dal以 下 の砂粒 を少量含 底径 1/8

可 須悪器 椀 回転汗
‐

回転サ
‐

回転糸切 り 艮好 優屋亀メ/～ 精良 底径 3/8

思器 薬
腸尋輸

アア・日

回転情・

L●」転抒
‐

艮 好
9131nln以

下の砂粒を少量含口径 2/8

禦思器高 10.4 cln 回転
"‐

良好 灰白色 N7/
%の

砂粒 を含 む 石 脚部 7/8

備前 壼 11.l cm ヘラ月リリ 回転

"‐

良好 齢 し,YR4/2・ 10,1～
l nllllの 砂粒を含む 底径 1/8
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第4章 自然科学調査の成果

第 1節 川津下樋遺跡におけるプラント・オパール分析

古環境研究所

1。 はじめに

この調査は,プラント・オパール分析を用いて,川津下樋遺跡SZ01(水 田址)にお

ける稲作跡の検証および探査を試みたものである。

2.試  料

調査地点は,Ⅳ―①区東壁の第1地点と西壁の第2, 3地点の3地点である。試料は
,

第1地点で仮⑪・仮⑫層,第 2地点 (第 67図)で③・⑨・⑪～⑭層,第 3地点で仮③・仮

⑩層の計10試料が採取された (第 7図 )。 このうち,⑭層は弥生時代中期以前 (縄文時代

晩期 ?)の水田耕土とされ,⑫層および⑬層は水田畦畔と考えられていた。なお,試料は

遺跡の調査担当者によって採取され,当研究所に送付されたものである。

3.分 析 法

プラント0オ パールの抽出と定量は,「プラント・オパール定量分析法 (藤 原,

1976)」 をもとに,次の手順で行った。

(1)試料土の乾燥 (105℃ 024時間),仮比重測定

(2)試料土約 lgを粋量,ガラスビーズ添加 (直径約40μ m,約 0。 02g)

※電子分析天粁により1万分のlgの精度で秤量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (300W・ 42KHz 0 10分 間)

(5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去,乾燥

(6)封入剤 (オ イキット)中に分散,プレパラート作成
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(7)検鏡 0計数

同定は,機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下,プラント・オパールと

略す)を おもな対象とし,400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は,ガラスピーズ個数が

300以下になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料 lgあ

たりのガラスピーズ個数に,計数されたプラント。オパールとガラスピーズ個数の比率を

かけて,試料 lg中のプラント・オパール個数を求めた。

また,こ の値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体

乾重,単位 :10-5g)を かけて,単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。

換算係数は,イ ネは赤米,ヨ シ属はヨシ,タ ケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は
,

それぞれ2。 94(種実重は 1。 03),6.31,0.48である (杉山・藤原, 1987)。

4。 分析結果

プラント・オパール分析の結果を第83表および第147図 ～150図 に示す。なお,稲作跡

の検証および探査が主目的であるため,同定および定量は,イ ネ・ヨシ属 。タケ亜科 。ウ

シクサ族 (ス スキやチヌガヤなどが含まれる)・ キビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な

5種類群に限定した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

5.考 察

水田址 (稲作跡)の検証や探査を行う場合,一般にイネのプラント・オパールが試料 1

gあ たりおよそ5,0004固 以上と高い密度で検出された場合に,そ こで稲作が行われていた

可能性が高いと判断している。また,その層にプラント・オパール密度のピークが認めら

れれば,上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり,その層で稲作が行われ

ていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて,稲作の可能性につ

いて検討を行つた。

当該遺跡では,③・⑨・⑪～⑭・仮③。仮⑩～仮⑫層について分析を行った。その結果,

⑬層を除く各層からイネのプラント・オパールが検出された。このうち,水田耕土とされ

ていた⑭層では,プラント・オパール密度が6,000個 /gと 高い値であり,明瞭なピークが

認められた。したがって同層で稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。水田畦畔

とされていた⑫層でもイネのプラント・オパールが検出されたが,密度は2,600イ固/gと 比

較的低い値である。また,同 じく水田畦畔とされていた⑬層では,イ ネのプラント・オ
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パールは検出されなかった。一般に小畦畔であれば,畦塗りや作り変えにおいて水田土壌

そのものが畦に使われることから,畦畔からイネのプラント・オパールが検出されるが
,

大畦畔あるいは水路に伴う畦畔であれば検出されないか,検出されても非常に少量である

というのが通例である。このことから,こ れらは⑭層水田に伴う畦畔 (小畦畔,大畦畔)

に該当する可能性が考えられる。

その他の層については,密度が900～ 1,900個 /gと低い値であることから,稲作の可能

性は考えにくいものの,上層もしくは他所からの混入の危険性も否定できない。

6.ま と め

発掘調査において弥生時代中期以前 (縄文時代晩期 ?)の水田耕作土と考えられていた

⑭層では,イ ネのプラント・オパールが高い密度で検出された。同層で稲作が行われてい

たことが分析的にも検証された。⑭層以外にも分析を行つたほとんどの層からイネのプラ

ント・オパールが検出されたが,いずれも密度が低い値であることから,稲作跡の可能性

は考え難い。
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第83表 プラント・オパール分析結果

香川県,川津下樋遺跡

第 3地点

試料名  深さ 層厚 仮比重  イ ネ

cm    cm           輌国/g
(籾総量)

t/10a
ヨシ属

個/g
タケ亜科  ウシクサ族

個/g     個/g
族

ｇ
ゼ
Ⅳ

仮③層  45  8
仮⑩層  53  18
第2-1地点

試料名  深さ 層厚

cm   cln

900      0.82

900      1.85

261,600      1,900

305,300      2,700

1.14

1.19

2,900

900

仮比重  イ ネ  (籾総量)

個/g    t/10a
ヨシ属  タケ亜科  ウシクサ族

個/g   個/g     個/g
族

ｇ
ゼ
Ⅳ

⑬層  63  10
第2-2地点①

試料名  深さ 層厚
cm   cm

0。 95

仮比重

0.00        800    200,300

(籾総量) ヨシ属  タケ亜科

t/10a   個/g   個/g
ウシクサ族  キビ族

個/g    個/g
不ヽ

ｇ
／

イ

個

③層  62
①層  76

第2-2地′点②

試料名 深さ
Cm

族

ｇ
イ
Ⅳ

百
仔
　
ｍ

層

ｃ

1.11

1.22

1,800

900

1.57

0.41

900     37,700        900

900     55,900          0

0

0

仮比重 イ ネ

個/g
(籾総量) ヨシ属
t/10a   個/g

タケ亜科  ウシクサ族

個/g     個/g

⑨層  64
⑫層  76
⑭層  80

第 1地点

試料名  深さ

Cln

12     1.23    1,900      2.84

4     1.11    2,600      1.15

-  0。 90  6,000     -

層厚 仮比重  イ ネ  (籾総量)

cm          輛国/g    t/10a

900     38,700

800     102,000

2,000     139,600

1,900           0

1,700           0

2,000           0

ヨシ属  タケ亜科  ウシクサ族  キビ族

個/g   個/g 個/g   個/g

仮⑪層  54  18  1。 10  1,900   3,71

仮⑫層  72  -  0。 75   900    -
(仮③・仮⑩～仮⑫層は調査時の土層番号であり,

1,900     129,500      1,900           0

1,900     182,500      1,900           0

当報告書では概当する土層図は存在しない)
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第 3地点

0

万個/g
1         2

第2-1地点

0

第 1地点

0

第 147図  イネのプラン ト
(注 ) く印は 50 cmの スケール・

万個/g
1         2

万個/9
1         2

・ オパールの検出状況
●印は分析試料の採取箇所

第2-2地点①   万個/g
O        1        2

第2-2地点②   万個/g

0        1         2
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香川県,川津下樋     第 3地点      土層        植物体生産量     t/10 a ocm

10864200246810

ロ ヨシ 囲 夕矩科 n 41 I -rir:

香川県。川津下樋

10       8        6

第2-1地点

4        2

土 層 植物体生産量

2        4        6

t/10 a ocln

8    10

置ヨ タケ亜料 ロ イネ

⑬

ロ ヨシ I ,riri

第 148図 おもな植物の推定生産量と変遷 (1)

(注) く印は 50 cmの スケール
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香川県,川津下樋  第2-2地点①     土層        植物体生産量     t/10 a oCm

10864200246810

ロ ヨシ 圃 夕狂科 I 1+ I -ri.E:

香川県,川津下樋  第2-2地点②

8642
土層        植物体生産量

0246
t /10 a . cm

810

匡ヨ タケ亜科 ロ イネ f ,rirsロ ヨシ

第 149図 おもな植物の推定生産量 と変遷 (2)

(注) く印は50 cmの スケール
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香川県  川津下樋

10       8        6

第 1地点 土層 植物体生産量

2        4

t/10a o Cm

8        10

ロ ヨシ 匡ヨ タケ亜科 ロ イネ I ,r+ri

第 150図 おもな植物の推定生産量 と変遷 (3)

(注) く印は50 cmの スケール
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川津下樋遺跡から検出されたプラント。オパールの顕微鏡写真

分 類 群 地点    試料名 倍率

イネ

イネ

ヨシ属

タケ亜科 (ネザサ節など)

不明 (ウ シクサ族類似)

樹木起源

第 2

第 2

第 3

第 3

第 2

第 2

⑭層

仮⑫層

⑪層

⑪層

⑪層

仮⑫層

400

400

400

400

400

400
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第 151図 プラント・オパールの顕微鏡写真
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川津下樋遺跡における植物性遺物の同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

川津下樋遺跡が位置する丸亀―坂出平野周辺地域では,下川津遺跡や郡家一里屋遺跡で

過去の植物利用に関する検討が行われている (島池・林,1990;能城・鈴木,1990a;古

市, 1990;パ リノ・サーヴェイ株式会社, 1993)。 また,古植生や稲作に関する検討が下

川津遺跡および永井遺跡で行われている (藤原,1990;古環境研究所,1990a,1990

b;パ リノ・サーヴェイ株式会社,1990;能城 0鈴木,1990)。 これらの調査から,本地

域における縄文時代以降の植生変遷や人間の生業に関する情報が蓄積されつつある。とく

に,過去の木材利用に関しては大量の木製品を対象として樹種同定が実施されている。そ

の結果をみると,流通を示唆するような樹種はほとんど認められず,周辺に生育していた

樹木を利用していたことが推定される。

本報告では,川津下樋遺跡から出土した弥生時代前期の水田に伴う井堰の構築材および

井堰内から検出された植物遺体 (種子・葉)の種類を明らかにし,周辺植生及び植物利用

に関する情報を得る。

1.試 Ｊ
す

ま
↑

(1)木質遺物

試料は,弥生時代前期の水田址に伴う堰 (井堰)の構築部材58点 (No。 1～ 58)である。

(2)植物遺体

試料は,井堰内の土壌中から一括採取されたものである。室内における観察の結果,種

実遺体は41点および葉 1点 を抽出した。

2.方  法

(1)木質遺物

剃刀の刃を用いて,試料の木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3

断面の徒手切片を作製し,ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リ

セリン,蒸留水の混合液)で封入し,プレパラートを作製した。プレパラートは,生物顕

微鏡で木材組織の特徴を観察し,種類の同定を行った。
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(2)植物遺体

植物遺体については,双眼実態顕微鏡を用いて観察し,その形態的特徴から種類を同定

した。同定後は,種実は種類ごとにサンプル瓶に入れ40%エ タノール中に保存し,葉はエ

タノール浸したワイパーに包みプラスチックケースに入れて保存した。

3.結 果

(1)木質遺物

同定結果を第84085表 に示す。NQ 5,25の 2点は保存状態が良好でなく,観察できた

範囲で木材の種類を記した。その他の試料は針葉樹 1種類 (ヒ ノキ属近似種)と 広葉樹 11

種類 (コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属アカガシ亜属・クリ。エノキ属 。ニレ属・

ヤマグワ・タブノキ属・クスノキ科・ムクロジ・エゴノキ属・イボタノキ属)に同定され

た。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。なお,学名 。和名は基本的に「原色日本植

物図鑑本文編 〈I・ Ⅱ〉」 (北村・村田,1971,1979)に したがった。

・ヒノキ属近似種 (cfoC力α″a′cッ′α″iS Sp。 )・  ヒノキ科

試料の保存が良好ではなく,板目面の切片が作成できなかった。早材部から晩材部への

移行は緩やか～やや急で,晩材部の幅は狭く,年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限つて

認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され,放射柔細胞の壁は滑らかである。分野壁

孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列, 1～ 15細胞高。以上の特徴からヒノキ属

と推定されるが,特定には至らなかった。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (2“′″
“
s subgeno Lθ ′jグοわα′α″

“
s secto C`″ ″′s sp.) プナ科

環孔材で孔圏部は1～ 3列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら放射状に配

列する。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 20

細胞高のものと複合放射組織とがある。年輪界は明瞭。

0コナラ属アカガシ亜属 (2″rc“ s subgeno Cyc′ο♭α′α″″sis sp。 )  プナ科

放射孔材で,管壁厚は中庸～厚 く,横断面では楕円形,単独で放射方向に配列する。道

管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 15細胞高のも

のと複合放射組織とがある。年輪界は不明瞭。

・クリ (casra″′α cr′″αra Stbo et Zucc。 )  プナ科クリ属

環孔材で孔圏部は1～ 4列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち,漸減しながら火炎状に

配列する。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～
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第84表 樹種同定結果(1)

番号 遺構名・遺物名 時  代 樹  種  名 報文番号
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 杭

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 杭

Ⅲ一② SR-01'第 2井堰 杭

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 杭

皿―② SR-01'第 2井堰 杭

Ⅲ―② L-32 SR-01暗灰色シルト 杭

第2井堰部材 NQ 121

第2井堰部材 NQ l13

第2井堰部材 NQ 103

第2井堰部材

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

クスノキ科

広葉樹

ヒノキ属近似種

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

８６

９５

８

９６

”

‐１０

‐０５

９８

‐０４

８５

16

17

18

19

20

第 2井堰部材

第 2井堰部材 NQ44

第 2井堰部材 NQ95

第 2井堰部材 NQ62-1
第 2井堰部材 NQ55-1
第 2井堰部材

第 2井堰 NQ54

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 杭⑥

Ⅲ一② SR-01'第 1井堰 杭

第2井堰 杭 NQ34

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

エゴノキ属

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

クスノキ科

イボタノキ属

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

イボタノキ属

ムクロジ

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

９２

＆

‐１２

９３

９９

‐０〇

一

‐０９

６‐

８７

２‐

２２

２３

Ｚ

２５

２６

２７

２８

２９

３０

第 2井堰 NQ86-2
第 2井堰 NQ79

Ⅲ―② SR-01'第 1井堰 NQ 15杭

Ⅲ一② SR-01'第 1井堰 NQ 5-2杭
Ⅲ―② SR-01'第 1井堰 NQ 6杭

Ⅲ一② SR-01'第 1井堰 NQ 10杭

Ⅲ一② SR-01'第 1井堰
Ⅲ一② SR-01'第 1井堰 NQ 9矢板杭
Ⅲ一② SR=01'第 1井堰 NQ 4杭

Ⅲ一② SR-01'第 2井堰 杭

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

エノキ属

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

広葉樹

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属アカガシ亜属

一

一

６５

７４

６３

６２

７２

７７

７‐

９４

皿一② SR-01'第 1井堰
Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 NQ 138杭

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 NQ 10

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 NQ 18

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 NQ 18

Ⅲ一② SR-01'第 2井堰 NQ42

Ⅲ一② SR-01'杭 NQ 3

Ⅲ一② SR-01'

Ⅲ―② SR-01'

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰部材 NQ30

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

タプノキ属

コナラ属アカガシ亜属

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

ニレ属

ヤマグワ

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

７０

９‐

　

一
　

一

111

102

第1井堰 NQ 16-① 杭
Ⅲ一② SR-01'第 1井堰 NQ 2杭

Ⅲ一② SR-01'第 1井堰
Ⅲ―② SR-01'第 1井堰 NQ 16-2杭
Ⅲ一② SR-01'第 1井堰
皿―② SR-01'第 1井堰 NQ 12杭

Ⅲ一② SR-01'第 1井堰 NQ 3杭

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属アカガシ亜属

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

７５

７６

“

６７

６９

７３

６０
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第85表 樹種同定結果(2)

番号 遺構名。遺物名 時  代 樹  種  名 報文番号

４８

４９

５０

５‐

５２

５３

駐

５５

５６

５７

５８

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰
Ⅲ―② SR-01'第 2井堰 NQ 146杭

Ⅲ一②  SR-01'第 2井堰 NQ 137

Ⅲ一②  SR-01'第 1井堰 NQ92

Ⅲ一② SR-01'第 1井堰 NQ24

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰板材
Ⅲ―② SR-01'第 2井堰柱材
Ⅲ―② SR-01'第 2井堰杭
竪穴住居柱材転用 NQ 2杭

Ⅲ―② SR-01'第 2井堰
Ⅲ―② SR-01'第 1井堰 NQ 7

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

弥生時代前期

コナラ属アカガシ亜属

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属アカガシ亜属

ムクロジ

ヤマグワ

クリ

ヤマグワ

コナラ属アカガシ亜属

ヤマグワ

田

‐０３

‐０１

６６

“

９７

‐０６

‐０７

‐０８

９０

７８

15細胞高。年輪界は明瞭。

・エノキ属 (α′ris sp。 )   ニレ科

環孔材で孔圏外は1～ 3列,孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減,塊状に複合し接線

。斜方向の文様をなす。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,小道管内壁にはらせ

ん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型, 1～ 15細胞幅, 1～ 50細胞高で鞘細胞をもつ。

年輪界は明瞭。

・ニレ属 (υ加
“
s sp。 ) ニレ科

環孔材で孔圏部は1～ 3列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減,塊状に複合し接線

・斜方向の文様をなす。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,小道管内壁にはらせ

ん肥厚が認められる。放射組織は同性, 1～ 6細胞幅, 1～ 40細胞高。年輪界は明瞭。

・ヤマグワ (″οr“sα

“
s"Jlis poiret)  クワ科クワ属

環孔材で孔圏部は1～ 5列 ,晩材部へ向かって管径を漸減させ,のち塊状に複合する。

道管は単穿孔を有し,壁孔は蜜に交互状に配列,小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性Ⅱ～Ⅲ型, 1～ 6細胞幅, 1～ 50細胞高で, しばしば結晶を含む。年輪界

は明瞭。

・タプノキ属 (P′rsια sp。 ) クスノキ科

散孔材で管壁は厚 く,横断面では楕円形,単独および2～ 3個が放射方向に複合する。

道管は単および階段穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型, 1

～3細胞幅, 1～ 20細胞高。柔細胞はしばしば大型の油細胞となる。年輪界は明瞭。
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0ク スノキ科 (Lauraceae sp。 )

散7L材で管壁は薄く,横断面では角張つた楕円形,単独まれに2～ 3個が放射方向に複

合する。道管は単穿孔または階段穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性,

1～ 3細胞幅, 1～ 20細胞高。柔細胞には油細胞が認められる。年輪界はやや明瞭。

クスノキ科には,ク スノキ属 (CinnamOmum), タブノキ属 (Persea)等 8属 23種が自

生する。これらの材構造は,ク スノキを除いて互いによく似ており,分類することが困難

であることが多い。今回の試料は,ク スノキおよびタプノキ属以外のクスノキ科であるが,

種類の特定には至らなかった。

・ムクロジ (Sapj″んs“
“
わ″ωs,Gaerm。 ) ムクロジ科ムクロジ属

環孔材で孔圏部は 1列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減,塊状に複合する。道管

は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は同性, 1～ 3細胞幅, 1～ 40細胞高。柔組織は周囲状～連合翼状,帯状およびターミ

ナル状。年輪界は明瞭。

・エゴノキ属 (Sッrιχ sp。 ) エゴノキ科

散孔材で,横断面では楕円形, 2～ 4個が複合または単独で,年輪界付近で管径を減ず

る。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性Ⅱ型, 1～ 3細胞幅, 1～ 20細胞高。年輪

界は明瞭。

・イボタノキ属 (Lむ
“
s″

““
sp.) モクセイ科

環孔性を帯びた散孔材。年輪のはじめにやや大型の道管が 1列 に配列し,急激に巻径を

減じた道管が均―に分布する。道管は単穿孔を有し,道管内壁にはらせん肥厚が認められ

る。放射組織は異性Ⅱ型, 1～ 2細胞幅, 1～ 20細胞高。年輪界はやや不明瞭。

(2)植物遺体

同定結果を第86表に示す。以下には形態的特徴について示す。

・コナラ属アカガシ亜属 (0“
`rc“

s subgeno Cycわ bα″″″sis sp。 )   プナ科

果実と葉の一部が検出された。果実は卵円形で,殻斗つきの大きさは約 15～ 18mm,未熟

果は5～ 7mm程度。総荀片は合着して環状となる。果実はアク抜きをすれば食用となる。

葉は倒披針形であるが,基部から2/3程度は失われていると考えられる。検出された部

分には鋭い鋸歯が認められる。 3次脈が 2次脈の間をほぼ平行に,等間隔で結ばれている

ことを考慮すると,イ チイガシ (0.gJソα Blume)の 可能性が高いが,断定には至らなかっ

た。
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クスノキ科 (Lauraceae sp。 )

種子が検出された。黒～茶褐色で,径 5～ 6.5mmの 球形。種皮は堅く薄く,表面は平滑な

ものとやや粒状の模様をもつものがある。

・サクラ属 (Pr“″
“
s sp。 )  バラ科

核 (内果皮)が検出された。褐色で大きさ6.7

mmの偏平な卵形。表面は比較的平滑。

・ヒヨウタン類 (Lag`″α″Jα sp.) ウリ科

外果皮の一部が検出された。褐色,肉厚で弾

力がある。

4。 考  察

第86表 植物遺体の同定結果

種 類 名 部位 (点数)

コナラ属アカガシ亜属 果実(11),葉 (1)
コナラ属 果実(5)

クスノキ科 種子(11)

サクラ属 種子(1)

ヒョウタン類 ? 外果皮 (1)

不明種子 種子(6)

同定不能 樹皮 ?(2),他 (4)

合  計 42点

堰の構築部材には12種類の木材が認められ,ク ヌギ節の木材が最も多かった。井堰の構

築材という用途,構成する種類数が多いこと,転用材が含まれていること等を考慮すると
,

使用する木材に特定の種類があつたのではなく,主 として周辺に生育していた樹木や流木

等が使用されたと推定される。また時には,壊れるなどして不要となった建築材や木製品

も転用されていたのであろう。これまで香川県内で行われた樹種同定結果をみると,一部

搬入の可能性がある木製品も認められるが,多 くは遺跡周辺で木材を入手していたことが

推定される。したがって,井堰に転用された木製品も遺跡周辺の植生を反映していると考

えられる。

最も多く認められたクヌギ節やニレ属・エノキ属・ヤマグワ・クリ等の落葉広葉樹は
,

集落周辺や水田の周囲などで,普通に二次林を構成していたと考えられる。また,井堰の

構築材にアカガシ亜属 。タブノキ属などが確認された。また,井堰内から検出された植物

遺体には,ア カガシ亜属の果実および葉,ク スノキ科の種子などが確認された。アカガシ

亜属の果実の中には大きさが 5 mm程度の未熟果が含まれており,植物遺体が上流域からの

流れ込みであることを示唆する。これらのことから,井堰からそれほど遠くない上流部に

アカガシ亜属やクスノキ科からなる暖温帯性の植生が存在していたと考えられる。このよ

うな植生は,下川津遺跡で行われた弥生時代前期頃の花粉分析結果 (パ リノ・サーヴェイ

株式会社,1990)と も調和的である。しかし,構築材の樹種に落葉広葉樹が多いことは,

遺跡周辺は落葉広葉樹を主とした二次林的な植生であったと考えられる。
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1 ヒノキ属近似種 (No 6)

2 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (No 2)

3.コ ナラ属アカガシ亜属 (No 52)

a:木口 b:柾 目 c:板 目

一一
200 μ m:a
200 μm i b,c

樹種顕微鏡写真 (1)
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4 クリ (No 55)

5.エ ノキ属 (No 21)

6.ニ レ属 (No 38)

a:木口 b:柾 目 c:板 目

■■    200 μ m:a
■■■■■■ 200 μ m:b, c

第 153図 樹種顕微鏡写真 (2)

-182-



7 ヤマグワ (No 39)

8 タブノキ属 (No 31)

9 クスノキ属 (No i3)

a:木口 b:柾 目 c:板 目
“一

200 μ m:a
200 μ m:b, c

第 154図 樹種顕微鏡写真 (3)
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10.ム クロジ (No 19)

11.エ コノキ属 (No‖ )

12.イ ボタノキ属 (No 14)

a:木口 b:柾 目 c:板 目
一一

200 μ m:a
200 μ m:b、 c

第 155図 樹種顕微鏡写真 (4)
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|・3Q
2

5 mm

―(1-7)

1・ 2.コ ナラ属アカガシ亜属

5.サ クラ属 (核 )

7・ 8.コ ナラ属アカガシ亜属

(果実 )

2.5 mm

(8)

3・ 4.ク スノキ科 (種子 )

6 不明種子 ?(部位不明 )

第 156図 植物遺体

(葉 )
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第5章 総括

まとめ

川津下樋遺跡の位置する坂出平野は,四国横断自動車道建設および瀬戸大橋建設に伴い

合計 7遺跡の調査が行われている。その結果,坂出平野の弥生時代から中 。近世にかけて

の全容がほぼ明らかとなった。

各時代ごとに坂出平野における川津下樋遺跡の位置付けを行いたい。

弥生時代前期の遺構は溝 。自然河川 (井堰)。 (水 田址 ?)が検出されている。井堰は

2基検出されている。残 りの良い第 2井堰はその構造が合掌型を呈するもので,井堰が造

られた弥生時代前期の中段階より坂出平野には高度な潅漑技術が流入され,水稲耕作が行

われていたことがわかる。水田址は時期が縄文時代晩期から弥生時代中期の間と確定 して

いないが,こ こでは弥生時代前期の可能性を強調 しておきたい。水田址の検出面積は約

400ぽ と小面積ではあるが,一区画がはっきりわかり水口も確認されている。一区画の面積

は約 10ぽ前後で高松市浴 。長池 Ⅱ遺跡で検出された水田址の一区画あた りの面積 (4.5

m2)の ほぼ 2倍である。おなじ高松平野でも浴 。長池遺跡 SR01西 岸微高地で検出され

た水田址の一区画当たりの面積が約 10ポ前後であることから,面積差は地域性 。土地条件

などの諸条件に起因するものと思われる。

坂出平野において弥生時代前期の遺構は下川津遺跡,川津元結木遺跡,川津西又遺跡 ,

川津二代取遺跡などで検出されている。そのほとんどは溝・土坑 。自然河川などで,竪穴

住居は下川津遺跡で僅かに 1棟検出されているだけけである。 しかし,土器は多量に出土

してお り,各遺跡に近接 してか,あ るいは削平されているのか不明であるが,確実にこの

坂出平野に弥生時代前期の居住域はあったものと考えられる。

川津下樋遺跡で検出された遺構は前述 した居住域としての遺構とは違い,生産域として

の遺構である。また,近接する川津中塚遺跡,川津二代取遺跡でも居住域としての遺構が

検出されていないことから当遺跡周辺は弥生時代前期においては高度な潅漑技術を駆使 し,

水稲耕作が行われていた地域であることがわかる。
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第 158図  川津下樋遺跡弥生時代前期～中期遺構配置図

川津二代取遺跡



弥生時代中期には溝が検出されているだけである。

この時期の遺構は,川津西又遺跡や飯野山山頂遺跡等で検出されているだけで,明確な

居住域は検出されていない。

弥生時代後期には溝・土坑が検出されている。これらの遺構には規則性がなく,その性

格は不明である。

この時期の坂出平野の遺構は下川津遺跡 。川津中塚遺跡 。川津二代取遺跡 。川津一ノ又

遺跡 0東山田遺跡・川津川西遺跡などで検出されている。そのほとんどで居住域としての

竪穴住居などの遺構が検出されており,特に下川津遺跡と飯野山北麓の川津一ノ又遺跡に

集落が密集するようである。一方この時期の明確な生産域としての遺構は検出されていない。

古墳時代前期には溝が数条検出されているだけである。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけては下川津遺跡や川津一ノ又遺跡で,集落が爆発

的に増える時期である。この集落を背景に川津茶自山古墳 。聖通寺山山頂の聖通寺山古墳

・田尾茶臼山古墳 0吉岡神社古墳などの前期古墳が形成される。

古代 (7世紀)の遺構は溝・不明遺構が検出されているだけである。

この時期には下川津遺跡では牛馬耕を証明するようなカラスキが出土しており,水稲耕

作が大きな進展を見せる時期である。

中世の遺構は溝が検出されているだけである。この溝は現在の土地区画に合致しており,

流路方向は真北より23° 西偏している。この土地区画は丸亀市,善通寺市を含む丸亀平野全

域にみられ,この溝の時期を解明することで,丸亀平野の土地開発の時期を知ることができる。

近世の遺構は溝 。土坑が検出されているだけである。

川津下樋遺跡で検出された遺構を7期 に細分したが,それぞれの遺構は弥生時代前期から

近世まで坂出平野のなかでみると生産域を形成するものであることがわかった。特に弥生時

代前期では生産域を代表する水田址や井堰が検出され,こ の時期の潅漑技術の高さが窺われ

る。それ以降際立った遺構が検出されないのは土地の不安定さに代表される結果と思われる。

参考文献 山元敏裕「水田遺構について」『浴 。長池Ⅱ遺跡』高松市教育委員会 1994

『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査報告Ⅶ 下川津遺跡』香川県教育委員会 1990

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査報告 第十四冊 り‖津中塚遺跡』

香川県教育委員会 1994

『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査報告 第十六冊 り‖津二代取遺跡』

香川県教育委員会 1995
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第87表 遺構観察表(1)

SD(溝 )

SD グリッド
規模

出土遺物 時期 挿図番号 醜 構

天幅 深 さ

I-23・ 24・ 25。 26

J-28・ 29
0.56

土師器,須恵器,土師質土器,瓦器,

自磁,サヌカイト製品

中世, 10世 紀前半～13世紀前半

I-23・ 24 弥生土器,土師器,須恵器,サ ヌカイト

製品

7世紀,(弥生土器含む)

I-23・ 24 0。 17 弥生土器,土師器,須恵器,サヌカイト

製品

弥生時代後期,古墳時代前期 90

04 I-23・ 24 0.09 弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代後期 90

I-23・ 24 0.52 弥生土器,土師器,サ ヌカイト製品 弥生時代後期,古墳時代前期 90

1-23・ 24・ 25・ 26

J-23。 24。 25。 26

0。 69 弥生土器,土師器,須恵器,サヌカイト

・砂岩・輝緑ひん岩製品

弥生時代後期

J-24・ 25,K-25 0.16 弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代後期

K-25。 26,レ 27 0.15 弥生土器,土師器,須恵器,サ ヌカイト

製品

弥生時代後期,古墳時代,古代

09 K-25。 26 0。 45 0.03 サヌカイト製品 不明

0.35 0.05 縄文土器,弥生土器,サ ヌカイト製品 弥生時代後期

K-26 0。 35 0.11 弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代後期

0。 95 0.05 弥生土器,土師器,サヌカイト製品 弥生時代後期

K-26 0。 45 0。 H 土師器,サヌカイト製品 弥生時代後期

M-31・ 32 0.18
弥生土器,土師器,須恵器,サヌカイト

砂岩製品

古墳時代, 6世紀

M-31 3.15 0.17 弥生土器 ,サ ヌカイ ト製品 弥生時代後期

M-30・ 31・ 32 0。 21 弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代後期 34・ 40

M-31・ 32 0.17 弥生土器 弥生時代後期

L-32, M-30。 31 0。 48 弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代前期 72・ 80 35。 41

42

K-27・ 28

L「28・ 29・ 31

M-29・ 30・ 31

0.37 縄文土器,弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代前期～中期 73・ 74 35。 36

37・ 38

39

L-28。 29, M-29 4.55 0.45 弥生時代前期～中期

M-30・ 31 0。 46 弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代前期～中期 78・ 107

0.55 0.11 弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代

23 L-31・ 32 0。 37 サヌカイト製品 弥生時代前期～中期
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第88表 遺構観察表(2)

SD グリッド
規模

出土遺物 時期 挿図番号 図版番号

天幅 深 さ

24 I-30。 31 弥生土器,土師器,製塩土器,須恵器,

サヌカイト製品

弥生時代後期～古墳時代前期, 7世紀 78。 107 34・ 40

41

卜31・ 32 祢生土器,土師器,サヌカイト製品 弥生時代後期～古墳時代前期

卜31・ 32 祢生土器,サヌカイト・結晶片岩製品 弥生時代後期

27 卜32 祢生土器,土師器,サヌカイト製品 弥生時代後期

28 弥生土器,サ ヌカイト製品 祢生時代後期～古墳時代,6世紀後半

7世紀前半

29 K-32, L″ 31・ 32 0.44 弥生土器,サヌカイト製品 祢生時代前期～中期 43・ 44

30 K-32, L「32 弥生土器,サ ヌカイト製品 赤生時代前期～中期 84

L-32 弥生土器 ,サ ヌカイ ト製品 不明

卜32 祢生時代前期 84

33 K=32, L「 32 弥生土器,サ ヌカイト製品 弥生時代前期

34 嗜-33 サヌカイト製品 弥生時代後期～古墳時代前期

35 L-29・ 30 土師器,須恵器,土師質土器,瓦,陶器,

磁器,サ ヌカイト・安山岩製品

近 世

1-33 0.27 サヌカイト製品 弥生時代後期

卜33 祢生土器 ,サ ヌカイ ト製品 弥生時代後期

38 』-33 サヌカイト製品 不明

1-33 祢生土器,サ ヌカイト製品 祢生時代後期

d-33 弥生土器 祢生時代後期

嗜-33 弥生土器,サ ヌカイト製品 祢生時代前期

■33 弥生土器,サヌカイト製品 祢生時代前期

1-32, N-31 ホ生土器,サヌカイト製品 不明

44 ■32 称生土器,サ ヌカイト製品 古墳時代

■32 祢生土器,サヌカイト製品 不明

46 ■31・ 32 祢生土器,サヌカイト製品 弥生時代前期～中期

■32 サヌカイト製品 不明

48 ■32 サヌカイト製品 不 明
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SK(土坑)

SK グリッド 形 状
規模

出土遺物 時期 挿図番号 図版番号
天幅 深 さ

楕円形 長 1.6

短 1.0

土師器 古代

楕円形 ? 長(3.8)

短(0.8)

サヌカイト製品
不明

隅丸方形 長 1,3

短 1.15

土師器,須恵器 7世紀

L-29 隅丸長方形 長 1.3

短 1.05

器

器

師

土

土

質

サヌカイト製品,陶器,瓦
不 明

L-29 隅丸方形
土師器,土師質土器,瓦質土
器,陶磁器,サヌカイト製品 近世, 17世紀

第89表 遺構観察表 (3)

SX(不明遺構)

SX グリッド 形状
規模 (■ )

出土遺物 時期 挿図番号 図版番号
天幅 深 さ

不定形 長 3。 2

短 2.85

弥生土器 弥生時代後期 104

不定形 長2.8

短 1.4
不 明

I-24,

J-24

楕円形 長9.1

短 5。 35

弥生土器,土師器,サヌカイ
ト・花尚岩製品

古墳時代前期 48 。 49

J-24,
K-24

不定形 長(2.2)

短 1.5

土師器 不 明

不定形 長(2.1)

短2.6

弥生土器,サ ヌカイ ト製品 弥生時代後期, 7世紀

楕円形 長 5。 1

短3.6

弥生土器,土師器,須恵器 ,

サヌカイト製品

弥生時代後期, 7世紀 104

J-25,
K-25

不定形 長 4。 3

短3.3

弥生土器 弥生時代後期

K-25 不定形 長 10.01

短2.6

0。 26 弥生土器,サヌカイト製品 弥生時代前期～後期

K-26 不定形 長 2.7

短 1.4
不 明

不定形 長 3.4

短(1.4)

弥生土器 弥生時代後期

M-31・ 32 不定形 長 3。 9

短 1.15

0.27 サヌカイト製品
不 明

不定形 長6.6

短 1.45

弥生土器 弥生時代後期
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図版 13

(1)第 2井堰検出状況 (南 より)
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